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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　どうして、こんなことになっちゃったんだろう。

　目の前に広がる光景に心を奪うばわれ、半ば思考停止した頭の中で、戒かいは漠ばく然ぜんとそんなことを思った。

「カイ……」

　すぐ目の前にあったアリサの顔がさらに迫せまってくる。

　日ひ頃ごろ鋭するどい眼光を宿している瞳ひとみが今は潤うるみ、いつも強気な台詞せりふを紡つむぐその唇くちびるからは艶なまめかしい吐と息いきが漏もれる。

　ベッドのすぐ脇わきにあるランプの灯あかりに照らされたその表情は、普ふ段だん見せる表情とのギャップも相まって、どんな男でも虜とりこにしてしまいそうな魔ま性しようの魅み力りよくを湛たたえていた。

「アリサ……ダメだよ、こんなこと……」

　なるべくアリサの方を見ないようにしながら、頭の中に残る理性を総動員してどうにか言葉を紡ぐ。

　こちらにのしかかるような体勢のアリサは、下半身に一枚下着を着けているだけ。ようするに、ほとんど裸はだか同然だった。

　芸術的な丸みを帯びた彼女の胸がお腹なかの辺りに押しつけられる。

　服ごしでも下着ごしでもない、直に感じるその柔やわらかさと温かさに、戒は体温が否いや応おうなしに高まっていくのを感じていた。

「私は、その……こういうことは初めてなんだ。だから、死ぬほど恥はずかしいし……それに、少し怖こわい……」

　そう答えるアリサの唇はわずかに震ふるえている。

　それが羞しゆう恥ちから来るものなのか、あるいは恐きよう怖ふから来るものなのか、戒には判別がつかなかった。

「だったら……」

「だが、もうこれしか手は残っていない。考えても、他ほかに方法が思いつかないんだ……」

「そんなことないよ、きっと他の方法だって──」

　そこまで言いかけたところで、そっとアリサの人差し指が唇に押し当てられる。

「頼たのむ、カイ……。今はただ、黙だまって私を受け入れてくれ……」

　普段のはきはきとした声からは想像もつかない、弱々しい囁ささやき声。その声を聞いただけで、戒の脳のう髄ずいは蕩とろけてしまいそうだった。

　アリサがさらにぐっとこちらに体重を預けてくる。ぎしっ、とベッドが軋きしみ、身体からだの密着度もさらに増す。戒は無意識の内に生なま唾つばを飲み込んだ。

　なんとかしなきゃ。

　そう思うものの、さらさらの黒くろ髪かみから漂ただようどこか甘い香かおりが、理性と思考力を奪っていく。これ以上少しでも刺し激げきを加えられたら、逆に襲おそいかかってしまいそうだ。

　もうどこにも逃にげ場はない。

　しかし、だからといってこのまま流されてしまう訳にもいかない。なんとか抵てい抗こうして、この場から逃のがれなければならない。

　戒には、そうしなければならない理由がある。

「カイ……」

　目を閉じて、薄うすい桜色の唇をそっと近付けてくるアリサ。

　その唇に自分の唇を押し当てたい衝しよう動どうを必死に抑おさえ込みながら、戒は再度、同じ疑問を頭の中で反はん芻すうした。

　本当に、どうしてこんなことになっちゃったんだろう……？







　第一章　異世界と四人の少女







　ぼんやりとした意識の中で戒かいがまず初めに知覚したのは、温かな光だった。

（なん……だろう……）

　ゆっくりと不規則に形を変え、ゆらゆらと蠢うごめくそれは、まるで緩ゆるやかな流れの水面みなもに反射しているかのよう。

　その光を摑つかもうと、戒は懸けん命めいに手を伸のばす。だが、腕うでは鉛なまりのように重く、思うように動かない。まるで水中にでもいるかのようだ。

（……って、ちょっと待って……これ……！）

　少しずつ意識がはっきりしていくうちに、息苦しさを自覚する。

　いるかのよう、ではない。ここは、まぎれもない水中だ！

「っ……ぼごっ……！」

　口から水すい泡ほうを吐はき出しながら、浮ふ上じようするために手足をばたつかせる。どうして水中にいるのかはわからないが、ともかく呼吸をしなければ。このままでは窒ちつ息そくしてしまう。

　相変わらず重い手足で必死に水をかき分け、少しずつ少しずつ水面に近付いていく。

　そして、

「ぷはぁっ……！」

　ようやく水中から脱だつ出しゆつし、戒は大きく息を吐き出す。酸素不足のせいかまだ頭がぼうっとしているが、とにもかくにも命の危険は脱だつしたようだった。

　ずぶ濡ぬれになった髪かみの毛からぼたぼたと水すい滴てきが垂れる。着ている服も水を吸ってびちょびちょだ。手足が妙みように重かったのはそのためだろう。

（あれ……？）

　そこで、ふと気付く。先さき程ほどまでは地面に足がついていなかったのに、今はしっかりとついている。それどころか、水面は腰こしの下くらいの位置だ。いくらパニックになっていたとはいえ、こんな浅いところで溺おぼれそうになるなんてことがあるだろうか。

　ゆらゆらと小さな波を作る水面を見つめながら、戒がそんな疑問を抱いだいていると、

「なっ……な、ななな……！」

　突とつ然ぜん、すぐ近くから声が聞こえてきた。

「え……？」

　反射的に顔を上げる。

　目の前に、驚おどろきのあまり固まっている同年代くらいの黒髪の少女がいた。
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「あらあら～……一体どちら様かしら～？」

「ふぇぇ……！　お、男の人……⁉」

「い、いつの間に……⁉」

　続けて、後ろや左右からも別の声が聞こえてくる。計四人分。どれも皆みんな、女性の声だった。

「……えっと……」

　状じよう況きようが飲み込めず、戒は軽く周囲を見回す。

　辺りに立ちこめる白い煙けむり。衣服がべたべたしそうな湿しつ気け。下半身を包み込むほどよい温かさのお湯。間ま違ちがいない。ここは風ふ呂ろだ。

　そして、湯気で細部まではよく見えないが、前後左右に一糸纏まとわぬ姿の女性が四人。

　以上の情報から総合的に判断すると、恐おそらくここは……。

「女、風呂……？」

　戒が呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやいた、その瞬しゆん間かん、

「この……不ふ埒らち者がぁぁぁああああ！」

　黒髪の少女が、胸を左腕うでで隠かくしながら風呂桶おけを全力投球してきた！

「あがっ……⁉」

　カコーン、と小気味の良い音を響ひびかせ、風呂桶が額に命中する。

　目の前に火花でも散りそうなその衝しよう撃げきに、戒の身体はぐらりと後ろに傾かたむき、

（ああ……時が見える……）

　再び、ぶくぶくとお湯の中に沈しずんでいったのだった。







「う……ったた……」

　目を開けた途と端たん、ズキズキとした痛みが額に走り、戒は顔をしかめる。

　なんだろう。この、まるで女風呂を覗のぞいたお調子者の主人公が怒おこったヒロインに風呂桶を投げつけられたかのような痛みは。

「気が付いたようだな」

　頭上から降ってきた不ふ機き嫌げんそうな声に反応して顔を上げる。

　見たことのない黒髪の少女が、腕組みをしてこちらを見下ろしていた。その背後にも三人、やはり見覚えのない女の子達がいる。

「えっと……誰だれ？」

「変態に名乗る名などない！」

「へ、変態って……」

　黒髪少女のいきなりの罵ば倒とうに思わずむっとする。

　どこの誰かは知らないが、初対面で随ずい分ぶんと失礼な人だ。

「まぁいいや。それより、ここは一体どこ……って、何これ⁉」

　ひとまず今置かれている状況を確かく認にんしようとした戒だったが、そこで初めて両手両足が椅い子すに縛しばられていることに気が付き、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　椅子自体も結構な重さらしく、ほとんど身動きが取れない。

「これからお前を尋じん問もんするための用意だ」

「尋問⁉　僕が何をしたって言うのさ！」

「とぼけるな！　女子風呂に忍しのび込み、あまつさえ湯船の中に潜ひそんでいたくせに……！」

「女子風呂？　一体何の──」

　ことさ、と言いかけたところで、唐とう突とつに記き憶おくがフラッシュバックする。

　あれ？　そういえば、そんなことがあったような……。

（そうだ！　この子は……！）

　つい先程、風呂桶を投げつけてきた少女だ。

「どうやら思い出したようだな」

　黒髪の少女がふんと鼻を鳴らす。風呂では湯気でよく見えなかったが、こうしてきちんと見ると、思わず見み惚とれてしまうような美び貌ぼうの持ち主だ。

　一本一本まで手入れされていそうなさらさらの長い黒髪に、鋭するどい眼光を宿した切れ長の瞳ひとみ。背中が真まっ直すぐ伸びた立ち姿やはきはきとした口調も含ふくめて、全体的に凜りんとした雰ふん囲い気きを醸かもし出している。男なら誰しも、こんな美少女とお近付きになりたいと思うだろう。

「さて……それでは吐いて貰もらおうか。一体、どうやって女子風呂に潜せん入にゆうしたのだ？」

　びしっ、と手にした鞭むちで床ゆかを打ち鳴らす目の前の少女。戒は思わず「ひぃっ」と小さく悲鳴を上げた。

　前言撤てつ回かい！　やっぱり出来る限り近付かない方がいいと思う！

「あの～、アリサちゃん？　ちょっといいかしら～」

　と、ここで。背後にいた女の子の一人が小さく手を挙げた。

「なんです？　ジゼラ先せん輩ぱい」

　黒髪の少女が振ふり返る。どうやら彼女の名前はアリサというらしい。

「思ったのだけれど～……彼が出てきたのはわたし達のすぐ目の前だったわ。隅すみの方にいたのならともかく、あんなところに服を着て潜もぐっていたら、さすがに誰か気付くんじゃないかしら～」

「む……しかし、こいつが女子風呂にいたことは紛まぐれもない事実です！」

「それはそうなのだけれど～……」

　ジゼラと呼ばれた少女が困ったような顔で首を傾かしげる。

　少し垂れ目でおっとりした雰囲気を持つ彼女は、いかにも優やさしいお姉さんといった感じ。ウェーブのかかった腰まで届く薄うす茶ちや色の髪はなんとも柔やわらかそうで、ついつい触さわってみたくなる。

　しかし、何よりも目を引くのは胸部だろう。

　彼女達四人は皆、緑を基調としたブレザーにミニスカートというまるで日本の高校生のような服装なのだが、ブレザーはやや胸むな元もとが強調されたデザインになっている。

　一応、リボンで隠してあまり目立たなくしてあるようだったが、ことジゼラに関しては全く隠し切れていない。

　あれほど目立っていては、目を向けるなという方が無理な話だ。

「カリナちゃんはどう思う～？」

　ジゼラが隣となりに座る女の子に話を振る。紫むらさき色の髪をボブカットにした、小こ柄がらでいかにも大人しそうな少女だ。

「え？　あ、あの、その……わかり、ません……」

　カリナというらしいその少女は、しばらく返答に迷うような素そ振ぶりを見せた後、顔を俯うつむけながら消え入りそうな声でそう答える。

　そんな彼女を、戒はついじっと見つめてしまった。

　保護欲よくを刺し激げきする愛らしい容姿といい、一ひと際きわ目を引く翡ひ翠すい色の綺き麗れいな瞳といい、どちらもとても魅み力りよく的なのに……。あんな風に人に見せないようにしてしまうと、とてももったいなく感じる。

「あらあら～そんなにカリナちゃんのことをじっと見つめて……いわゆる一つの〝視し姦かん〟というやつかしら～」

「へっ……⁉　い、いや、違ちがいますから！」

　見当外れのジゼラの言葉を否定しながらカリナの方を見る。

「っ──⁉」

　露ろ骨こつに目を逸そらされた。

　あれ？　もしかして僕……嫌きらわれた？

「ミラミラは～？」

　地味にショックを受けている戒を尻しり目めに、ジゼラがこれまで事態を静観していた最後の一人に声をかける。

「……先輩。以前からその呼び方はやめて欲しいと何度も申し上げているはずですが」

「え～？　どうして～？」

「そういう子供っぽい呼び方はわたくしに相応ふさわしくありませんわ」

「う～ん……それじゃあ、大人っぽくムラムラ？」

「そんな卑ひ猥わいな呼び方は断じて許しませんわ！」

　短い金きん髪ぱつの少女が、淡あわいブルーの瞳を三角に吊つり上げる。アリサに負けず劣おとらずの整った顔立ちに、長身ですらっとしたスタイル。ハリウッド女優、あるいは世界的なスーパーモデルだと紹しよう介かいされても何の違い和わ感もないだろう。

「それで、ミラはどう思うのだ？」

「確かに先輩の言う通り不可解な点はありますが、この男が女子風呂にいたのは確か。素す性じようや目的は明らかにしておくべきでしょう。ですが……」

　アリサの問いにそう答えながら、ミラは短めの金髪を優ゆう雅がな手つきでかき上げる。

「鞭を使った尋問というのはいただけませんわね。それは理性のない獣けもののすること。わたくし達は人間なのですから、そうした暴力的な手段を用いるべきではありませんわ」

「ぬ……」

　ふっと小こ馬ば鹿かにするような笑みを浮うかべるミラに、アリサが眉まゆをひそめる。

　まったくもってその通り。アリサのやろうとしていることは尋問ではなく拷ごう問もんだ。

「ですから、このロウソクを使いなさい」

「そのロウソクをどう使う気なのさ⁉」

　どこからともなくロウソクを取り出したミラに、戒は悲鳴に近い声で抗こう議ぎする。

　言っておくけど、僕にはそんな特とく殊しゆなプレイを楽しむような趣しゆ味みはないからね⁉

「よし、では選べ。鞭で痛めつけられるか、ロウソクで嬲なぶられるか」

「最悪の選せん択たく肢しだ！」

　どちらを選んでも新しい未知の快感に目覚めてしまう未来しか見えない。

　うぅ……まだ青春真っ盛りの高校二年生なのに、そんな大人の新境地に足を踏ふみ入れることになるなんて……。いくらなんでもあんまりだ。

　ああ、神様──僕が一体、何をしたって言うんですか……？

　そんな風に心中で己おのれの不幸を嘆なげきながら、戒がどちらの快感に目覚めるべきか割と真しん剣けんに悩なやみ始めたその時、

「お前達、こんな時間に何をしているのだ～？」

　突とつ然ぜん、がちゃりと扉とびらが開き、一人の小さな女の子が顔を覗かせた。

（子供……？）

　場違いな珍ちん入にゆう者に戒が眉をひそめるのも気にせず、幼女はややサイズの合っていない服の袖そでをぷらぷらさせながら部屋に入ってくる。

　かなりのくせっ毛なのか、ところどころ跳はねた赤あか髪がみとくりくりした大きな瞳が特とく徴ちよう的だ。

　誰だろう。ここにいる誰かの妹だろうか。

「教官、ちょうどいいところに」

「教官⁉」

　アリサの言葉に、今の状じよう況きようも忘れて思わずツッコんでしまう。

　いやいや教官って……どう見ても小学生くらいにしか見えないんですけど！

「実は、この男が宿舎内に忍び込んでいたのです。恐おそらく、札付きの変態かと」

「ほほ～……」

「ちょっと、勝手に決めないでくれる⁉　僕は気付いたらあそこにいただけで……！」

「白々しい噓うそをつくな！　寝ねている間に忍び込んだとでも言うのか！」

「わからないけど……でも、僕は昨日、普ふ通つうに自分の部屋で寝たはずなのに、起きたらなんでかあんなところに……っていうか、ここどこなの⁉」

　ようやく一周回って最初の疑問に戻もどる。

　彼女達の顔つきは明らかに外国人のそれだが、日本語はペラペラ。恐らく、日本在住の外国人なのだろう。とすれば、ここも日本のどこかである可能性が高い。

　お金は持ってないし、なんとか徒歩で帰れる範はん囲いだと良いんだけど……。

「お前、名前はなんと言うのだ～？」

　教官らしい小さな赤髪の女の子が、興味深そうにこちらの顔を覗のぞき込みながら尋たずねてくる。一いつ瞬しゆん、名前を教えるのは危険かもしれないと思ったが、このままでは話が進まなそうなので、戒は仕方なく答えた。

「戒です。中なか山やま戒」

「ナカヤ……マカイ？　なんだか変わった名前ね～」

　ジゼラが頰ほおに手を当てながら不思議そうな顔をする。

　いや、名前の方はともかく、苗みよう字じは日本人としてごく一いつ般ぱん的だと思うんですけど……。

「ちなみに、どこに住んでいるのだ～？」

「日本の東京です。細かい住所までは教えませんよ」

「ニホン？　トーキョー？　聞いたことがありませんわね……」

　今度はミラが怪け訝げんそうな顔で首を捻ひねる。その反応に、戒は段々と不安になってきた。

　どうも彼女達は日本の人名や地名に馴な染じみがないようだ。もしかしたら、ここは日本国内ではないのかもしれない。もし外国だとしたら、いよいよ帰るのが難しくなってくる。パスポートなんて持ち歩いていないし……。

「あ、あの、とりあえずここがどこか教えてくれませんか？」

「ここはニブルヘイム王国王立士官学校だ。そんなことも知らずに忍しのび込んだのか？」

「ニブルヘイム王国……？　どこそれ？　ヨーロッパ？」

　そう聞き返すも、アリサは怪訝そうな顔でこちらを見つめるばかり。

　戒は世界中の国名を暗記しているわけではないが、ニブルヘイムという国名には全く聞き覚えがなかった。一体、どの地域にある国なのだろうか。

「……なんだか、さっきから話が嚙かみ合っていない気がするのだけれど～……」

　ジゼラのその言葉に、隣に座るカリナもこくこくと頷うなずく。すると、




「お前……もしかして、異世界人じゃないのか～？」




　赤髪の女の子が、いきなりそんなことを言った。

「異世界人……？」

「イレーナさんの研究によれば、古代魔ま法ほうの一つに『英えい雄ゆう召しよう喚かん』という魔法があってだな～。なんでも、こことは別の世界から人を召喚する魔法らしいのだ。召喚された異世界人は〝英雄〟と呼ばれ、並外れた強い魔力を持っていたと言われているな～」

　赤髪の女の子──イレーナの説明に、戒はぽかんと大口を開ける。

　異世界、英雄、魔法……いきなり出てきたファンタジックな単語の数々に、理解が追いつかない。

「つまり、教官はこの男が別の世界から来たと言うのですか？」

　アリサが戒を横目で見ながら尋ねる。

「話を聞く限り、そうとしか思えないのだ」

「し、しかし、古代魔法は既すでに使い方さえわからないのでしょう？　一体誰だれが……」

「そこまではイレーナさんもわからないのだ。お前達の誰かではないのか～？」

　イレーナがジゼラ、カリナ、ミラの三人に視線を向ける。

「わたし達はアリサちゃんも含ふくめて全員一いつ緒しよにいましたから違いますよ～。でも、魔法で召喚されたと考えれば、急に現れたことも説明がつくかも～」

「確かに、そうですわね……」

　ジゼラの言葉にミラが一つ頷く。

「ま、待って下さい！　つまり、僕はその『英雄召喚』とかいう魔法で元いた世界とは別の世界に飛ばされてしまったってことですか⁉」

「絶対そうとは言えないがな～。その可能性は高いと思うのだ」

　信じられないといった様子の戒の質問に対し、イレーナはあっさり首しゆ肯こうした。

「じょ……冗じよう談だんじゃない！　元の世界に帰して下さいよ！」

「そう言われてもな～……。誰がどうやって召喚したのかもわからないのに、元の世界に戻す方法がわかるわけないのだ」

「……そんな……」

　突つき放すようなイレーナの返答に、目の前が真っ暗になる。

　力なく頭こうべを垂れる戒に、先さき程ほどまで険しい顔つきだったアリサやミラもさすがに同情的な視線を向けた。

「……不法侵しん入にゆうの容疑は晴れたようですし、まずは拘こう束そくを解いた方がよろしいのでは？　そのままではさすがに哀あわれですわ」

「そ、そうだな……」

　ミラの提案に従い、アリサが戒の手足を縛しばっていた縄なわを解く。

　自由になった手足を軽く振ふって感覚を取り戻した後、戒は深いため息をついた。

「その……すまなかったな。私の早とちりだったようだ」

「いいよ……。あの状況じゃ、疑われるのは仕方ないし」

　謝罪するアリサに軽く手を振って気にしていないことを示す。

　そんなことより、今後のことの方がずっと問題だ。

「あの……しつこいようですけど、本当に元の世界に戻る方法ってないんですか？」

「少なくともイレーナさんは知らないな～。これまでも何度か異世界人が来たことはあるらしいが、その辺りはジゼラの方が詳くわしいんじゃないか～？」

　イレーナがちらりとジゼラに視線を向ける。

「う～ん……異世界人についてはあまり調べたことがないのですけど……これまで元の世界に戻った人がいないかどうかも含めて、少し調べてきましょうか～？」

「頼たのむのだ。何かわかったら教えてあげて欲しいのだ」

　は～い、と返事をして、ジゼラが部屋を去って行く。戒はその背中に「よろしくお願いします」と頭を下げた。

　どこでどう調べるのかはわからないが、今は彼女だけが頼たよりのようだ。

　何か方法が見つかればいいんだけど……。

「それで、当面はどうしましょう。仮に方法が見つかったとしても、すぐに戻れるとは限りませんし……」

「そうだな～……本来なら学校で来らい賓ひん扱あつかいするべきなんだろうが～……」

　アリサの問いに、イレーナが悩むような仕草を見せる。だが、しばらくすると何かを決心したかのように一つ小さく頷き、

「え～っと……お前、ナマヤケイカだったか～？」

「なんですかその強きよう烈れつな匂においのしそうな名前は。僕の名前は中山戒です。呼びにくかったら戒でいいですから……」

「じゃあカイ。お前、うちの学生になる気はないか～？」

「……はい？」

　いきなりの突とつ拍ぴよう子しもない提案に、戒は目を丸くして聞き返す。アリサ達三人もびっくりしたような顔でイレーナを見つめた。

「えっと……なんでですか？」

「もし、戻る方法が見つからなかった時のためなのだ。学生になれば、元の世界に戻れる可能性があるのだ」

　その言葉に、アリサがはっとしたような顔をする。

「教官、それはもしや……」

「もちろん、『願いの神樹イグドラシル』のことなのだ」

「イグドラシル……？　なんですか、それ？」

　イレーナの話によれば、士官学校の地下には『願いの神樹』と呼ばれるものがあり、それに願えばどんなことも叶かなうという伝承があるらしい。そして、それを使うことが出来るのは、学校内で行われる対たい抗こう戦で優勝したチームのメンバーだけなのだという。

「どんな願いもって……そんなもの、本当にあるんですか？　胡う散さん臭くさいことこの上ないんですけど……」

「イレーナさんも実際に見たことあるわけじゃないから、なんとも言えないな～。ただ、昔からある有名な話なので、全くの噓とも言い切れないのだ」

「はぁ……ちなみに、対抗戦っていうのは？」

「うちは高等部になると学年関係なく班が結成されて、班同士で試合を行うのだ。それが対抗戦なのだ。ちなみに、ここは二四班の宿舎なのだぞ～」

　二四班の宿舎。すなわち、ここで出会ったアリサ、ジゼラ、ミラ、カリナの四人が二四班のメンバーということだろう。

「ようするに……僕が学生になって、その対抗戦とやらで優勝することが出来たら、元の世界に戻れるかもしれないってことですか？」

「そういうことだな～」

「なるほど……。でも、危険なんじゃないですか？」

「学生同士の試合なのでそれほど危険はないのだ。運が悪くても骨折くらいで済むのだ」

「いや、十分危険なんですけどそれ……」

　何気ない調子で怖こわいことを言うイレーナに、戒は冷や汗あせをかく。

　これまで殴なぐり合いの喧けん嘩かですらほとんどしたことがないのだ。そんな野や蛮ばんなことは出来ればご免めん被こうむりたい。

「大だい丈じよう夫ぶなのだ。異世界人なら、強い魔力の持ち主のはずだからな～」

「はぁ……。そういえば、さっきそんなこと言ってましたけど……魔力ってなんです？」

「魔力とは、空気中の魔法素子マナを活性化させるために必要な力だ」

　イレーナに代わってアリサが質問に答える。

「魔力が強い者ほど一度に大量の魔法素子を活性化出来る。すなわち……」

「強力な魔法が使える？」

　こちらの言葉に「その通りだ」と頷くアリサ。彼女の言葉が本当なら、自分にも強力な魔法が使えるということになるが……。

（そう言われてもなぁ……）

　内心で苦く笑しようしながら、戒は自身の両手をじっと見つめる。残念ながら、自分が強い魔力の持ち主だという実感はまるで湧わかなかった。

「まぁ、信じられないのも無理はないがな～。ちょっとじっとしているのだ」

　イレーナがひょこひょこと戒に近付く。そして、戒の両肩かたに手をかけて目を閉じると、

「ちゅ～～♥」

「んむっ……⁉」

　いきなり唇くちびるにキスをかました！

「「「なぁっ……‼」」」

　予想の斜ななめ上を行くイレーナの行こう為いに、アリサ、ミラ、カリナの三人が絶句する。当事者である戒自身も、虚きよを突かれて全く反応出来なかった。

　やがて、イレーナの顔がゆっくりと離はなれていく。唾だ液えきでテラテラと濡ぬれ光る小さな唇が異様に艶なまめかしかった。

「ごちそうさまなのだ♪」

　キスを終え、満足そうな笑えみを浮うかべるイレーナ。一方の戒はショックのあまり、無意味に口をパクパクさせるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「な、なななな何をしているんれす⁉」

　いち早く我に返ったアリサが顔を真っ赤にして抗こう議ぎする。もっとも、まだ動どう揺ようが残っているせいか、若じやつ干かん呂ろ律れつが回っていなかったが。

「ふ、不潔！　不潔ですわ！」

「はゎ……こ、こんなところで……大だい胆たんすぎ、です……！」

　ミラとカリナも同様の反応。まぁ、目の前でいきなりキスシーンを見せられたら普ふ通つうそうなるよね……。

　ところで、キスを見せられた側でなく、された側はどういう反応をすればいいのかな。

　誰か教えて下さい。

「皆みんな落ち着くのだ。これは魔ま力りよくを測っていただけなのだ。イレーナさんほどの魔術師になると、唾液の味で魔力の大きさがわかるからな～」

「堂々とウソをつかないでください！　では、カイの魔力はどれほどだというのです⁉」

「ん～……今までにない味だったから、よくわからなかったのだ。もう一回──」

「いい加減にしてください！」

　再び戒にキスを迫せまろうとしたイレーナの首根っこをアリサが摑つかむ。

　結局、明日の朝に戒の血液を採取し、正確な魔力検査を行うことになった。

「それで、どうするのだ～？　無理に学生になれとは言わないがな～」

　改めてイレーナにそう問われ、戒はむむ、と顎あごに手を当てて思案する。

　もしここが日本であれば、考えるまでもなく拒きよ絶ぜつしていただろう。なんでも願いが叶うなんて話は、フィクションの中でしかありえない。
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　しかし、ここは異世界。それも、魔法が存在するらしい世界だ。『願いの神樹』の話も全くの噓うそとは言い切れないものがある。

　対抗戦とやらは正直不安だが、ひとまず命の危険はない模様。そして、現時点で他ほかに元の世界に帰る方法もない。だったら……。

「……わかりました。ここの学生になって、僕もその対抗戦に参加します」

「そう言うと思っていたのだ。なら、編入手続きはイレーナさんの方でやっておくのだ」

　イレーナがくるりと振ふり返り、アリサの方を向く。

「というわけで、イレーナさんは帰るのだ。後のことは頼んだぞ～」

「は、はい。しかし教官、カイはこの後どこに泊とまるのです？　客室ではないのですか？」

「こんな時間に客室の利用申しん請せいは無理なのだ。今日はこの宿舎に泊めてやって欲しいのだ」

「なぁっ……⁉」

　その言葉にアリサが絶句する。

「で、ですが、この宿舎にいるのは私も含ふくめて全員女なわけで……！」

「問題ないのだ。カイも女の子みたいな顔をしてるのだ」

「そういう問題ではありません！　いくら女装の似合いそうな軟なん弱じやくな顔つきでも、男は男です！」

「あの～……悪口なら本人のいないところで言ってくれません？」

　本人を前にして言いたい放題の二人に戒はジト目を向ける。

　この女顔、結構気にしてるんですけど……。

「仕方がないな～。カイ、明日から女子の制服を着て登校するのだ」

「それが何の解決に⁉」

　女子の制服を着ても女にはなりませんからね⁉

「と、とにかく、カイは別の場所で……」

「じゃあ、アリサはカイに野宿しろと言うのか～？　冷たい奴やつなのだ……」

「それは……うぅ……」

　これみよがしにため息をつくイレーナに、弱り切った声を出すアリサ。

　もちろん戒も野宿は嫌いやだが、これに関してはアリサの言い分ももっともだ。

　野宿しろとは言い辛づらいだろうし、ここは助け船を出すべきだろう。

「あの～……アリサ。僕は大丈夫だよ。寝ね袋ぶくろとか貸してくれれば」

「うぅぅぅ～……」

　遠えん慮りよがちにそう進言すると、アリサはますます頭を抱かかえて唸うなる。

　だが、しばらくすると諦あきらめたように深いため息をつき、

「……わかりました。今日はここに泊めます」

「え？　いいの？」

「仕方があるまい……。しかし、もし少しでも不ふ埒らちな真似まねをしようとしたら、迷わず外に叩たたき出すからな！」

「りょ、了りよう解かいっ！」

　アリサにびしっと指を刺さされ、戒は思わず敬礼を返す。もちろんそんなことをする気はないが、疑われないためにも朝まで部屋から出ない方が良さそうだ。

「あ……そういえば、二人はそれでもいいの？」

「野宿をさせるのはさすがに哀あわれですし、構いませんわ」

「カ、カリナは……その、皆みなさんがいい、なら……」

　ここまで黙だまっていたミラとカリナからも無事ＯＫを貰もらう。

　初めはどうなるかと思ったけど、なんだかんだで皆、優やさしい人ばかりでよかった……。

「部屋は私の隣となりが空いているからそこを使え。最低限の家具は揃そろっているはずだが、何か足りないものがあれば言うといい」

「わかった。ありがとう、アリサ」

　笑顔でアリサに礼を言うと、「別に大したことではない」とそっぽを向かれる。

　その後、ジゼラからも宿しゆく泊はくにつき了りよう承しようを得て、戒はあてがわれた部屋で眠ねむりに就ついた。

　これから、この日最大のイベントが待ち受けていることも知らずに……。







　同日深夜。

（……なんか、身体からだが重い……？）

　就しゆう寝しん中に突とつ然ぜん、妙みような違い和わ感を感じ、戒は重い瞼まぶたをゆっくりと持ち上げる。

　何やらしゅるしゅると衣きぬ擦ずれのような音が聞こえ、腰こしの辺りがじんわり温かい。もぞもぞとすぐ傍そばで何かが動いている気配がする。

　何だろう……誰だれか……いる？

「んぅぅ～……？」

　締しまりのない声を出しながら、ふらふらと上半身を起こす。

　まだ覚かく醒せいしきっていないぼんやりとした視界に映ったのは、

「あらあら～。おはよう、カイくん♪」

　至近距きよ離りでアップになったジゼラの顔だった。

「……じぜら、しゃん……？　おふぁようございます……」

「ふふ……おはよう～。でも、実はまだ夜なのよ～？」

「そぉなんですか……？　じゃあ、おそよぅ……？」

「まだ寝ねぼけてるのね～。可愛かわいいっ♪」

　ジゼラは上じよう機き嫌げんな声でそう言ったかと思うと、いきなり戒の首の後ろに手を回し、ぎゅっとその身体を引き寄せる。その途と端たん、

「んぅぅ……⁉」

　むにゅうっ、と。何かとてつもなく柔やわらかく弾だん力りよくのあるものに戒の顔面が覆おおわれた。

　なんだろうこれ……温かくて、どこか甘い香かおりがして……たまらなく気持ちいい。

「うんぅ～……」

「んっ……もう、カイくんってば意外と大胆……♥」

　より気持ちよさを味わいたくて、さらに顔面を押しつける。むぎゅむぎゅと何かに埋うもれ、顔全体を包み込む優しい圧あつ迫ぱく感がさらに増した。

　ふぁ……これ本当に気持ちいい。まだ眠いし、もう一度このまま寝てしまおう。

　…………。

　………………。

　……………………いやいやいやいやっ⁉

「うおえあ＊％＃＆☆⁉」

　ほぼ機能停止状態だった思考回路がようやく動きだし、戒は奇き声せいを発しながら顔を上げる。同時に、かすんでいた視界も一気にクリアになった。

「あんっ……♥　どうしたの～？」

　目の前では、腰の上に跨またがっているジゼラが不思議そうな顔をしている。

　しかも、上半身に身に着けているのは黒いレースのブラジャーだけ。発育過か剰じようの胸が今にもこぼれて落ちてしまいそうだった。

「ジジジジジゼラさん⁉　な、なんで僕の部屋に……！」

「ふふ……そんなこと、聞かなくてもわかるでしょう～？」

　ジゼラがただでさえ近い顔をさらにぐっと近付けてくる。胸の二つの膨ふくらみが形作る深い深い谷間が惜おしげもなく眼前に晒さらされた。そして悲しいかな、自然とそこに視線が釘くぎ付づけになる。

　つい先さき程ほどまで感じていたあの柔らかい感かん触しよく。あれは、やはり……。

「あらあら～……そんなにじっと見つめて……見たい～？」

「は、はい……」

　ジゼラの問いかけに、戒は無意識の内に頷うなずく。

　……っていやいや、頷いちゃダメじゃん！

「あ、いや、ちが、今のは……！」

「ふふ……どうしようかしら～♪」

　こちらが慌あわてて訂てい正せいしようとするのも聞かず、ジゼラがゆっくりと肩かた紐ひもに手をかける。

　まずい。どうしてこんな状じよう況きようになっているのかよくわからないけど、とにかく止めないと……！

「待って下さい！　一度落ち着いて──」

　ジゼラを止めようとすぐさま腕うでを伸のばす。が、その途と中ちゆう、

　──ぷちっ

　そんな小さな音が、真夜中の部屋にやけにはっきりと響ひびいた。

　さらに続いて、ジゼラの豊満すぎる胸を包み隠かくしていたブラがはらりと──

「きゃあッ……！」

　先程までの余よ裕ゆうはどこへやら。ジゼラが裏返った悲鳴を上げながら両手で胸を隠す。
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　合わせて一〇本の指が大きく盛り上がった柔やわ肌はだに沈しずみ込むその光景は、下着姿とは比ひ較かくにならないほど扇せん情じよう的だった。

「も、もう……♥　そんなに焦あせっちゃだめよ。わたしにも心の準備が必要なの～」

　いわゆる手ブラ状態のジゼラが、恥はずかしそうに頰ほおを染めながら言う。

　彼女のブラはフロントホックだったらしく、手を伸ばした際に誤ってホックを外してしまったようだ。

「すすすすみません！　僕そんなつもりじゃ……と、とにかくブラを着け直して下さい！　こんなところ誰かに見られたら──」

「（がちゃっ）おい、一体何を騒さわいで……」

「変な誤解をされ……ちゃい……ま、す」

　ダラダラと大量の冷や汗あせを流しながら、戒は恐おそる恐る声のした方に顔を向ける。

　そこには、半開きの扉とびらからひょっこり顔を覗のぞかせたアリサの姿が。

「な、ななな、なななはぁ……⁉」

　ぶわぁぁあ、とアリサの顔が真っ赤になる。

「妙らことをしていにゃいか見回りにきれみれば……こここれは一体どういうことにゃんれすか⁉　二人でにゃにをしているんれす⁉」

「アリサちゃん落ち着いて～。はい深呼吸～」

　目をグルグルさせて呂ろ律れつの回っていないアリサをジゼラが宥なだめる。彼女にとってはあまりに刺し激げき的な光景だったようだ。

　言われた通りに深呼吸をして、なんとか落ち着くアリサ。そして、

「カイ……お前という奴はぁぁぁ……‼」

　背後にメラメラと怒いかりの炎ほのおを燃え上がらせ、ずんずんとこちらに迫せまってきた。

　ジゼラさん、余計なことを……！

「ま、待ってアリサ！　誤解だよ！　頼たのむから冷静になって！」

「心配するな。私は冷静だ。今、どの処しよ刑けい方法が最もお前に苦痛を与あたえられるかを吟ぎん味みしている」

「そこに至るまでの過程で冷静になって欲しかった！」

　そんなところだけ冷静になられても！

「ふむ……やはりまず生なま爪づめを剝はいで……」

「ストップアリサ！　そこから先は多分Ｒ指定だよ！」

「アール死し刑けい？　どんな方法だそれは？」

「もう処刑方法のことしか頭にないの⁉」

　ヤバい。このままじゃ本当に命が危ない。早くなんとかしないと……！

「あらあら～ダメよアリサちゃん。カイくんにひどいことしたら～」

　とその時。この状況を作り出した元げん凶きようであるジゼラが、なんとも場ば違ちがいなおっとり調子でそう言った。

「な、何を悠ゆう長ちようなことを……！　先せん輩ぱいも早く逃にげてください！」

「逃げる？　どうして？　このお部屋に来たのはわたしなのに～？」

「来たのは、わたし……？　それは、つまり…………えぇぇぇぇぇぇぇ⁉」

　ようやく状況を正確に把は握あくしたらしく、アリサの表情が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　よかった。これでどうにか死刑は免まぬかれられそうだ。

　というか、この状況を見たらわかりそうなものだと思うんだけど……。

「ど、どういうことです⁉　いや、事情を聞く前にとりあえず服を着てください！」

「あらあら～アリサちゃんは着衣プレイが好み？」

「何の話ですか！　私は身だしなみの話をしているんです！」

「淫みだらな身？」

「み・だ・し・な・みです！」

　アリサに注意され、ジゼラが仕方ないといった感じでひとまずブラだけを着け直す。もちろんその間、戒は目を逸そらしていた。

　よし、これでようやく落ち着いて話が──

「あの……アリサ先輩、どうかし……はゎゎ……！」

「うるさいですわよ！　こんな時間に一体……こ、これは……！」

　出来る……と思っていたところで、アリサの大声で目を覚ましたらしい寝ね間ま着き姿のカリナとミラが部屋にやって来てしまった。

　あぁ……どんどん騒ぎが大きく……。今日は疲つかれてるから早く寝たいのに……。

「事情を説明して頂けますか、先輩？」

　宿舎の住人全員が揃そろったところで、アリサが改めてジゼラに問う。

「事情と言われても……情事の最中にアリサちゃんが部屋に押しかけてきた、とか？」

「む……おお！　事情と情事をかけた洒落しやれですね！」

「そうそう。アリサちゃん良く出来ました～」

　ジゼラがぱちぱちぱちと拍はく手しゆする。アリサはえっへんとばかりに胸を張った。

　いや、違うよアリサ？　ここは得意げな顔をする場面じゃないよ？

「それじゃあ、そういうことで～」

「はい、お邪じや魔ましました……って違います！　よく考えれば何の説明にもなっていません！」

「よく考えなくてもそうだと思うけど……」

「う、うるさいぞ！　お前もいつまで押し倒たおされている！　それでも男か！」

「そんなこと言われても……」

　完かん璧ぺきにマウントポジションを奪うばわれたこの状態でどうしろと……。

　あと、男かどうかはあまり関係ないと思う。

「もう～アリサちゃん、あまりカイくんをいじめちゃダメよ～」

「べ、別にいじめているわけでは……」

「なにしろ、カイくんはわたし達の救世主なんだもの～」

「……？　救世主……？」

　その言葉に、アリサが不可解そうに眉まゆをひそめる。

　当の本人である戒も、思わず目をぱちくりさせてしまった。

「それは……どういう意味です？」

「ふふ……知りたい～？」

「先輩、私は真ま面じ目めに聞いているのです」

　目つきを険しくするアリサに、ジゼラは「冗じよう談だんよ～」とおどける。

「さっき教官に言われて、異世界人について調べてみたのだけれど……そうしたら、面おも白しろいことがわかったの～」

「面白いこと、ですか？」

「そう。異世界人──すなわち召しよう喚かんされた英えい雄ゆうは、とある行こう為いをすることによって相手の潜せん在ざい的な魔ま力りよくを引き出すことが出来るらしいわ～」

「なっ……⁉」

　信じられないといった風に目を見開き、息を吞のむアリサ。背後にいるミラとカリナも同じような反応をしていた。

「た、確か……魔力の保有量は、生まれてからずっと変わらないん、ですよね……？」

「本来ならば。しかし、本当に潜在的な魔力を引き出すことが出来るのなら……」

「ね？　今のわたし達にとっては、まさに救世主でしょう～？」

　ニコニコしながらそう言うジゼラに、アリサ、ミラ、カリナの三人がそれぞれ考え込むような仕草を見せる。

　一方、一人状じよう況きようが飲み込めない戒はオロオロと四人の顔を見回すしかなかった。

「し、しかし、だとしても今の状況の説明にはなっていません。なぜ先輩がカイの部屋に来て……その、よ……よ、よ、よば……」

　その先を言うのは恥ずかしいらしく、アリサは顔を真っ赤にして口ごもる。

　夜よ這ばいさえ言えないなんて、本当に純情だなぁ……。

「あらあら、そんなことないわ～。だって、これがその方法なんですもの～」

「「「「え…………？」」」」

　ジゼラの言葉に、戒も含ふくめた残り四人の声がハモる。

　これが方法って……どういうこと？

「ま、待って下さい。先さき程ほどの『とある行為』とは一体何なのです？」

「ふふ、それね～……」

　アリサの問いかけに対し、ジゼラは口元に手を当てながら可愛かわいくウィンクし、




「相手と契ちぎりを結ぶこと……ようするにエッチすることなの～♪」




　と、やはりいつものおっとり口調で言った。

『………………………………』

　室内の空気がしばしの間、凍こおりつく。

「い、今なんと……？」

「だから、セッ──」

「わーわーわーわー‼」

　アリサが両腕うでをぐるぐる回しながら大声を上げる。

「ジジジゼラしぇんぱい！　淑しゆく女じよがセックスにゃどという言葉を使ってはいけましぇん！」

「思い切り自分で使ってるわよ～アリサちゃん……」

　ジゼラが冷や汗混じりにツッコむ。

　先程から見ている限り、どうもアリサは性的な話題に極きよく端たんに弱いらしかった。

「それは確かな情報なんですの？」

　錯さく乱らんしているアリサに代わってミラが尋たずねる。

「もちろんよ～。わたしの実家、バルディーニ家が古くから歴史の研究を専門にしていることは知っているでしょう～？　その実家から持ち込んだ資料で確かく認にんしたから、間違いないわ～」

　ジゼラがそう答えると、ミラは「そうですの……」と呟つぶやいて再び考え込むような仕草を見せる。カリナも先程からずっと似たような感じだ。

　一体何を考え込んでいるのか気になるところではあるが、今はそれよりも……。

「あの～……ところで、その資料の中に僕が元の世界に帰る方法は……」

「ごめんなさい……。それについては探しても見つからなかったわ～……」

「……そうですか……」

　その回答に、戒は深いため息を漏もらす。

　これで元の世界に帰る方法は、本当にあるかどうかすらわからない『願いの神樹イグドラシル』だけになってしまった。

　申し訳なさそうな顔のジゼラには悪いが、正直、落らく胆たんを隠かくしきれない。

「かわいそうなカイくん……。というわけで、ここはわたしが慰なぐさめてあげないと～」

「へ……？」

　戸と惑まどう戒に対し、ジゼラがうふ、と妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

　そして、戒の頰ほおに両手を添そえると、ゆっくりと顔を近付け始めた。

「ちょっ……ジ、ジゼラさんッ⁉」

「さぁ、さっきの続きを……」

「しません！」

　キスをしようと唇くちびるを突つき出したジゼラの首根っこを、またもアリサが捕つかまえる。

「え～？」

「え～、じゃありません。私達が見ている前で何をしようというんですか！」

「わたしは別に見られながらでも平気よ～」

「そ、そういう問題では……！　と、とにかく、自分の部屋に戻もどってください！」

「もう、アリサちゃんってば強ごう引いん……そんなことじゃ男の子に嫌きらわれちゃうわよ～？」

「先輩にだけは言われたくありません！」

　半ば引きずるようにしてジゼラを部屋の外に連れ出すアリサ。カリナは慌あわてた様子で、ミラはやれやれとばかりにため息をついてその後に続いた。

「カイ、邪魔したな。早く寝ねて疲れを取るのだぞ」

「カイくん、また来るわね～♪」

　最後に不ふ穏おんな一言を残して、部屋の扉とびらが閉じられる。

　ようやく、嵐あらしが去ったようだ。

「…………はぁ～～～～」

　四人の足音が遠ざかっていくのを確認してから、戒は力なくベッドに沈しずみ込む。

　まさか英雄にそんな能力があるなんて思いもしなかった。

　おまけに、その能力を発揮するための方法が……。

（宿舎に泊とまるって聞いた時、ジゼラさんは反対どころかむしろ歓かん迎げいムードだったけど……こういうことだったのか……）

　先程の様子を見る限り、アリサ、カリナ、ミラの三人はそれほど乗り気ではなかったように思う。彼女達についてはそう心配することもないだろう。

　しかし、ジゼラだけは別だ。あの感じでは、簡単に諦あきらめてくれそうもない。

　つまり、これから毎晩、彼女からの襲撃よばいに備えておかなければいけないわけで……。

「うぅ……なんでこうなるの……？」

　天を仰あおぎながら、今日何度目かわからないため息を漏らす。

　ああ、神様──いや、もうこの際誰だれでもいいから教えて下さい。

　本当に一体、僕が何をしたっていうんですか……？







　第二章　受難の英雄







「ふぅあぅあ～……」

　大きな欠伸あくびをし、寝不足の目をこすりながら、戒かいはゆっくりとした足取りで階段を下りる。あの後、今後のことについてあれこれと思い悩なやんでしまい、ほとんど眠ねむることが出来なかったのだ。

（結局、いい考えなんて何も思いつかなかったけど……）

　一階に着くと、気持ちのいい朝あさ陽ひが燦さん々さんと降り注ぐ廊ろう下かを通って食堂に向かう。

　朝食は全員食堂に集まってとるのがこの宿舎での決まりらしい。

「おはようございます……」

「遅おそいぞ、カイ」

　食堂に入って挨あい拶さつをすると、真っ先にアリサの声が飛んでくる。部屋の中央にある縦長のテーブルには制服姿のアリサの他ほか、カリナ、ミラ、そしてイレーナの姿もあった。

「ご、ごめん……どうしても眠くってさ……」

「む……そ、そうか。そうだな。昨夜は……その……」

　そう呟くと、たちまち顔を真っ赤にするアリサ。恐おそらく、昨夜の出来事を思い出してしまったのだろう。相変わらずの純情っぷりだ。

「お、おはよう……ござい、ます」

「ごきげんよう。昨日は災難でしたわね」

　空いていたアリサの隣となりの席に腰こし掛かけると、カリナとミラが挨拶をしてくれる。アリサと同様、二人も既すでに制服姿だった。

「おはよう、二人とも。教官もおはようございます」

「おはようなのだ。ところで、昨日の夜は何かあったのか～？」

　そう尋ねながら、右手にフォーク、左手にナイフを持ち、地面に届かない両足をぷらぷらさせるイレーナ。その姿を見て、戒はつい苦笑いを浮うかべた。

　教官、今のあなたはまさにご飯を待つ子供そのものです。

「えっと……まぁ、色々ありまして……」

「むぅ……はぐらかされたのだ。そういう謎なぞはイレーナさんとっても気になる質たちなのだ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。教官の存在ほどの謎はありませんから」

「それはどういう意味なのだ～⁉」

　いやだって……その姿形で教官とか言われても……ねぇ……？

「そういえば、どうして教官がここにいるんです？」

「二四班担当の教官として、時間のある朝に学生とスキンシップを取っているのだ。イレーナさんはとっても忙いそがしいからな～」

「へぇ……一応教官らしいこともしてるんですね」

「一応とは何なのだ！　イレーナさんは見ての通り立派な教官なのだ！　疑うならここにいる三人に聞いてみるのだ！」

「……と言ってるけど、どうなの？」

「さて、ジゼラ先せん輩ぱいの手伝いでもしてくるか……」

「カ、カリナも……」

「わたくし、お花を摘つみに行って参りますわ」

「どうして揃そろって急に席を立つのだ～⁉」

　教え子達のまさかの裏切りに涙なみだ目めになるイレーナであった。

「は～い。皆みんなお待たせ～」

　そうこうしている内に、食堂のキッチンから大きなプレートを持ったジゼラが現れる。

　見当たらないと思っていたら、どうやら一人で全員分の朝食を作ってくれていたらしい。

「おお～、来たのだ！　今日も美味おいしそうなのだ～」

　涙目から一転、運ばれてきた朝食を見てイレーナがはしゃぐ。

　プレートに載のっている四つの皿の上では、色合い豊かな中ちゆう華か丼どんのようなものがほかほかと湯気を立てていた。どんな味がするのかはわからないが、確かに見た目は美味しそうだ。

「おかわりもありますから、たくさん食べて下さいね～」

「やっほ～なのだ～♪」

　ジゼラのその言葉に両手を挙げて歓かん喜きするイレーナ。

　教官……スキンシップがどうとか言ってたけど、さてはこの朝食が目的だな？

「カイくんの分も今持ってくるから、少し待っていてね～」

「あ、はい。すみません、何も手伝えなくて……」

「あらあら、いいのよ～」

　エプロン姿のジゼラが再びキッチンに戻り、すぐに料理を持って戻ってくる。だが、

「はい。カイくんどうぞ～」

「ありがとうご……ざい、ま……す？」

　運ばれてきた料理を見て、戒の目は点になった。

　目の前に現れたのは、熱い鉄板の上でジュージューと音を立てる極ごく厚あつの肉の塊かたまり。軽く見積もっても三〇〇グラムはありそうだ。

「あ、あの……ジゼラさん？」

「な～に？」

「なんか、僕だけ皆とメニューが違ちがう気がするんですけど……」

「だって、カイくんは男の子だもの～。精をつけなきゃいけないと思って～。それに、昨日から何も食べていないからお腹なかが減っているでしょう～？」

　悪気など微み塵じんも感じさせない笑え顔がおで答えるジゼラ。純じゆん粋すいな善意からなのか、はたまた意図的なのか、その表情からは判別がつかなかった。

「えっと……出来れば、僕も皆と同じメニューがいいんですが……」

「ごめんなさい、後はわたしの分と教官のおかわりの分しか残っていないの～」

「そんな……」

　困り果て、戒は救いを求めるように隣のアリサを見る。

「……気の毒だが、頑がん張ばって食べろ。今から朝食を作り直していたら、お前も先輩も確実に遅ち刻こくだ」

「うぅ……いただきます」

　自分が遅刻するだけならともかくジゼラまで遅刻させるわけにはいかないので、観念してナイフとフォークを手に取る。そして、ナイフで一口分切り分けると、肉にく汁じゆうが溢あふれ出るステーキ肉を口の中に放ほうり込んだ。

「どう？　カイくん」

「……すごく美味しいです」

　感想を求められ、素す直なおにそう答える。

　別にお世辞でもなんでもなく、本当に美味しい。絶ぜつ妙みような焼き加減といい、しつこすぎない味付けといい、まさに非の打ち所がなかった。

（お肉自体は好きだし、夕飯なら最高なんだけど……さすがになぁ……）

　朝食としては重すぎるし、量も多すぎる。食べても食べても減りゃしない。

「ところで、カイは今いくつなのだ～？」

　パクパクと軽快に朝食を口に運びながらイレーナが尋たずねる。ステーキ相手に四苦八苦している戒は、やや恨うらめしげな目でイレーナを見ながら答えた。

「この前一七になりましたけど……」

「なら、恐らくアリサとミラと同学年だな～。丁度いいので、イレーナさんのクラスに編入するのだ」

「うちに……ですか？」

　アリサが朝食の手を止めて顔を上げる。

「その方が色々と便利なのだ。アリサは同じクラスとして面めん倒どうを見てやって欲しいのだ」

「わかりました。あの、それで──」

「班の方はどうするのかしら～？」

　そこでアリサの言葉を遮さえぎったのは、自分の分の朝食を持って席に着いたジゼラだった。

「班っていうと……対たい抗こう戦を戦うためのチーム、でしたっけ？」

「そうそう。こうして最初に出会ったのも何かの縁えんだし、このまま二四班に入るのはどうかしら～？」

　相変わらずのニコニコ顔でそう提案され、戒は「そうですね……」と思案する。

　この世界における現時点での知り合いはここにいる四人だけ。知らない人ばかりの班に入るより気楽だし、悪くない提案だ。

「先輩、それは……」

　だが、内心やや乗り気になっていた戒とは対照的に、アリサはあまり乗り気ではないようだった。アリサだけでなく、ミラとカリナも複雑な表情を浮かべている。

（って、よく考えたら当たり前か……）

　戒にとってもそうであるように、アリサ達にとっても自分は正体不明の異世界人なのだ。おいそれと加入させるわけにはいかないだろう。それがただ一人の異性となるなら尚なお更さらだ。

「まぁ、班については後で決めればいいのだ。それより、カイにちょっとお願いがあるんだがな～」

「お願い？」

「学校の倉庫から持ってきて欲しいものがあるのだ。イレーナさんでは重くて持てないのでな～。せっかく出来た男手を早さつ速そく有効活用するのだ」

「はぁ……。有効活用と言うと聞こえはいいですけど、ようするにただのパシリですよね？」

「人材の効率的活用術なのだ」

　あくまで難しい言い回しで誤ご魔ま化かそうとするイレーナに、戒は肩かたをすくめて嘆たん息そくする。

　ようするに単なる雑用の押しつけなのだが、学生になると決めた以上、教官の頼たのみを無下に断るわけにもいかない。ここは素直に従っておくことにしよう。

「わかりました。それで、その倉庫はどこに……」

「それは私が案内してやろう。教室に案内するついでだ。それより、早く食べろ。モタモタしていると始業に間に合わないぞ」

「……そうでした」

　アリサに急せかされ、戒はまだ半分以上残っているステーキに覚かく悟ごを決めてナイフを入れる。

　せっかくジゼラが手間をかけて作ってくれたのだ。意地でも食べきらないと……！







「……歩けるか？」

「うぷっ……だ、大丈夫」

　なんとかステーキを完食し、召しよう喚かんされた時に着ていた部屋着から士官学校の制服に着き替がえた後、戒はアリサに案内されながら学校の倉庫に向かって歩を進める。

　道の両側には等とう間かん隔かくで立木が並び、ところどころにある花か壇だんでは様々な種類の草花が咲さき乱れている。まるで緑豊かな山道を歩いているような気分だ。

「士官学校っていうからもっと殺風景かと思ったけど……綺き麗れいなところだね」

「戦うための訓練が多いからな。こういう風景がないと、心が荒すさむ」

「そっか……。やっぱり、訓練って厳しいの？」

「楽ではないな。卒業後、私達は一部の例外を除いて全員、軍隊に入ることになる。今は休戦中だが、もし再び戦争が始まれば命がけの戦いだ。生易しい訓練ではすぐに戦死してしまう」

「……戦争、か」

　アリサの口から出た恐おそろしい単語が自然と口をつく。

　ここが士官学校だと聞いた時から、この世界にも戦争や紛ふん争そうの類たぐいがあるのだろうということはおぼろげに理解していた。

　ただ、そういったものと縁のない日本で生活していたためか、話を聞いてもイマイチ危機感が湧わいてこない。まるで他人ひと事ごとのように感じてしまう。

「ここだ。暗いから足あし下もとに気を付けろ」

　馬小屋のような古めかしい木造の倉庫に着くと、先にアリサが出入口をくぐり、戒もすぐその後に続く。彼女の言う通り、中は真っ暗で何も見えなかった。

「待っていろ。今、灯あかりをつける」

　そう言うや否いなや、アリサは手首を返して右の掌てのひらを天てん井じように向ける。すると、一いつ瞬しゆんの発光の後、その手の中に小さな炎ほのおが生まれた。

　そのまま、一番近くにあった天井から吊つり下げられたランプに火を灯ともす。淡あわいオレンジ色の光が周囲を明るく照らした。

「それが、魔ま法ほう……？」

　アリサの掌で揺ゆらめく炎を見て、戒は半ば呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　あまりにあっさりと使われたので、驚おどろく暇ひまもなかった。

「そういえば、魔法を見せるのは初めてだったか。お前のいた世界に魔法はないのか？」

「ないね。科学がその代わりを果たしている感じかな。まぁ、魔法ほど万ばん能のうじゃないかもしれないけど……」

「別に魔法も万能ではないがな」

　他のランプにも順次、火を灯しながらアリサが言う。

「え？　そうなの？」

「ああ。私が使えるのは火属性の魔法だけだ。他の魔法は一いつ切さい使えない」

　アリサの説明によると、人が持つ魔力にはそれぞれ属性があり、その属性にあった魔法しか使うことが出来ないらしい。

　属性は全部で火、水、雷かみなり、土、風、光、闇やみの七つあり、複数の属性を持つ者は未いまだ確かく認にんされていないという。

「そういうわけで、魔法もそう便利なものではないのだ。ちなみにミラは風属性、ジゼラ先せん輩ぱいは水属性、カリナは光属性だ」

「そっか……。僕は何属性なんだろう？」

「それは教官が調べてくれるだろう。検査にそう時間はかからないはずだ。それより……」

　室内にある全すべてのランプに火を灯し終えたアリサが戒の方に向き直る。

「始業まであまり時間がない。教官からの頼み事なので多少の遅刻は大目に見てくれるだろうが、出来る限り早く済ませよう」

「あ、そうだね。えっと……銀色で少し大きめの木箱、だったっけ？」

「ああ。私はこっち側を探すから、カイはそちら側を頼む」

　その言葉に「了りよう解かい」と片手を挙げ、戒は早速、目的の木箱を探し始める。だが、

「……ないなぁ……」

　しばらく探しても、それらしきものは一向に見つからなかった。

「ねぇ、そっちは──」

　どう、と振ふり向きざまに聞きかけたところで、思わず固まる。

「いや、こちらも見つからないな……」

　何かの箱の中を覗のぞき込んでいるらしく、頭を下げ、お尻しりを突つき出したような格好のまま返事をするアリサ。綺麗なヒップラインと短いスカートの下からちらちら顔を見せる下着（白）に、戒の視線はしばしの間、釘くぎ付づけになってしまった。

「……？　どうした、急に黙だまり込んで」
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「な、なんでも！」

　アリサがこちらを向こうとしたため、戒は大おお慌あわてで顔を背そむける。

　危なかった……。もしどこを見ていたかがバレたら、タダでは済まなかったろう。

「……何やら挙動不ふ審しんな気がするが……」

「こ、この辺にはないみたいだね！　あとは棚たなの上とか？」

　余計な疑問を持たれる前に、とっさに話題を変える。

「む……。そうだな。一応、確認しておくか」

　近くにあった椅い子すを引き寄せ、その上に立とうとするアリサ。あまり大きな椅子ではないので、ぐらぐらと揺れて少々危なっかしい。

（大だい丈じよう夫ぶかなぁ……）

　なんとなく不安に駆かられ、戒が手伝いを申し出ようとしたその矢先、

「あっ──！」

　棚の上にあった木箱を降ろそうとしたアリサの身体からだが、大きく後ろに傾かたむいた。どうやら見た目以上に重かったらしい。

「アリサ！」

　咄とつ嗟さに両腕うでを伸のばし、倒たおれてきた彼女を受け止める。木箱が大きな音を立てて落ちると同時に、戒も背中から地面に倒れ込んだ。

「ったた……アリサ、平気？」

「あ、ああ……平気にゃっ⁉」

　怪け我がをしていないか心配した戒が声をかけると、アリサの声が突とつ然ぜん、一オクターブ跳はね上がった。

「ど、どうしたの⁉　どこか痛むの⁉」

「そ、そうらなくて……手……」

「手？」

　指し摘てきされ、つい条件反射で両手を動かしてしまう。すると、

　──ふにふにっ

「ひゃうっ⁉」

　再び裏返った声を倉庫内に響ひびかせて、ぴくん、と小さく身体を震ふるわせるアリサ。

　……あれ？　もしかして、これって……。

「ふゃっ……んぅ、やっ……りゃぇ……♥」

　さらに手を動かすと、普ふ段だんの様子からは考えられないような可愛かわいい声が吐と息いきと共にアリサの口から漏もれ出す。いけないとわかっていても、自分の意志では手を止められなかった。

「い、いいいちゅまでさわってるのら！」

「あがっ……！」

　強きよう烈れつな肘ひじ鉄てつを顔面に食くらい、情けなく地面を転がる。

　やがて痛みに顔を押さえながら起き上がると、アリサは胸むな元もとを両腕で隠かくしながら、目め尻じりに涙なみだを溜ためてこちらを睨にらんでいた。

　ヤバい。完全に怒おこってる。

「ご、ごめん！　でも、あれは不ふ可か抗こう力りよくであって決してわざとじゃ……」

「助けてくれたと思っていたら、そういう魂こん胆たんだったとは……最低だな」

「うぅ……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　アリサに白い目を向けられ、戒は両手を合わせて何度も頭を下げる。

　最初に触さわってしまったのは不可抗力だが、その後については言い訳のしようもなかった。

「……どうやらこれも違ちがうようだな。一度戻もどって教官に場所を聞いてみるか……」

　地面に落ちた木箱が目的の物でないことを確認したアリサが、再度椅子に足をかける。

「待って。今度は僕がやるよ。またバランスを崩くずしたら危ないし」

「……今度は何を企たくらんでいる？」

「何も企んでないよ……」

　すっかり信用を失ってしまったことに涙しつつ、木箱を受け取って元の場所に戻す。

　先さき程ほどの反省を生かして慎しん重ちように作業したため、今度は何も起こらなかった。

「よし。それでは、一度戻るぞ」

「え？　でも、あっちは見なくていいの？」

　倉庫を去ろうとしたアリサを呼び止め、奥にある扉とびらを指さす。

　てっきりあの向こうも倉庫だと思っていたのだが、違うのだろうか。

「その扉はいつも鍵かぎがかかっていて開かないのだ。恐おそらく、学生の立ち入りが禁止されている場所なのだろう」

「へぇ……そうなんだ」

　説明に頷うなずきつつ、一応、本当に鍵がかかっているかを確認するため、ドアノブに手をかける。と、

「えっ……⁉」

　一瞬、ドアノブがぼうっと淡い光を放った。思わず、ぱっと手を離はなしてしまう。

「ん？　どうかしたのか？」

「あ……いや、その……」

　離した手を見てみるが、特に異常は見当たらない。同様に、ドアノブにも変わったところは見られなかった。

（気のせいかな……？）

　再度ドアノブに手をかけ、軽く捻ひねる。

　がちゃ、と音がして、いとも簡単に回った。

「あの……なんか、開いてるみたいだけど……」

「何……？」

　出入口に戻ろうとしていたアリサがぴたりと立ち止まる。

「教官が開けておいてくれたのかな？」

「そうかもしれん。しかし、それならそうと言ってくれればいいものを……」

「確かにね。まぁ、とにかく入ってみようか」

「うむ、そうだな」

　扉を開け、二人で奥の部屋に入る。

　室内は同じ内装で、手前の部屋に比べると少し狭せまい。その中央に、両手で抱かかえるくらいの大きさの長方形の木箱がたった一つ、ぽつんと置かれていた。

　色は銀。教官の言っていた物は恐らくこれだろう。

「部屋にあるのはこれだけみたい。よっぽど重要なものなのかな？」

「そう考えるのが自然だろう。しかし、そんなものを生徒に運ばせるとは……教官も何を考えているのだ」

　やや呆あきれ気味にそう呟つぶやくアリサを横目に、戒は銀色の木箱の傍そばにしゃがみ込こむ。木箱の上面には、見たことのない形状の文字が彫ほられていた。

「インフィニティエッジ……でいいのかな？」

「文字が読めるのか？」

　アリサが意外そうな顔をする。

「そうみたい。文字自体は見たことないけど、眺ながめていると自然と意味が頭の中に入ってくるような感じ。……今いま更さらだけど、アリサとも普ふ通つうに言葉が通じるし、やっぱりこれも魔ま法ほうの効果なのかな？」

「恐らくな。古代魔法なら、そのくらいのことがあっても不思議ではない」

「古代魔法？」

「私もあまり詳くわしくはないが、昔、呪じゆ文もんと呼ばれる言葉を使って多種多様な効果を発揮する魔法があったらしい。私達が使う現代魔法と比ひ較かくして、それらを古代魔法と呼んでいる。もっとも、何百年も前に衰すい退たいしてしまい、今はもう使える者はいないはずなのだがな」

「そうなんだ……あれ？」

　そこで、戒はとある疑問を抱いだく。

「でも、確か昨日、僕は古代魔法で召しよう喚かんされたって……」

「それはあくまで教官の推測だ。しかし、もしそうだとすれば、まだ古代魔法を使える者が存在するということになる。公おおやけになれば騒さわぎになるかもしれないな」

「そっか……。じゃあ、僕が異世界人ってことは秘密にしておいた方が良いかもね」

　そう言いながら、銀色の木箱を持ち上げる。先程のものと違い、こちらは見た目に反してあまり重くなかった。これが運べないって……どれだけ非力なんだあの教官。

　木箱を抱えながら倉庫を出た後、再びアリサの案内で学校の校舎に向かう。

　校舎は赤いレンガ造りのいかにも頑がん強きようそうな建物で、こちらは士官学校のイメージにぴったりだった。

「私達の教室は二階だ。まずは五階にある教官の研究室にそれを持って行って、その後に教室に向かう」

　校舎の中に入り、二階に続く階段を上りながらアリサが言う。

　日本の学校とは違い、校舎内でも土足のまま。上うわ履ばきといったものは存在しない。

　既すでに授業が始まっているらしく、辺りはしんと静まりかえっていた。

「それなら、これは僕が一人で持って行くよ。アリサは先に教室に行っていて」

「……また何か企んでいるな。今度はどんな破は廉れん恥ちなことを考えているのやら……」

「企んでないってば……。さっきだって、本当に不可抗力で……」

「ふん……。男は信用ならん」

　ぷいっとそっぽを向いてしまうアリサに、戒はとほほとばかりに肩かたを落とす。

　信用を取り戻すには、まだまだ時間がかかりそうだ。

「編入生の僕はともかく、アリサがあまり遅ち刻こくするのはまずいでしょ。教室の案内なら教官にしてもらえるし。それだけだよ」

「……わかった。教官の研究室は五階の一番奥だ。後で教室で会おう」

　その言葉に「了りよう解かい」と応じると、まだ若じやつ干かん疑っているような目つきのアリサと別れ、木箱を抱えたまま五階まで階段を上る。一番奥の部屋の前に着くと、扉には『古代魔法研究科　イレーナ＝ウォルター』と刻まれた木製のプレートが吊つるしてあった。

「教官、いますか？　頼たのまれていたものを持って来ました」

　扉をノックしながら呼びかける。すると、すぐに「入っていいぞ～」と返事があった。

「失礼します……って、うわ……」

　部屋に入ってすぐに、戒は思わず顔をしかめる。

　室内はどこを見ても本、本、本。本ほん棚だなに入りきらないものが床ゆかにいくつも積み上げられており、歩くだけでも一苦労だ。

「ご苦労様なのだ。ちゃんと持ってこれたか～？」

「はい。これですよね？」

　部屋の奥の椅子でふんぞりかえっているイレーナにも見えるよう、木箱を高く掲かかげる。

「ん～？　おお、それなのだ。そこの机の上に置くのだ」

「わかりました。あの……ところでこれ、中に何が入ってるんです？」

「むふふ……知りたいか～？　知りたいのか～？」

「別に……」

「そっけないのだ！　そこは知りたいと答えるべきなのだ！」

　いや、なんかそれだと負けた気がするし……。何に負けるのかはよくわからないけど。

「はいはい……。わーなんだろーしりたいなー」

「ものすごい棒読みなのだ！　心底どうでもいいと思ってそうなのだ！」

「わかりましたよ。そんなに教えたいなら教えさせてあげますから……」

「ありがとうなのだ！　……あ、あれ？　いつの間にかイレーナさんの方がお願いする立場になっているのだ⁉」

　巧たくみな話術（？）に乗せられ混乱しているイレーナに対し、戒はふっとニヒルな笑えみを浮うかべる。

　よし、勝った。何に勝ったのかはよくわからないけど。

「ま、まぁ、ともかく開けてみるのだ。鍵はここにあるのだ」

　イレーナが手に持っていた錆さび色いろの鍵を投げてよこす。戒は両手でそれを受け取った。

「僕が開けちゃってもいいんですか？」

「構わないぞ～。遠えん慮りよなくお前の持っているそれを穴に挿いれちゃえばいいのだ」

「ちゃんと鍵穴って言って下さいよ……」

　その台詞せりふだけ聞いたら僕が変態みたいじゃないか。

「…………？」

「あ～……いや、なんでもないです」

　意味がよくわからないのか、首を傾かしげているイレーナをスルーして、戒は木箱の鍵を開ける。

「これは……」

　中に入っていたのは、黒い鞘さやに収まった一ひと振ふりの剣けんだった。

　薄うす緑みどり色のグリップの上、十字形のガードの中心には、七色に輝かがやく不思議な宝石。

　真っ黒な鞘には何か紋もん章しようのようなものが描えがかれているが、かなり古いものなのか、ところどころが欠けてしまっている。

　剣身はやや短めで、戒の指先から肘ひじくらいまでの長さしかなかった。

「それはだな～。むかしむかし召喚された一人の英えい雄ゆうが使っていたとされる伝説の剣『インフィニティエッジ』なのだ」

　そう言って、なぜかえっへん、と自じ慢まんげに胸を張るイレーナ。見事なまでにぺったんこだった。

「伝説の剣、ですか？」

「そうなのだ。オークションに出したら一〇〇万は下らないのだ」

　いや、伝説の剣をオークションに出さないで下さいよ……。

「その剣なら同じ英雄であるお前にぴったりなので、あげるのだ。心優やさしいイレーナさんに感謝するのだぞ～」

「はぁ……ちなみに、この伝説の剣にはどんな効果があるんですか？」

「知らないのだ」

「知らないのかよ⁉」

　即そく答とうだった。

「イレーナさんが知ってるのは、それが伝説の剣ってことだけなのだ。その先はお前自身の目で確かめるのだ」

「そんなゲームと同時発売の攻こう略りやく本ぼんの最後のページみたいなこと言われても……。それに、いいんですか？　そんな大事なものを僕なんかにあげてしまっても」

「ん～？　別にいいんじゃないか～？」

　ノリ軽っ！

「そんな投げやりな……」

「別に誰だれも使ってないし、問題ないのだ。気にせず使うのだ」

「は、はぁ……っていうか、伝説の剣ってこんなあっさり手に入るものでしたっけ？　ダンジョンの奥深くまで行くとか、封ふう印いんされていた強力な魔物を倒たおすとかしてようやく手に入るものだった気がするんですけど……」

「絵本や小説の読み過ぎじゃないか～？　現実はこんなものだぞ～」

　どこか呆れたような顔でそう言うイレーナ。

　確かにそうなのかもしれないけど、正直、そんな現実は知りたくなかった……。

「訓練や対たい抗こう戦ではそれを使えばいいのだ。他ほかの皆みんなが使っている学校支給の物と同じで刃ははついてないから、その点は安心するのだ」

「……わかりました……」

　いまいち釈しやく然ぜんとしないものを抱きつつ、小さく頷うなずき返す。

　こうして、戒は労せずして伝説の剣『インフィニティエッジ』を手に入れたのだった。

　……本物かどうかは、まぁともかくとして……。







「というわけで、今日からこのクラスに編入することになったカイなのだ。皆、仲良くするのだぞ～」

　教きよう壇だんに立つ（踏ふみ台付き）イレーナが、一時限目と二時限目の間の休み時間を利用してクラスメイトに戒を紹しよう介かいする。

　教室にいる総勢二〇名ほどの好こう奇きの目に晒さらされ、戒は引きつった笑みを顔に貼はり付けて挨あい拶さつをした。

「えっと……中なか山やま戒です。なんか呼びにくいみたいなので、カイと呼んで下さい。どうぞよろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げると、教室の生徒達が大きな拍はく手しゆをしてくれる。とりあえず、最初の挨拶は無難にこなすことが出来たようだ。

（それにしても……）

　頭を上げ、さっと教室内を見み渡わたす。後ろの方の席にアリサの姿が見えたが、今はそれ以上に気になることがある。

（ここ……士官学校のはずだよね？　なんで女の子ばっかりなの⁉）

　黒板の前から見る限り、男子の制服を着ているのは教室中央の席に座る一人だけ。つまり、このクラスには戒を含ふくめて男が二人しかいないことになる。

　士官学校といえば、生徒の大半は男というイメージがあったのだが……。

「カイの席はアリサの隣となりにするのだ。わからないことがあったらアリサに聞くのだ」

「あ、はい」

　思考を中断し、言われた通りアリサの隣に用意された空席に向かう。

「改めてよろしく、アリサ」

「……ああ」

　なるべくにこやかに挨拶したつもりだったが、対するアリサは心なしかこれまでよりそっけない態度。周囲にクラスメイトもいることだし、あまり親しいと思われたくないのかもしれない。

（まぁ、変な誤解をする人がいるかもしれないしね……）

　少し寂さびしい気もするが、ここはぐっと我が慢まんして席に着く。

　こういう気き遣づかいが信しん頼らい関係構築のためには重要だ。……多分。

「休み時間を削けずってしまったので、次の授業は一〇分遅おくれで始めるのだ。遅刻しないようにな～」

　そう言い残して、イレーナがひょこひょこ教室を去る。

　休み時間が再開し、着席していた生徒達は一気に騒さわがしくなった。

（そういえば、士官学校の授業ってどんなことするんだろう？　教科書とか一いつ切さい貰もらってないけど……）

　その光景を見ている内に、ふとそんな疑問が湧わく。

　まぁ、仮に貰っていても内容はちんぷんかんぷんだろうが……。

「ねぇ、アリサ。次の授業なんだけど──」

　やや声を落とし、隣に座るアリサに授業について尋たずねようとする。が、その前に、

「あの……ちょっといいですか？」

　突とつ然ぜん、大人しそうなお下げ髪がみの女子生徒に声をかけられた。

「え？　僕？」

「はい。所属する班はもう決まっているんですか？」

「あ～……いや、まだだけど……」

　いきなり話しかけられたことに戸と惑まどいつつもそう返答する。

　というか、クラスメイトなのになんで敬語……？

「なら、うちに入りませんか？　私、一三班に所属しているのですが……」

　ぱっと表情を明るくし、お下げ髪の少女がさらに話を進めようとしたその途と端たん、

「あ、ちょっと！　抜ぬけ駆がけ！　あたしも誘さそおうと思ってたのに！」

「待ちなさいよ！　成績的にこっちが優先でしょ！」

「皆みなさん押しなさんな～順番順番～」

　さらに数人の女子生徒が、堰せきを切ったように戒の元に押し寄せた。

（うゎっ……！）

　あまりの勢いに、戒は思わずのけぞるようにして身を引く。

　彼女いない歴一七年の寂しいスクールライフを過ごしてきた戒にとって、こんな風に教室で女の子に囲まれるのは初めてのことだった。

「どうですか？　あなたが入ってくれれば、優勝も狙ねらえると思うのですけど……」

「いや、どうって言われても……」

「あ……それとも、もうどこかに誘われていたりするんですか？」

「ああ、うん……一応、二四班に……」

　勢いに押されるようにして、戒は苦く笑しようを浮かべながらそう答える。と、その瞬しゆん間かん、

『………………』

　教室内が、一瞬で静まり返った。

（……あれ？　僕、何か変なこと言った……？）

　不安になり、ちらりと横目でアリサを見る。すると、アリサはなぜか気まずそうに目を逸そらした。

　んん……？

「二四班……ですか？　でも、あそこは……」

　お下げ髪の女子生徒が表情が曇くもらせる。押し寄せていた他の生徒達も、どうしたものかといった感じで互たがいの顔を見合わせ始めた。

「な、何……？　どうしたの？」

　急におかしくなった教室の空気に耐たえられず、戒は思い切ってそう尋ねる。と、




「やめておくんだな」




　群がる女子生徒達の背後から、一人の男子生徒がやって来た。

　まるで王様でも通るかのように、他の生徒達が次々と道を譲ゆずる。

「二四班に入るなど……余よ程ほど腕うでに自信があるのか、編入生？」

「……何の話？」

　人をバカにするような口調に眉まゆをひそめながら、目の前に立った男子生徒を見上げる。

　身長は二メートル近くあるだろうか。アメフトでもやっていそうながっしりとした身体からだ付きに、荒あら々あらしさを強調するような金きん髪ぱつのウルフカット。戒とは正反対に、いかにも強そうな雰ふん囲い気きを全身から醸かもし出していた。

「ふん……やはり何も知らんらしいな」

　男子生徒が戒から隣に座るアリサへ視線を移す。

「編入生が無知なことを利用しての勧かん誘ゆうか？　追い詰つめられた雑魚ざこは実に無様だな」

「っ……違ちがう！　私は……！」

「何が違う？　自分達が助かるために、男の魔ま術じゆつ師しを引き込もうとしたのだろう？　どんな方法を使った？　金か？　それとも身体か？」

「クラウディオ……貴様……！」

　立ち上がったアリサが怒いかりに顔を歪ゆがませて男子生徒──クラウディオを睨にらみ付ける。

　だが、クラウディオはそれを意に介かいすることもなく視線を戒の方に戻もどした。

「教えてやろう。この学校では対抗戦の前期、あるいは後期で一勝も出来なかった班のメンバーは全員退学になる。そして、二四班はここまで一四戦一四敗。次の試合に負ければ、全員退学だ」

「えっ……⁉」

　思わぬクラウディオの言葉に、戒は隣のアリサを見る。

　アリサは顔を俯うつむけたまま、何も言わなかった。

「次の相手の発表は来週だったか？　まぁ、どことやっても勝ち目はないだろうがな」

「そんなことはない！　次こそは……！」

「そう思うなら、なぜ編入生に何も教えなかった？　それこそ勝ち目がないと思っている証しよう拠こだ。昨年、学年三位のアリサ＝マーシュも地に墜おちたものだな」

　そう言い放ち、唇くちびるの端はしをいやらしく歪めるクラウディオ。対するアリサは顔を俯かせたままぎゅっと目を閉じ、必死に怒りを抑おさえ込んでいるようだった。

（アリサ……）

　すぐ目の前にあるアリサの右手が、痛々しいほど固く握にぎりしめられたまま震ふるえている。

　こんな風にクラスメイト達の前で侮ぶ辱じよくされて……彼女は今、どれほど辛つらい思いをしているのだろう。そう考えると、何か言いようのない感情が胸の奥底に湧わき上がった。

　これ以上、黙だまって見てはいられない。

　戒は椅い子すから立ち上がり、真正面からクラウディオを見み据すえた。

「そんな言い方はないんじゃない？」

「何だと……？」

　クラウディオの眉がぴくりと吊つり上がる。

「結果は出ていないかもしれないけど、アリサだってきっと一生懸けん命めいやってるんでしょ。それをそんな風にバカにして……」

「カイ……？」

　隣のアリサが驚おどろいたような顔でこちらを見ている。

　昨日出会ったばかりでこんな知ったような口をきくのは自分でもどうかと思うが、それでも言わずにはいられなかった。

「男でありながら女に媚こびるとは……それでも魔術師か？」

「別に媚びてるわけじゃないよ。けど、一生懸命頑がん張ばってる人に男も女も関係ないでしょ」

　その言葉に、クラウディオの顔つきが一層険しくなる。体格の良さも相まって想像以上の威い圧あつ感に襲おそわれたが、戒はそれでも目を逸らさず、その場に踏ふみとどまった。

　普ふ段だんなら何かしら理由をつけて逃にげ出してしまっていたかもしれないが、隣でアリサが見ているのだ。逃げ出すわけにはいかない。

「ふん……。そこまで言うのなら、二四班に入ってはどうだ？　まぁ、道連れで退学になるのがオチだろうがな」

　挑ちよう発はつ的な口調でそう言って、クラウディオが不快な笑えみを浮うかべる。

　出来るわけがない、そう思っている顔だ。

　絵に描かいたような安っぽい挑発。それはわかってる。けど……。

　ここで退いたら──男じゃない！

「わかった」

「何……？」

「入るよ。二四班に入る」

　戒のその宣言に、教室内がたちまちざわつき始める。

　予想外の返答に虚きよを突つかれたのか、クラウディオも初めて驚いたような顔をした。

「お、おい、カイ──」

「これでこの話は終わり。それでいいでしょ？」

　何かを言いかけたアリサを左手で制し、確かく認にんするように問う。

「……いいだろう。せいぜい、残り少ない学校生活を楽しめ」

　つまらなそうな顔で捨て台詞ぜりふを吐はくと、踵きびすを返してその場を去って行くクラウディオ。

　その他の生徒達も、戒に同情するような視線を向けながらそそくさと散っていった。

「ふ～……」

　ようやく緊きん張ちよう状態から解放され、戒は一つ大きく息を吐く。と、

「……カイ、ちょっと来い」

　アリサにくいっと袖そでを引かれた。そのまま彼女に連れられて教室を出る。

　誰だれもいない廊ろう下かをしばらく歩き、教室から十分に距きよ離りを取ると、アリサは怒おこったような顔で話を切り出した。

「聞こう。なぜ、あんなことを言った。自分のしたことがわかっているのか？」

「ごめん。アリサや皆みんなの許可も取らずに勝手に入るなんて言って。けど……」

「そうではない。お前の目的は対たい抗こう戦で優勝して、元の世界に帰ることだろう？　それなのに──」

「わかってる。でも、我が慢まん出来なかったんだ。目の前でアリサがあんなひどいことされてるのに、黙ってるなんて出来ないよ」

「…………へ？」

「まぁ、全敗中なのはびっくりしたけど、アリサが僕を騙だますつもりじゃなかったことはわかってるし……って、アリサ？」

　話の途と中ちゆうで思わず言葉を止める。

　目の前にいるアリサの顔が、いつの間にか真っ赤になっていた。

「どうかした？」

「ど、どうかしたって……な、なんなのだお前は！　なぜそんなに優やさしいのだ！　それでも男か！」

「えぇぇ～⁉」

　男が女の子に優しくしちゃいけないの⁉

「うぅぅ～……一体何を企たくらんでいる！　今度はどこを触さわる気だ！」

「どんだけ信用ないの僕……。普ふ通つうに力になりたいと思っただけなのに……」

　自分の身体を抱だくようにして後ずさる警けい戒かい心全開のアリサに、戒はしくしくと涙なみだする。

　いくらなんでもその反応はあんまりだ。

「……本当に、何も企んでいないのか？」

「いないよ。なんでそこまで疑うかな……」

「あ、当たり前だろう。男の魔術師で、女性に優しい者など見たことがない」

「男の魔術師……？　あ、そういえばさ。なんでうちのクラス女の子ばっかりなの？」

　丁度いい機会なので、疑問に思っていたことを聞いてみる。

「別にうちのクラスに限った話ではない。ここに通っている生徒のほとんどは女子だ」

「ええっ⁉　士官学校なのに⁉」

　驚きよう愕がくする戒に対し、だからこそだ、とアリサは答えた。

「士官学校に入るためには一定以上の魔力を持っている必要があるが、魔力を持つ者の大半は女性だ。だから、生徒もほとんどが女子になる」

「そ、そうなの……？」

「ああ。だが、稀まれに男性にも魔力を持って生まれてくる者がいる。そして、そうした男性のほとんどは強力な魔力の持ち主だ。そのため、幼い頃ころから様々な場面で優ゆう遇ぐうされる」

「はぁ……なるほど」

　それを聞いて、なんとなく「女性に優しい男性魔術師を見たことがない」というアリサの言葉の意味が理解出来た。

　この世界では男性魔術師は貴重な存在で、子供の頃から周囲にちやほやされて育つ。そのため、性格が傲ごう慢まんになり、自分より魔力が下の存在、すなわち女性魔術師を見下すようになってしまう。恐おそらくそんなところだろう。

「優遇されるのはこの学校でも同じだ。定員に余よ裕ゆうのある班なら、どこもお前を欲ほしがるだろう。それこそ、上位に位置するような班でも……」

「いいよ。もう二四班に入るって決めたから。それとも、僕は邪じや魔ま？」

　その問いかけに、アリサは黙って首を横に振ふる。

「まさか……。私達の現状を鑑かんがみれば、拒こばむ理由は何もない。だが、本当にいいのか？」

　不安げな表情で再度確認してくるアリサ。戒は念を押すようにしっかりと頷うなずいた。

「うん。あ、でもちょっと待って！　ここまで全敗ってことは、今年はもう優勝出来ないのかな⁉」

「いや、対抗戦は前期と後期に分かれているから、後期に優勝出来れば総合優勝の望みはあるが……」

「そっか。よかった……。じゃあ、一いつ緒しよに頑がん張ばって後期優勝を目指そうよ！　……といっても、僕がどのくらい役に立てるかはわからないんだけどさ……」

　最後にそう付け足して、イマイチ頼たよりない笑みを浮かべる戒。

　それを見たアリサは『しょうがない奴やつだ』と言わんばかりに苦く笑しようした。

「……わかった。登録は私の方でやっておく」

「お願いするよ。そろそろ授業始まっちゃうし、教室戻もどろうか」

　無事話がついたので、戒が教室に戻ろうとすると、

「あ……ちょ、ちょっと待ってくれ」

　遠えん慮りよがちに腕うでを摑つかまれた。

「ん？　何？」

「そ、その…………さっきは、ありがとう」

「え……？」

　何に対するお礼なのかすぐに把は握あく出来ず、ついきょとんとしてしまう。

「一生懸命頑張っている人に男も女も関係ない。あの言葉、嬉うれしかった。だから、その……ありがとう」

「ああ……うん」

「そ、それだけだ。ではなっ！」

　最後に焦あせったようにそう言うと、ぴゅーっと一目散に教室へ戻っていくアリサ。

　その後ろ姿を、戒はポカンと口を開けて見送った。

（もしかして、恥はずかしかったのかな……？）

　多分そうなのだろう。どうせこの後すぐに教室で顔を合わせることになるので、急いで戻ってもあまり意味はないのだが……。

（でも……嬉しいな）

　もちろん、お礼の言葉が欲しくてああ言ったわけではない。それでも、あんな風に喜んでくれるなら、柄がらにもなく啖たん呵かを切った甲か斐いがあるというものだ。

　どこまで出来るかわからないが、精せい一いつ杯ぱいアリサ達の力になろう。

　そう心中で決意を新たにしながら、戒は小走りに教室へと向かうのだった。







「今日はカイくんの歓かん迎げい会よ～」

　食堂のテーブルに所ところ狭せましと並べられた料理の数々を前にジゼラが言う。

　普段通りの夕食だと思って食堂に来たらしいアリサ、ミラ、カリナの三人は、その豪ごう華かさにあっけにとられていた。

　もちろん、戒も驚いたが。

「はい、カイくんはここにどうぞ～」

「あ、ありがとうございます。すみません、こんなにしてもらって……」

「あらあら、いいのよ～」

　ジゼラに勧すすめられるまま席に着く。

　戒が二四班に入ると話した時、一番それを喜んでいたのはジゼラだった。そのため、歓迎会も予想の範はん囲い内ではあったが……まさかここまでしてくれるとは。

「それにしても、あなたも奇き特とくですわね。わたくし達の状じよう況きようを知りながら、それでも入るとは……」

　真正面の席にゆっくりと腰こしを下ろしながらミラが言う。

「いやまぁ、皆にはお世話になったし……」

「世話というほどのことはしていないと思いますが……。とはいえ、わたくし達にとっては願ってもないこと。歓迎致いたしますわ。ようこそ、二四班に」

「あ、うん。ありがとう」

「あ～、ミラミラずるいわ～。それはわたしが言おうと思っていたのに～」

「ですから、その呼び方はやめてくださいと言っているでしょう⁉」

　相変わらずの二人のやり取りに、戒は苦笑する。と、

「ど、どうぞ……」

　いつの間にか近くに来ていたカリナが、グラスに入った飲み物をそっと差し出してくれた。

「ありがとう。ごめんね、気を遣つかわせちゃって」

「い、いえ……」

　プルプルと恐きよう縮しゆくしたように首を振り、逃にげるように自分の席へ戻っていくカリナ。

　う、う～ん……。

「ねぇ、アリサ。ちょっといい？」

　右隣どなりに座っているアリサに小声で耳打ちする。

「ん？　なんだ？」

「その……やっぱり僕、カリナに嫌きらわれてるのかな？」

　初めて会った時のジゼラの視し姦かん発言以来、ずっと避さけられている気がする。

　もし今でもあの発言を本気にしているようなら、今後のためにも誤解を解いておかなければ。

「ああ……いや、そういうわけではない。実は、カリナは少し男が苦手なのだ」

「え？　そうなの？　でもそれじゃあ、僕が入るのも反対なんじゃ……」

「私もそう思って確かく認にんしたのだが、特に反対はされなかった。だから心配するな」

　ふっと小さく笑えみを浮うかべるアリサに、戒は「ならいいけど……」と頷く。

　とりあえず個人的に嫌われているわけではないようなので、少しほっとした。

　とはいえ、男が苦手ということであれば、今後は接し方に気を付けないと。

「それでは、カイくんの加入を祝って乾かん杯ぱい～♪」

「か、かんぱ～い」

「乾杯だ」

「乾杯ですわ」

「乾杯……です」

　ジゼラの乾杯の音頭に合わせて、全員がグラスを合わせる。

　かけ声がバラバラなのは……まぁ、ご愛あい敬きようだろう。

「はい、カイくん。あ～ん♥」

「え……？」

　無色透とう明めいな飲み物（スポーツドリンクのような味がした）に口をつけてすぐ、左隣のジゼラがフォークに刺さした板状の揚あげ物をこちらの口元に差し出してくる。

　いきなりのことに、戒は思わず固まってしまった。

「せ、先せん輩ぱい、何をしているのです！」

「何って、スキンシップよ～。同じ班になったのだし、これくらい普通でしょう～？」

「そ、そうでしょうか……」

「そうよ～。はい、あ～ん♥」

　怒おこったようなアリサの批判をさらりとかわし、再度フォークを差し出すジゼラ。

　皆みんなの見ている前で少々恥ずかしいが、断るのも悪いと思い、戒は意を決してぱくっとフォークに食いついた。

「どう？　美味おいしい？」

「は、はい……」

　満面の笑みで尋たずねられ、かくかくと首を縦に振る。

　正直、恥ずかしさのあまり味はよくわからないのだが、きっと美味しいのだろう。朝食もすごく美味しかったし。

「よかったわ～。じゃあ、もう一つ～」

　そう言って、ジゼラが同じ種類の揚げ物にフォークを刺す。そして、もう一度戒の口元に……と思いきや、今度は自分の口元に寄せた。

（な、なんだ。フェイクか……）

　からかわれたのだと思い、内心ほっと息をつく。ところが、

「んぅ～♥」

「えっ……えぇっ⁉」

　ジゼラは半分ほど揚げ物を口にくわえると、身を乗り出すようにして顔を近付けてきた。

　いわゆるポッキーゲームのような感じだが、そんな長さではすぐに唇くちびると唇が……！

「い、いい加減にしてください！　先輩！」

「ふゆうよふゆう～（普ふ通つうよ普通～）」

「絶対に普通ではありません！　カイ！　お前もデレデレするな！」

「し、してないよ！」

　アリサに言われ、戒はとっさにそう答える。

　してない……よね？

「もう～……そんなに羨うらやましいなら、アリサちゃんもしてあげればいいのに～」

「べ、別に羨ましいわけでは……！　私はただ、男女としての節度ある接し方を……」

「でもでも、カイくんもアリサちゃんにしてもらえたら嬉しいわよね～？」

「へ……？」

　突とつ然ぜん話を振られ、つい間ま抜ぬけな声が出てしまった。

「そう……なのか？」

　アリサが驚おどろいたような戸と惑まどったような、複雑な表情でこちらを見る。

「えっと……まぁ、嬉しい、かな……」

　嬉しくないというのも失礼なので、戒はひとまずそう答えておいた。

　いやまぁ、実際嬉しいけどね。

「そうか……。な、なら、仕方ないな。お前がそこまで言うのなら……」

　自分を納なつ得とくさせるように何度も頷うなずいてから、アリサがすぐ目の前にあったサラダのようなものにフォークを刺す。そして、

「ほ……ほら」

　刺したものがこぼれないよう左手を下に添そえながら、戒の口元にフォークを差し出した。

「い、いいの……⁉」

「構わん。そ、それより早くしろ。恥ずかしいのだ……」

　頰ほおを朱しゆに染め、顔を背そむけながらそんなことを言うアリサ。その仕草が無む性しように可愛かわいらしく見え、戒は緊きん張ちようのあまりごくりと喉のどを鳴らした。

「じゃ、じゃあ……お言葉に甘えて……」

　口を開け、ゆっくりとアリサの持つフォークに顔を近付ける。が、

「まどろっこしいですわね」

「んぐっ……⁉」

「なぁっ……⁉」

　食いつこうとした直前に、赤いスープを掬すくったスプーンをミラに突つっ込まれた。

　トマトスープに似た、少し酸味のきいた味が口内に広がっていく。

「な、何をする！　今は私が……！」

「モタモタしているからですわ。こういうのは早い者勝ちですのよ？」

「そんなわけがあるか！　大体、カイは私にして欲しいと……」

「アリサにされて嬉うれしいのなら、わたくしにされて嬉しくないはずがありませんわ。そうでしょう？」

　自信満々といった顔で、戒に流し目を送るミラ。返答に窮きゆうし、戒は曖あい昧まいな笑みでそれに応じた。

「見ろ。カイも困っているではないか」

「あれは照れ隠かくしですわ。そんなこともわからないとは……まだまだお子様ですわね」

　やれやれとばかりに肩かたをすくめるミラを見て、アリサの頰がぴくりと引きつる。

「ふん……口先だけは達者だな。男と交際した経験もないくせに」

「そ、それはあなたも同じことでしょう⁉」

「その通り。だから私は気取ったりしないのだ。口先ばかりで中身が伴ともなわないほど惨みじめなことはないからな」

「い、言いましたわね……！」

　こめかみをひくつかせながらミラが椅い子すから立ち上がる。アリサも受けて立つといわんばかりに立ち上がった。

「やはり、あなたとは決着をつけなければならないようですわね！」

「望むところだ。表に出ろ！」

「ちょ、ちょっと二人とも！　喧けん嘩かしないで！」

「あらあら～。いわゆる一つの〝修しゆ羅ら場ば〟というやつね～。せっかくだから、カリナちゃんも混ざる～？」

「っ……⁉　む、むむむ無理です……！」

「そう～？　それじゃあ、代わりにわたしが混ざろうかしら～」

「先輩も、これ以上この場をややこしくしないでください！」

　机を挟はさんで睨にらみ合う二人と、さらに火に油を注ごうとするジゼラを戒は懸けん命めいに止める。

　と、そんな時、

「カイ～？　いるか～？」

　突然、食堂の扉とびらが開き、イレーナがひょっこり顔を覗のぞかせた。

「あれ？　教官……？」

「おお、いたのだ。ちょっとこっちに来るのだ」

「？　はい……」
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　ちょいちょいと手招きされ、戒は首を傾かしげながらイレーナの元に向かう。

　イレーナは扉を閉めると「ついてくるのだ」と言い、さらに食堂から一〇メートルほど離はなれた位置まで移動した。

「あの……何か用ですか？」

　ようやくイレーナが足を止めたところで、戒はすぐにそう尋ねる。

　歓かん迎げい会の主しゆ賓ひんがあまり長く席を空けるわけにもいかないし、なるべく早く戻もどりたい。

「少し聞きたいことがあってな～。お前、二四班に入ったというのは本当なのか～？」

「はい。そういえば、教官が担当してるんでしたっけ。よろしくお願いします」

「そうか～。ちなみに、登録は済ませたのか～？」

「アリサが代わりにしてくれるって言ってましたけど……」

「それも済ませてしまったか～……そうか～……」

　そう言って、なんともいえない顔で腕うで組ぐみをするイレーナ。

　……なんだろう。なんとなく、嫌いやな予感がする……。

「実はな～……ついさっき、検査が終わったのだ」

「検査……？　ああ、朝食の後に採取した血液のですか？」

「そうなのだ。それでな～……何度も検査したのだが、お前の血液からは魔ま力りよく反応が検出されなかったのだ」

「…………え？」

　魔力反応が検出されなかった。つまり……どういうこと？

「イレーナさんが思うに、召しよう喚かんの魔法に何らかの欠けつ陥かんがあって、本来召喚されるべき人間とは別の人間が召喚されてしまったのだろうな～。でないと、魔力がないなんてことは考えられないのだ」

「……あの、それって……」

「まぁ……簡単に言うと、人ひと違ちがいなのだ」

「……え～っと……」

　イレーナに言われたことを頭の中で整理する。

　ようするに、僕は英えい雄ゆうでもなんでもなくて……人違いで召喚されてしまった、魔力のないごくごく普通の一いつ般ぱん人。そういうことだろうか。

　……いやいやいやいや、そんな、

「ウソでしょぉぉぉおおおおお⁉」

　戒の全身全ぜん霊れいの絶叫つつこみが漆しつ黒こくの夜空に木霊こだまする。

　たとえ異世界であっても、現実は常に残ざん酷こくなのであった。







　第三章　初めての休日







　翌朝八時。戒かいは二日連続で寝ね不ぶ足そくの身体からだを引き摺ずり、宿舎の一階にある食堂を目指していた。寝不足の原因はもちろん、昨夜イレーナに聞かされた衝しよう撃げき的な事実である。

（どうしよう……皆みんなになんて言えば……）

　本当に強力な魔力があるかどうか確かめもせずあんな啖たん呵かを切ってしまって……。

　今思えば、英雄などと周囲から持て囃はやされている内にどこか浮うかれてしまっていたのだろう。自分がそんな大層な存在かどうかくらい、少し考えればわかりそうなものなのに。

「はぁ～……」

　考えれば考えるほど気が重くなり、魂たましいが身体から抜ぬけ出てしまいそうなため息をつく。いっそのこと、抜け出てくれた方が楽かもしれないが。

（うぅ……入りたくないなぁ……）

　食堂の前に着くと、その場でしばし立ち往生。中に入ることを躊躇ためらってしまう。

　出来ることなら、しばらく彼女達と顔を合わせたくない。

（といっても、同じ宿舎にいて避さけ続けるわけにもいかないし……ええい、ままよ！）

　半ばヤケクソ気味に覚かく悟ごを決めて、扉を開ける。が、

「おはようございます……って、あれ？」

「おはようなのだ」

　中にいたのはイレーナ一人だけ。他のメンバーは誰だれ一人いなかった。

「えっと……他の皆はどうしたんです？」

「ん～？　そういえばまだ説明していなかったか～？　今日は光の曜日なので学校はお休みなのだ」

　イレーナ曰いわく、ニブルヘイムでは一週間を七つの属性に対応させているらしい。

　光の曜日は日本でいう日曜日に当たり、仕事も学校も休みになるとのことだった。

「なるほど。それで皆いないんですね」

　アリサ達と顔を合わさずに済み、戒は思わずほっと息をつく。

　まぁ、単に問題が先延ばしになっただけなのだが……。

「どうしたのだ～？　朝から浮かない顔だな～」

「当たり前じゃないですか……。人違いで召喚されただけで、実は魔力を持っていませんでしたなんて……皆になんて説明したらいいのか……」

「確かにな～……。まぁ、元気を出すのだ。世の中、魔法が全すべてではないのだ」

「……その哀あわれむような視線はやめてくれませんか？」

「哀れな奴やつなのだ……」

「言葉にするのもやめてください！」

　全力でツッコミを入れた後、イレーナの正面の席に腰こし掛かける。

　無意識の内にまた一つ、ため息が漏もれた。

「あの……一つ聞いてもいいですか？」

「なんだ～？」

「結局、僕をこの世界に召しよう喚かんしたのって誰なんでしょうか？」

　知らず知らずの内に調子に乗っていた自分にも責任があるとはいえ、やはり一番の元げん凶きようは間違えて別人を召喚した人物だ。見つけたら一発ぶん殴なぐってやりたい。

「それについてはイレーナさんも調査中なのだ。ただ、一つ可能性があるとしたら、王宮内の誰かかもしれないな～」

「王宮……？」

「聞いた話によれば、古代魔法に関する資料のほとんどは王宮の地下倉庫にあるらしいのだ。その資料を見ることが出来る人間なら、あるいは召喚が可能かもしれないな～」

「なるほど……。でも、それならなぜ王宮ではなく士官学校ここに召喚されたんでしょうか？」

「さてな～。それより、カイは今後どうするつもりなのだ？」

　話が行き詰づまったところで、イレーナが話題を変える。

「どうするって……時期を見て、皆に本当のことを打ち明けるしかないですよ。本当は、今すぐにでも打ち明けた方がいいんでしょうけど……」

「決心がつかないか～？」

「……はい」

　その問いかけに、戒は力なく頷うなずく。

　情けない話だが、皆を失望させることを承知で真実を話す勇気が今の自分にはない。

「それなら、もういっそのこと黙だまっていたらどうだ～？　編入の書類はごまかして通しておいたので、このまま学生でいることは可能なのだ」

「そ、そんなこと、出来るわけないじゃないですか！　いつかは絶対バレますし、試合で僕が足を引っ張って負けたら、それこそ最悪の形で皆を裏切ることに──」

「裏切るかどうかは、お前次し第だいだと思うがな～」

　思いがけないイレーナの言葉に、戒は思わず「え……？」と呟つぶやく。

「まぁ、そのことはひとまず置いておくのだ。それよりも……」

　と、ここでイレーナは急に真ま面じ目めな顔になり、

「今は、もっと重要な問題があるのだ」

「はい⁉　ま、まだあるんですか……⁉」

「そうなのだ。実は……」

「実は……⁉」

「ジゼラが起きて朝食を作ってくれないのだ！」

　………………。

「これは一大事なのだ！　このままではイレーナさんは飢うえ死にしてしまうのだ！」

「わかりました。庭の雑草を抜いてきますから、好きなだけ食べて下さい」

「カイの目が本気なのだ！」

　殺意の波動を宿した戒の視線にイレーナがカタカタ震ふるえる。

　今度はどんな恐おそろしい事実が明らかになるのかと思えば……真面目に聞いて損した。

「第一、教官のくせに生徒にご飯をたからないで下さいよ。というか、他ほかの皆はどうしたんです？」

「各自で済ませたみたいだな～」

「じゃあ、教官もそうして下さいよ」

「嫌なのだ！　ジゼラの作った朝ご飯が食べたいのだ！　というわけで、ここにジゼラを連れてくるのだ！　は～や～く～は～や～く～は～や～く～！」

　両足をバタバタさせて駄だ々だをこねるイレーナ。その姿は最も早はや、我が儘ままを言う子供そのものだった。本当、よくこんなんで教官を続けてこられたな、この人……。

「はぁ……わかりましたよ。僕も先せん輩ぱいが作ってくれないと食べられませんし……」

　ため息混じりにそう答えて、戒は席を立つ。と、

「む～？　そういえば、カイは無一文か～？」

　イレーナが突とつ然ぜん、そんなことを聞いてきた。

「そりゃそうですよ……働いてませんし」

「確かにな～。では、イレーナさんが特別にお小こ遣づかいをあげるのだ」

「え？　いいんですか？」

「無一文だといざという時に困るからな～。ただし、無む駄だ遣づかいは厳禁なのだ」

「あ、ありがとうございます」

　イレーナが財さい布ふから取り出した硬こう貨か十数枚を受け取り、制服のポケットにしまう。やはり無一文は不安なので、これはありがたい。

（恵めぐんで貰もらって申し訳ないけど……まぁ、先輩を呼びに行くお駄だ賃ちんということで）

　そう自分を納なつ得とくさせつつ、戒は食堂を出て元来た道を引き返す。すると、

「ん……？」

　一階の廊ろう下かから見える庭に、ミラの姿があった。どうやら個人練習をしているらしい。

「はっ……やぁッ！」

　剣けん身しんの細いサーベルを構え、何度も身体を翻ひるがえしながら縦横無む尽じんに剣を振ふるう。刃は先さきを見つめるその表情は、単なる練習とは思えないほど鬼き気き迫せまるものがあった。

（きれいだ……）

　流れるように繰くり出される連続攻こう撃げきは、まるで軽やかな舞まいのよう。戒は立ち止まってついその光景に見み惚とれてしまった。

「……何か用ですの？　そんなところでじっと見られると集中出来ませんわ」

　と、こちらに気付いた制服姿のミラが練習を中断して言う。戒は慌あわてて首を横に振った。

「いや、そういうわけじゃ……。ただ、随ずい分ぶん熱心にやってるなと思って……」

「当然でしょう？　あなたが入ってくれたおかげで、次の試合に勝てる可能性がぐっと高くなりましたから。練習にも熱が入るというものですわ」

「……そ、そう、なんだ。えっと……練習の邪じや魔ましちゃ悪いし、僕はこれで……」

　いたたまれなくなり、すぐにその場を離はなれようとする。が、

「お待ちなさい」

　意外にも、立ち去る前に呼び止められた。

「せっかくです。少し練習の相手をして頂けませんこと？」

「え……？　僕に？」

「ええ。どうやら、あなたも剣を使うようですし」

「剣？　ああ……」

　ミラに指をさされ、戒は腰こしの後ろに提さげたインフィニティエッジを見る。重さに慣れるためになるべく持ち歩いた方がいいとアリサに言われていたのだ。

「いや、でも僕は……」

「そう時間は取らせませんわ。わたくしの練習を中断させたのですから、そのくらい付き合うのが筋ではなくて？」

「……わかったよ。でも、少しは手加減してよね」

　真実を隠かくしているという引け目もあり、仕方なく中庭に下りる。

　剣については素人しろうとなので到とう底てい太刀たち打うち出来ないだろうが、あくまで練習だ。そこまで危険はないだろう。……多分。

「えっと……普ふ通つうに立ち合いをすればいいのかな？　あ、防具とかは？」

「刃はついておりませんから、必要ありませんわ。とはいえ、あまり油断していると怪け我がをしますわよ？」

　挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべるミラに「お手て柔やわらかに……」と苦く笑しようを返しながら、インフィニティエッジを引き抜ぬく。その瞬しゆん間かん、

（……？　なんだろう、この感じ……）

　初めて握にぎったはずなのに、不思議と手に馴な染じんだ。まるで使い慣れた文ぶん房ぼう具ぐのようだ。

　剣を真まっ直すぐに立て、半身になって構えを取る。左右どちらからの攻撃にも対応出来るよう、両足に均等に体重をかけるよう心がけた。

「では……いきますわよ！」

　鋭するどい声と共にミラが一歩踏ふみ込み、サーベルを振るう。左から来る初撃を、戒は身体からだを捻ひねりながら刃を合わせて受け止めた。

「っ……やりますわね！」

　さらにもう一歩踏み込み、今度は右から。戒は身を低くしてそれをかわすと、バックステップで素す早ばやく距きよ離りを取る。

　予想通り、ミラの剣術は一撃の威い力りよくよりも手数を重視したスタイルだ。安易に懐ふところに飛び込めば、連続攻撃の餌え食じきになってしまう。適度に距離を取っておくのが最善だろう。

「くっ……この！」

　あっさりいなされたのが気に入らなかったのか、さらに連続して打ち込んでくる。

　やはり無む駄だのない動き。ほとんど隙すきが見当たらない。だが、

（これだけ何度も続けて打ち込んでいれば、いずれ……！）

　そう思った矢先、その瞬間は来た。

　連続攻撃の最後となる、上段からの振り下ろし。

　戒は防ぼう御ぎよの姿勢から一転、瞬時に剣を振り上げ攻勢に転じた。

「あっ……⁉」

　攻撃を弾はじき返された拍ひよう子しにサーベルが宙を舞う。戒はすかさず剣を相手の首筋に突つき付けた。

「……そんな……」

　武器を失った両手を見つめながら、ミラが呆ぼう然ぜんと呟く。言うまでもなく戒の勝利だった。

「……あ、あれ？」

　そこで、戒はふと我に返る。

　勝った……？　剣道すらまともにやったことがない、ド素人の僕が？

「……握あく力りよくが弱ったところを狙ねらわれるとは、なんという初歩的なミス……。油断していたのはわたくしの方だったのかもしれませんわね」

　悔くやしげにそう言うと、ミラは地面に突き立ったサーベルを引き抜き、鞘さやに収める。

　彼女の剣術と同じく、優ゆう雅がで洗練された動きだった。

「それにしても驚おどろきましたわ。どうやら、かなりの修練を積んでいるようですわね」

　ミラの感心したような態度に、戒は気まずそうに頭をかく。

「いや……実を言うとさ。剣をちゃんと握ったの、今日が初めてなんだ」

「…………は？」

「だから、その……修練とか、全然……」

「そ、そんなはずがありませんわ！　わたくしは五歳の時から毎日欠かさず練習しておりますのよ！」

「でも、本当なんだ。多分……この剣のおかげじゃないかな？」

　戒はミラによく見えるよう、インフィニティエッジを軽く掲かかげた。

「その剣の……？」

「うん。この剣を握っていたら、なんとなくどういう風に動けばいいか、頭の中に入ってきたんだ。教官の話だと、昔召しよう喚かんされた英えい雄ゆうが使っていた伝説の剣らしいよ」

「伝説の剣……。ちょっと、わたくしにも貸して下さる？」

　ミラからの申し出を受け、戒はどうぞ、と剣を手て渡わたす。

　インフィニティエッジを受け取ると、ミラはそれを軽く二、三度振った。

「……どう？」

「特別何も感じませんわね。同じ英雄でないと効果が発揮されないのかもしれませんわ」

「いや、それは違ちがうんだけど……」

「？　何か言いまして？」

「な、なんでもない！　なんでもないよ！」

　不思議そうに首を傾かしげられ、つい曖あい昧まいな笑みを浮かべてごまかす戒。

　はぁ……やっぱり、言い出す勇気が出ない……。

「しかし……負けはしましたが、少し嬉うれしくもありますわ」

「え？　なんで？」

「英雄の力を改めて確かく認にん出来ましたから。強力な魔ま力りよくを持つ上にそれだけの剣の腕うで……わたくしの期待以上ですわ」

「あ……あはは……はは……」

　どう答えて良いかわからず、自然と乾かわいた笑いが口から零こぼれる。が、そこではたと気付いた。もし先さき程ほどの勝負であっさり負けていれば、自分の正体を打ち明けるきっかけになったのではないだろうか……？

（バカだ……大バカだ、僕……）

　咄とつ嗟さに身体が反応したこととはいえ、せっかくのチャンスをフイにしてしまった。

　次、いつチャンスが訪おとずれるかもわからないのに……。

「対戦相手にもよりますが、これでなんとか退学の危機は免まぬかれそうですわね」

「……あのさ、ちょっと聞いてもいいかな？」

「？　なんですの？」

「その……どうしてここまで全敗なの？　アリサは去年、学年三位だったって聞いたし、ミラも弱そうには見えないんだけど……」

　気持ちを切り替かえ、昨日から密ひそかに疑問に思っていたことを尋たずねる。アリサ以外が全員弱いというのならわかるが、今の立ち合いを見る限り、そういうわけでもなさそうだ。

「ごくごく単純な話ですわ。班の構成員は最低四人、最大六人ですが、多くの班は六人編成。五人の班もいくつかありますが、四人はうちだけでしたの。おまけにうちはカリナが回復・補助専門ですから……」

「実質六対三ってことか……。でも、なんで四人しか集まらなかったの？」

「……あの男のせいですわ」

　ミラが憎にくしみのこもった声で吐はき捨てるように言う。

「あの男？」

「クラウディオ＝ゼファー。知っていて？」

「ああ……」

　昨日、アリサに散々ひどいことを言っていた奴やつだ。思い出しただけで胸むなくそが悪くなってくる。

「あの男は今年度の初め、アリサを自分の班に誘さそっていましたの。ですが、あの子はそれを断った。するとその腹いせに、奴は周囲にこう触ふれ回りましたわ。アリサを加えた班のメンバーは全員、試合で容よう赦しやなく潰つぶす、と」

「潰すって……」

　穏おだやかでないその表現に、戒は眉まゆをひそめる。

「あの男は魔術の名門であるゼファー家の出身で、魔力の強さは折り紙付き。おまけに、数少ない闇やみ属性の使い手でもある。これまでも力にものを言わせて、自分に反はん抗こうする者を何度も屈くつ服ぷくさせてきましたわ。中には大怪我をして、退学を余よ儀ぎなくされた者も……」

「む、無茶苦茶じゃない！　そんな奴、学校に置いておいていいの⁉」

「良くも悪くも、この学校は実力主義ですわ。力のある者が自然と優ゆう遇ぐうされる。名門出身かつ男性魔術師なら、なおさらでしょう」

「そんな……ひどい」

「まったくですわ。その結果、去年組んでいたメンバーは皆みんな、他の班に移ってしまい、わたくしとアリサだけが残されましたの」

「そうだったんだ……。ん？」

　そこで、ふと疑問が湧く。

「わたくしと……ってことは、ミラは去年もアリサと同じ班だったの？」

「ええ。わたくしは三大貴族の一門、ベロワ家の名にかけて、あんな脅おどしに屈するわけには参りませんわ。『弱きを助け強きを挫くじく』がベロワ家の家訓ですもの」

「……とか言いつつ、本当はアリサが心配だったんじゃないの？」

「っ……⁉　ち、違っ、そんなわけっ……ああああくまで家の名めい誉よのためですわ！　どうしてわたくしがアリサのためにそんなことを！　そもそも……！」

「わ、わかった。わかったから」

　必死でこちらの言葉を否定するミラに、戒は苦笑する。

　家の名誉のためというのも噓うそではないだろうが、多分、それだけじゃないだろう。言葉の端はし々ばしから、アリサが心配だ、という気持ちが伝わってくる。昨日の歓かん迎げい会で喧けん嘩かをしていたのでてっきり仲が悪いのかと思っていたが、どうやらそういうわけでもないようだ。

「それで、ジゼラ先せん輩ぱいとカリナはどうして同じ班に？」

「いつまでも人数が集まらなかったので、教官がわたくし達と同じく所属先の決まっていない二人を連れてきたのですわ」

「ふ～ん……。二人はなんでどこにも入れなかったんだろう？」

「ジゼラ先輩は有名な問題児だからでしょう。カリナについてはよく知りませんわ」

「問題児……？　あの人が？」

　そう言われ、戒はいつもおっとりニコニコしているジゼラの顔を思い出す。

　とても問題児には見えないけど……。

「まさか、見境なく男の人に夜よ這ばいをかける……とかじゃないよね？」

「そ、そんなわけがないでしょう！　あくまで噂うわさで聞いた話ですが……先輩は元々、優等生だったそうですわ。ですが、二年生になった辺りから段々と成績が下がり始めて……さらには、対たい抗こう戦を無断で休むこともあったとか」

「それは……確かに困るね」

「うちに入ってからはまだ休んでいませんが、実際、最初の頃ころはあまりやる気を感じませんでしたわ。退学が迫せまってきた最近は真ま面じ目めに取り組んでくれていますが、一人で戦せん況きようを覆くつがえせるほどの力はないので、焼け石に水ですわね」

「う～ん……そっか」

　ミラの説明にぽりぽりと頭をかく。負けている理由が単純に戦力不足ということは、すなわち、戒が加わっても何の解決にもならないということだ。一体どうしたものか……。

「ところで、ここでのんびり話していてもよろしいんですの？　あなたはどこかに向かっている途と中ちゆうだったのではなくて？」

「あっ……！」

　ミラに指し摘てきされ、本来の目的を思い出す。

　そういえば、イレーナに頼たのまれてジゼラを呼び行くところだったのだ。

「そうだった。僕、そろそろ行くよ。他の皆がどこにいるか知ってる？」

「アリサは朝から出かけていますわ。戻もどるのは夕方くらいでしょう。他の二人はまだ見ておりませんわね……」

「了りよう解かい。ありがとう、ミラ」

　最後に情報の礼を言って、小走りに階段へ向かう。

　すっかり時間を食ってしまった。これ以上教官を待たせるわけにはいかないし、少し急がないと。







　トントンとテンポ良く階段を上り、ミラの部屋の前を通過すると、すぐに『ジゼラ』というプレートのかかった部屋が見えてくる。

　扉とびらの前で立ち止まると、戒は一つ深呼吸をして、少し乱れていた呼吸を整えた。

　ジゼラが部屋にいるかどうかはわからないが、とりあえず確認しておくべきだろう。

（……そういえば、女の子の部屋を訪ねるなんていつ以来だろう……）

　ふとそんなことを思い、ノックをしようとした手を止める。

　どうしよう。別にやましいことなんてないのに、なんだか無む性しようにドキドキしてきた。

「せ、先輩。いますか？」

　覚かく悟ご（？）を決めてノックをし、扉の向こうに呼びかける。

　変に意識したせいで、声がやや上うわ擦ずってしまった。

「…………」

　しばらく待ってみるが、返事はない。

　さらにもう一度ノックしてみるが、やはり反応はなかった。

（いないのかな……？）

　鍵かぎがかかっているかを確認するため、軽くドアノブを捻ひねってみる。すると、何の抵てい抗こうもなくすんなり回った。鍵はかかっていないようだ。

「せ、せんぱ～い……いませんか～？」

　そろそろと扉を開けて、部屋の中を覗のぞき込む。よくよく考えると変態チックな行こう為いのような気もするが、あくまで不在かどうかを確認するためだ。やましい気持ちはない。

「あ、いた……」

　部屋の右奥にある机にジゼラは突つっ伏ぷしてすやすやと眠ねむっていた。徹てつ夜やで勉強でもしていたのか、背中に毛布をかけ、本を広げたままだ。

　失礼します、と小声で告げてから、室内に足を踏ふみ入れる。なんだかこっそり部屋に忍しのび込んだような形になってしまったが、あくまでジゼラを起こすため。繰くり返すようだが、断じてやましい気持ちはない。

「先輩、もう朝ですよ。机で寝ねてたら風邪かぜひいちゃいますから、起きてくださ～い……」

　ほっそりした肩かたに手をかけ、何度か揺ゆする。が、しばらく続けても起きる気配はない。

（……仕方ない。こうなったら……）

　心を鬼おににして、背中にかけている毛布に手を伸のばす。そして、一気にそれを剝はぎ取った。

「先輩！　もう朝ですから起き──ッ⁉」

　てください、と言いかけて、思わず固まる。

「んぅ～……？　カイ、くん……？」

　ゆっくりと上半身を起こし、眠そうに瞼まぶたをシパシパさせるジゼラ。

　ようやく目覚めてくれた。それはいい。しかし、

（うわ、あわっ……！）

　こちらを向いた彼女は、あろうことかスケスケのネグリジェ姿だった。しかも、片方の肩かた紐ひもがずり落ちてしまっていて、豊満な胸が今にも全すべて見えそうになっている。

　戒はありったけの理性を総動員してぐりんと顔を背そむけた。

「……ここはどこ～？　わたしは誰だれ～？」

「記き憶おく喪そう失しつ⁉　って、そんなベタな噓はいいですから……それより着き替がえて下さい」

「そうね～……着替えるわ～……」

　いつも以上にのんびりした声でジゼラが答える。

　そして、のろのろとした動作でネグリジェを脱ぬごうと──

「って、ちょっと！　な、なんでいきなり脱ぐんですか！」

　ネグリジェを半分くらいまで捲まくり上げたところで、慌あわててストップをかける。白く滑なめらかなお腹なかと可愛かわいいおへそが丸見えだった。

　見てはいけないと思いつつも、ついつい目が行ってしまう。

「だって、カイくんが脱げって言うから～……」

「着替えて下さいと言っただけで脱げとは言ってません！　その言い方じゃ、まるで僕がストリップを強要したみたい……って、ああもう！　と、とにかく今出ますから！」

　大急ぎで部屋を出て、後ろ手に扉を閉める。そのまま待つこと約一〇分。

「カイくん、もう入っていいわよ～」

「は、はい……失礼します」

　呼びかけに応じて、恐おそる恐る部屋の中を覗き込む。

　悪ふざけで着替えていなかったり、もっと刺し激げき的な服装になっていたらどうしようと思っていたが、中にいるジゼラはゆったりとした部屋着にちゃんと着替えてくれていた。

「あらあら～。そんなに怖こわがらなくても、取って食べたりはしないわ～。つまみ食いくらいはするかもしれないけれど～」

「結局食べられるんですか⁉」

　戒のツッコミに「冗じよう談だんよ～」と微笑ほほえむジゼラ。

　この人の場合、冗談に聞こえないから怖い。実際に一度襲おそわれかけたし……。

「さっきはごめんなさいね～。ちょっと寝不足で頭がぼうっとしちゃって～」

「いえ、いいですけど……夜遅おそくまで何を読んでたんです？」

　ジゼラの勧すすめに従い、戒は来客用の椅い子すに腰こし掛かけながら尋たずねる。

「実家にあった古こ文もん書じよを読んでいたの～。いわゆる一つの〝調べ物〟というやつね～」

「調べ物……？　宿題か何かですか？」

「違ちがうわ～。昔の異世界人について調べていたの～」

「え……？」

　昔の異世界人とはすなわち、過去に召しよう喚かんされた英えい雄ゆうのことだろう。

　一体なんだってそんなことを……。

「ほら、元の世界に戻る方法は見つからなかったけれど、せめて元の世界と連れん絡らく出来る方法はないかな～と思って。連絡がないと、カイくんのご家族も心配するでしょう～？」

「じゃあ、僕のために……？」

「だって、カイくんはわたし達を助けるために班に入ってくれたんだもの。せめてそのくらいのことはしないと～」

「……そ、それは、その……ありがとう、ございます……」

　ジゼラの満面の笑えみを直視出来ず、戒は目を逸そらしながら震ふるえる声で礼を言う。

　ダメだ……。実は人違いでした、なんてとても言える空気じゃない……。

「いいのよ～。あ、でも、せっかくお礼をしてくれるなら夜の方がいいかも～？」

「……あの、先輩。ちょっと聞きたいんですけど……」

「あらあら、何かしら～？　スリーサイズ？」

「違いますよ……」

　まぁ、それも気にならないといえば噓になるけど。

「先輩は、どうしてそこまでして魔ま力りよくを上げたいんですか？　会ったばかりの僕にあんなことまでして……」

　そう言いながらこの世界に来た最初の夜を思い出し、赤面する。

　昨日の歓迎会でも随ずい分ぶんと積極的だったし……。

「それはね～、わたしがマスターズを目指しているからよ～」

「マスターズ……？」

「この国には、士官学校を卒業しないと就つくことの出来ないマスターズという七つの役職があるの。マスターズに就任することはこの国の魔術師にとって最高の栄えい誉よであり、かつ、就任した者とその一族には莫ばく大だいな恩おん恵けいが与あたえられるのよ～」

「そうなんですか……。それで、先輩はどうしてそのマスターズを目指しているんです？　やっぱり栄誉だからですか？」

「ふふ……そういうことにしておこうかしら～」

　ジゼラが笑顔で答えをはぐらかす。これ以上は言いたくないということだろう。

　気になるところではあるが、まだ出会って数日の間あいだ柄がらであまり深入りするわけにもいかない。質問はここまでにしておこう。

「……わかりました。すみません、変なことを聞いてしまって……」

「あらあら、いいのよ～。さて、わたしもそろそろ……っ」

「あ、先せん輩ぱい！」

　椅子から立ち上がろうとしてふらついたジゼラを咄とつ嗟さに受け止める。

　華きや奢しやで柔やわらかい感かん触しよくに、戒の心臓が一つ大きく跳はねた。

「あらあら～……ごめんなさいね、カイくん」

「いえ……きっと寝不足ですよ。少し寝た方がいいです」

「そうね～。それじゃあ、お言葉に甘えようかしら～」

　そう言って、ジゼラがさらに体重を預けてくる。むにゅむにゅ、と魅み惑わく的な感触が胸の辺りに押しつけられ、たちまち顔全体が熱くなるのがわかった。

「あ、あの、先輩……？」

「せっかくだから、このままベッドまで運んで欲しいわ～」

「運ぶって……つまり……」

「ふふ……いわゆる一つの〝お姫ひめ様抱だっこ〟というやつね～」

　こちらを見上げ、嬉うれしそうな顔で微笑むジゼラ。

　そんな顔をされたら……断りようがない。

「はぁ……わかりました。今日だけですよ？」

　膝ひざの裏側に左腕うでを差し入れ、ジゼラを持ち上げる。身長はそれほど変わらないはずなのに、その身体からだは驚おどろくほど軽かった。

「あらあら～。こんなに簡単に持ち上げちゃうなんて……女の子みたいな顔をしていても、やっぱり男の子なのね～」

「顔のことは余計です」

　からかうように言うジゼラに軽口を返しながら、ベッドの近くまで移動する。そして、慎しん重ちように彼女の身体をベッドに降ろした。

「これで満足ですか、お姫様？」

「ええ、満足よ～……と見せかけて、隙すきあり～♪」

「えっ……⁉」

　一度離はなれかけたジゼラが、いきなり首の後ろに両手を回してくる。

　不意打ちになすすべもなく、戒は無抵抗のままベッドの中に引きずり込まれてしまった。

「せせせせ先輩……⁉」

「せっかくだから、このまま一いつ緒しよに寝ましょう～？」

　ただでさえ近かった顔をさらに近付けてくるジゼラ。

　ベッドの中はこれまで嗅かいだことのないようなどこか甘い匂においに満ちており、それを吸い込む度たびに思考が麻ま痺ひしていくかのようだった。

「な、何言ってるんですか……ダメですよ」

　頭の片かた隅すみに残るわずかな理性で、戒はどうにか拒きよ絶ぜつの言葉を紡つむぐ。

「……ねぇ、カイくん。さっき言ったと思うけれど、わたしはマスターズを目指しているの。そのために、ずっと努力してきた。でもね……ある時気付いたの。わたしの持っている力では、どんなに努力しても限界があるんだって。それがわかってから、なんだか全部がどうでもよくなってしまって……。でも、そこにあなたが現れた」

　こちらを見つめるジゼラのどこまでも真しん剣けんな眼まな差ざし。そこでふと、戒は先さき程ほど聞いたことを思い出した。

（そういえば、元々優等生だったけど、二年生になってから変わったって……）

　つまり、ジゼラの言う『ある時』とは二年生になった頃ころのことなのだろうか。

　だとすれば、ミラの話とも符ふ合ごうする。

「ところで……わたしからも、一つ聞いていい？」

「え？　は、はい、どうぞ！」

　考え事をしている最中に突とつ然ぜん聞かれ、戒は慌てて頷うなずき返す。

「カイくんは……元の世界に戻もどりたい？」

「へ？　それは……もちろん。先輩のおっしゃられた通り、家族も心配しますし……」

「……そうよね。当然のことだと思うわ。でも……」

　ジゼラの細い指先が、戒の頰ほおに触ふれる。

「わたしには、カイくんが必要なの。だから、ここにいて……」

「先……輩……」

　心臓がドクドクと早はや鐘がねを打ち、耳の奥でうるさいくらいに木霊こだまする。

　いや、わかってる。ジゼラが必要としているのは、あくまで自分の中にある（と勘かん違ちがいしている）英雄としての力であって、戒自身ではない。

　それはわかってるけど……でも、そんな風に言われたら……！

「ちなみに……もしカイくんがわたしを受け入れてくれるなら、当然、わたしもカイくんと一生添そい遂とげる覚かく悟ごよ～」

「いっ……一生⁉　それって、つまり……！」

「ふふ……そういうことかしらね～」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべ、どこか楽しげにそう言うジゼラ。

　本気とも冗談ともつかないその表情に、戒はより一層ドギマギさせられた。

「というわけで……まずはキスをしましょう～」

「は、はい……って、いやいやいや！　その『というわけで』がどこから繫つながってるのかわからないんですけど！」

「いきなり本番は……お互たがい、ハードルが高いもの……まずは、キスから……ね……？」

　目を閉じて、ジゼラがゆっくりと唇くちびるを近付けてくる。首をがっちりとホールドされていて、逃にげることもかなわない。

（ど、どうする……⁉）

　目の前にある唇の誘ゆう惑わくに押し流されないよう、目を閉じて考えを巡めぐらせる。

　キスだけなら正体がバレる心配はないし、下手に拒絶して怪あやしまれるよりこのまましてしまった方が利口な気もする。

　しかし、それだとジゼラを騙だましてキスすることになるわけで……。

「あ、あの、先輩、やっぱり……！」

　やはりこのまま流されるわけにはいかないと、意を決して目を開く。が、そこには、

「……寝ねてるし……」

　すーすーと穏おだやかな寝息を立てるジゼラの寝顔があった。

　恐おそらく、ベッドに入っている間に徐じよ々じよに眠ねむくなってしまったのだろう。

（本当に、疲つかれてたんだな……）

　それだけ一生懸けん命めい調べてくれたということだ。そんな彼女の期待を裏切らなければならないと思うと、たまらなく胸が苦しくなる。

　だが、いくら時間をかけても魔力がないという現実は変わらない。勇気を出して、少しでも早く真実を伝えなければ。

　ジゼラを起こさないよう細心の注意を払はらいながらベッドを抜ぬけ出し、もう一度しっかり肩かたまで毛布をかけ直す。そして、

「……ごめんなさい、先輩」

　最後にそう言い残して灯あかりを消すと、戒は静かに部屋を後にした。







「あれ……？」

　ジゼラの部屋を出てすぐ、目の前にある廊ろう下かの窓に大おお粒つぶの水すい滴てきがいくつも付着していることに気付く。どうやら、いつの間にか雨が降り始めていたようだ。

　窓の傍そばに近付き、外の景色を眺ながめる。台風とまではいかないが、雨あま脚あしはなかなか激しい。遠くの空がピカピカと何度か光るのも見えた。これでは当分止やみそうにない。

（そういえば、アリサは外出してるんだっけ。傘かさを忘れてなければいいけど……。っていうか、僕も何か忘れているような気が……）

　降り続く雷らい雨うを見つめながら、一人物思いにふける。と、

「ん……？」

　廊下の向こうから、ふらふらと本の山がやって来た。

　いや、正確には、本の山を抱かかえた小こ柄がらな女の子がやって来た。

「カリナ……？」

　積み上げられた本は明らかに重量オーバーで、真まっ直すぐ歩けていない。このままでは本の山が崩くずれるのも時間の問題だろう。戒はすぐさまカリナの元に駆かけ寄った。

「ほっ……ほっ……はわ、わっ……！」

「っと、危ない」

　案の定、本の山が崩れそうになったところを間かん一いつ髪ぱつで支える。

「あっ……カイ、先輩……」

「一人でこんなに持っちゃダメだよ。後は僕が持つから貸して」

「え？　で、でも……」

「いいから。カリナの部屋まで運べばいい？」

「は、はい……それでは、お願い、します」

　了りよう解かい、と答えてから、本の山を抱えてカリナの後に続く。

　部屋の前に着くと、先を行くカリナが扉とびらを開けてくれた。

「ど、どうぞ……」

「あ……それじゃあ、お邪じや魔まします」

　促うながされるまま部屋の中へ。

　一日に二度も女の子の部屋に入るなんて……なんだか謎なぞの感動を覚えてしまう。

「机に置けばいいかな？」

「は、はい。その……ありがとう、ございます……」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをするカリナに「いいよ、このくらい」と応じ、綺き麗れいに整理整せい頓とんされた机に抱えていた本を置く。全部で一〇冊くらいあるので、結構重い。一人で運ぶのは大変だったろう。

「あの……お茶、淹いれますね」

「え？　いいよ、そんな気を遣つかわなくて」

　カリナの申し出を笑え顔がおでやんわりと断る。が、

「じゃ、じゃあ……お菓か子し、ですか？　クッキーならあった、かも……ケーキは、買ってこないと……あとは、あとは……」

「あ、うん……お茶でお願いします」

　軽くパニック状態になったカリナを見て、大人しくお茶をご馳ち走そうになることにした。

　礼れい儀ぎ正しくていい娘むすめなのはわかるのだが、どうもまだいまいち彼女の性格が摑つかめない。

「粗そ茶ちや、ですが……」

　しばらくすると、カリナが湯気の立つティーカップを持って来てくれる。

　戒は「いただきます」と手を合わせてから、それを一口すすった。

「……なんか、緑茶っぽい味がする」

「りょく、ちゃ……？」

「なんでもない。とにかく美味おいしいよ。ありがとうカリナ」

　聞き慣れない単語に首を傾かしげるカリナに礼を言い、もう一口飲む。独特の渋しぶみがあり、心が落ち着く味だ。

　同時に、郷きよう愁しゆうの念が湧わいてくる。ああ、早く日本に帰りたい……。

　カリナも自分のカップにお茶を注ぎ、ちびちびと飲み始める。

　二人の間にしばし空白の時間が続いた。

（……え～っと……）

　次し第だいに沈ちん黙もくに耐たえきれなくなり、戒は何か話題はないかと必死に考えを巡らせる。と、

「あの……カリナ＝フォルセル、です……」

　何の前まえ触ぶれもなく、カリナがそんなことを言った。

「え……？」

「その、名前……ちゃんと言ってなかったかな、と思いまして……」

「あ、ああ……」

　言われてみれば、フルネームを聞いたのはこれが初めてのような気がする。

　アリサ達がずっと名前で呼んでいたため、そこまで気が回らなかった。

「ごめん。いきなり名前で呼ぶなんて、馴なれ馴なれしかったよね」

「い、いえっ……！」

　戒が非礼を詫わびると、カリナは驚おどろいたように首をぶんぶんと横に振ふった。

「カ、カリナで、いい、です……」

「そう？　嫌いやじゃない？」

「は、はい……」

　その答えに、戒は心中で安あん堵どのため息を漏もらす。

　よかった。急にフルネームを告げられたので、てっきり呼び捨てにされたことを怒おこっているのかと思ったが、そういうわけではなかったようだ。

「それにしても、あれ全部読むの？　大変じゃない？」

　そう言いながら、戒は机の上に積まれた本の山に近付く。

「いえ……本を読むの、好きですから……」

「そうなんだ。えっと……なんだか難しそうなタイトルだね。これ、どんな本なの？」

　一番上に積まれていた『改かい訂てい版集団戦せん闘とう基き礎そ論』という本を手に尋たずねる。

「主に魔ま法ほうの使い方とか、戦術に関する本……です」

「へぇ～……真ま面じ目めなんだね」

　戒が感心したように言うと、カリナは黙だまって首を横に振った。

「……カリナ、皆みなさんの力に、なれて、いませんから……」

「え……？」

「回復とか、補助ばかりで……戦せん闘とうは、全然……。だから、何か少しでも、役に立てることがないかと……思って……」

　部屋に降りる重苦しい沈黙。重力が一気に三倍くらいになったような気がした。

　ヤバい……地じ雷らい踏ふんだかも……。

「で、でもほら。チーム戦なんだし、回復とかも必要じゃない？」

「それは、人数が足りていればの話、です……。人数が少ないと、戦力が減るだけ……」

「……え～っと……」

　顔を俯うつむけながらぽつぽつと話すカリナに、戒はどうしたものかと両手をあたふたさせる。

　なんとか励はげましてあげたいけど、あまり無責任なことも言えないし……。

「でも……今は、先せん輩ぱいがいます」

「へ？　僕？」

「先輩が入って、人数が増えました……。だから、カリナも役に立てるかも、しれない、です……」

「あ、ああ……」

　何かを期待するようなカリナの眼まな差ざしに、堪たまらず目を逸そらす。

　確かに役に立つ場面は増えるだろう。主に、役立たずの僕を治ち療りようする場面が。

「ほ、他ほかにはどんな本を読んでるのかな！」

　いたたまれなくなった戒は話題を変えるため、とっさに別の本を手に取る。

「え～……『正しい男女交際の仕方』『恋れん愛あいＱ＆Ａ』『男を知る』……ん？」

「あ、あ、あ、あ～～～！」

　とその時。突とつ然ぜん、カリナが大声を上げ、電光石火の速さで戒の手から本を奪うばい取った。

「……今のって……」

「そ、その、これは……！」

　慌あわてた様子で三冊の本を必死に背中に隠かくそうとするカリナ。

　その顔は、今にも噴ふん火かしそうなほど真っ赤になっていた。

「あ～……ごめんね、勝手に見ちゃって。でも、そっか。なんだかんだで、カリナもそういうのが気になるお年とし頃ごろなんだね」

「ち、ちがっ……ごかいっ……！」

　戒から生温かい視線を向けられ、カリナが慌てて何かを言いかけたその時、

　──ぴしゃーんっ‼

　眩まばゆい白光と共に、凄すさまじい轟ごう音おんが室内に響ひびき渡わたった。

「きゃあっ！」

　雷らい鳴めいに驚いたカリナが正面から戒に抱だきつく。背中に隠していた本がドサドサと床ゆかに落下した。

（うゎっ……！）

　一方、抱きつかれた戒の方も驚く。ただし雷鳴に、ではなく、密着してきたカリナの身体からだの柔やわらかさと温かさに。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……？　すごかったね、今の」

　ドギマギしていることを悟さとられないよう、なるべく普ふ段だんと同じ調子を心がけて言う。

　変に意識してしまっていることがバレたら、男が苦手らしい彼女にますます警けい戒かいされてしまうかもしれない。

「は、はい……大丈夫でっ……！」

　余よ程ほど怖こわかったのか、涙なみだ目めになって顔を上げたカリナと目が合う。が、その瞬しゆん間かん、

「っ……はわ……あ、あゎぅあ……」

　カリナはあっという間に耳まで真っ赤になり、口元をあわあわさせた。

　どうやら思い切り戒に抱きついてしまっていることに気が付いたらしい。

「し、心配しないで。すぐ離はなれるから」

「あ……！　ダ、ダメ……今触さわられ、たら……！」

「え……？」

　忠告もむなしく、戒の手がカリナの肩かたに触ふれる。すると、不自然なほど過か剰じようにその身体がびくりと震ふるえた。

「んぅ……あっ……あンぅ……」

　どこか苦しそうに息をするカリナ。さらによく見ると頰ほおが上気し、顎あご先から汗あせが滴したたり落ちている。まるでサウナに長時間入った直後のようだった。

「カ、カリナ……どうしたの⁉」

「もう、ダメ……きちゃうっ……んああぁあああ♥」

　自分の身体を抱くようにし、カリナが激しく身み悶もだえる。その瞬間、




　──にゅる、にょき




　カリナの背中とお尻しりに、翼つばさと尻尾しつぽが生えた。

「…………は？」

　その光景を目もく撃げきした戒の口から、自然と声が漏れる。

　コウモリと同じような形の翼に、先せん端たんが鋭するどい鏃やじりのような尻尾。どちらも漫まん画がやアニメに出てくる悪魔のものとよく似ている。

　ただ少し違ちがうのは、二つともサイズが小さめで、可愛かわいいピンク色をしているということだ。特に翼の方は手の中にすっぽり収まりそうな程のミニマムサイズ。いくらデザインが不気味でも、このサイズと色ではあまり怖さを感じなかった。

　……とまぁ、ここまで冷静に観察してみたので、そろそろ言わせて欲しい。

　なんじゃこりゃぁぁぁぁぁあああああ‼

「……あ、あの、カリナ？」

「……先輩って、可愛い顔してますよね」

　すっとカリナの手が伸のびて、戸と惑まどう戒の頰に触れる。その指先は驚くほど熱かった。

「そ、そうかな……？」

「はい……。初めて見た時から、ずっとそう思ってました……」

　頰に添そえていた手が顔の輪りん郭かくをなぞるようにするすると下りていき、くっと顎を持ち上げる。その手つきの艶なまめかしさに、戒はぞくりと背筋が震える感覚を覚えた。

「カリナ……男の人は苦手ですけど、先輩は違いました。可愛いし、優やさしそうだし……だから、先輩がうちに入るって聞いたときも、反対しなかったんです」

「そ、そうなんだ……それは、どうもありがとう」

　妙みように色っぽさを感じさせる声に、戒の声も思わず上うわ擦ずる。

　なんだろう。カリナの雰ふん囲い気きがいつもと随ずい分ぶん違う気がする。それに、息いき遣づかいも少し荒あらいような……。

「カイ先輩……♥」

　カリナが上うわ目め遣づかいにこちらを見上げる。銀色に輝かがやく瞳ひとみが戒の目を真まっ直すぐに捉とらえた。

（……あれ？）

　そこで抱く強きよう烈れつな違い和わ感。

　カリナの瞳って、こんな色だったっけ……？

「うっ……⁉」

　その時だった。突然、肺の中の空気全すべてが燃えるような息苦しさを感じたのは。

　呼吸が荒くなり、喉のどの奥がカラカラに干ひ上あがる。頭の芯しんがぼーっと熱くなり、次第に目の前の景色さえも霞かすみ始めた。

　こんなことは初めてだったが、自分がどういう状態にあるのかはおぼろげに理解出来た。

　これは、異常なまでの興奮状態……！

「きゃんっ……！」

　カリナが可愛らしい悲鳴を上げる。

　気が付けば、戒はカリナを部屋のベッドに押し倒たおしてしまっていた。

「カリナ……」

「先輩……その……優しくして下さいね♥」

　ほんのり頰を染め、一度すっと目を逸らしてから、ちらりと横目をこちらに向けてそんなことを言う。あざといながらも男心をくすぐるその仕草に、戒の息遣いはさらに荒あら々あらしさを増した。

（な、何が起こって……⁉）

　頭の片かた隅すみにわずかに残っている理性が叫さけぶ。この状じよう況きようがおかしいと頭ではわかっているのに、身体の方が全く言うことをきいてくれない。

　現に今も、戒の意志とは無関係に左手が動き出し、

「んっ……♥」

　ふにゅっと、服の上から慎つつましいカリナの胸に触れた。それどころか、優しくもいやらしい手つきで揉もみ始めてしまう。

「あんっ……♥　だ、ダメですよぉ……♥」

（うわぁぁぁああああああ‼）

　心の中で悲鳴を上げるも、やはり左手は言うことをきかない。さらに、右手がするっと服の中に滑すべり込み、すべすべしたカリナのお腹なかを撫なで回し始めた。
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「んぅ……あっ……ふぁ……や、先輩……♥」

　戒が手を動かす度たびにカリナの身体が小刻みにぴくぴく震え、唇くちびるの隙すき間まから艶めかしい吐息が漏もれ出す。

　頰を上気させ、潤うるんだ瞳でこちらを見つめてくるカリナの表情は……はっきり言ってエロ過ぎた。

（もう……ダメ、かも……）

　ただでさえ残り少なかった理性がさらに削けずり取られていく。ふっくらしたカリナの唇に視線が釘くぎ付づけになる。当然のように、戒はカリナの顔に自分の顔を近付けた。

「カリナ……ごめん、僕、もう……」

　ほんのわずかに残された理性で、まるでうわごとのようにそう呟つぶやく。

「先せん輩ぱい……きて……」

　嬉うれしそうに目を細め、カリナがそっと両手を戒の頰に添える。そして、

　──ポンッ

　なんとも間の抜ぬけた音と共に、カリナに生えていた翼と尻尾が白い煙けむりを上げて消しよう滅めつした。

「…………え？」

「…………ふぇ？」

　ほんの数センチの至近距きよ離りで見つめ合っていた戒とカリナが、お互たがいに目をぱちくりさせる。カリナの目が銀色から元の翡ひ翠すい色に変化すると同時に、まるで冷や水でも浴びせられたかのように戒の頭も急激に冷めていった。

「……せん……ぱい……」

「うわぁぁああっ⁉」

　悪夢から目覚めたかのような驚きよう声せいを上げ、戒はがばっと上半身を起こす。

「違うんだよ僕こんなことするつもりなかったんだけど身体からだが勝手にいやそんな言い訳普ふ通つうは通用しないってわかってるんだけどでも……！」

「せ、先輩……その……この体勢、は……」

「へ？　あ、ああ！」

　そう言われ、まだカリナの上に乗っかるような体勢になっていることに気が付く。

　そうだ。言い訳よりまずどくのが先決だ。このままいたらきっと──




「（がちゃ）カリナ、いるか？　お土産みやげを買ってきた……ぞ……」




　何の前まえ触ぶれもなく部屋の扉とびらが開き、アリサがひょっこり顔を覗のぞかせる。

　ほらね。やっぱりこうなった。

「お、おかえり……早かったね」

「あああめがひどくなってきたかりゃ予定より早めに帰ってきたのら……そそそんにゃことより……！」

　かぁああ、と一いつ瞬しゆんで赤面したアリサが、懐ふところからナイフを取り出す。部屋の照明を反射して、刃はがギラギラと恐おそろしい光を放っていた。

「ちょっ……なんでそんなもの持ってるの⁉」

「護身用にゃのら！　不ふ埒らちな輩やからを成敗するためのにゃ！」

　呂ろ律れつが回っていないおかげでなんとなく可愛く思えるが、実際にはナイフを構えた鬼おにの形相の女子が目の前にいるのである。実におっかない。

「ア、アリサお願い！　話を聞いてよ！」

「心配するにゃ！　嫁とつぎしゃきはしぇきにんを持って見つけてやりゅ！」

「どうして僕が嫁ぐことになってるの⁉　そのナイフでどこを切る気なのさ⁉」

「うるしゃい！　今しゅぐじゅぼんとぱんちゅをにゅげ！」

「その台詞せりふは色々な意味でアウトじゃないかな⁉」

「アリサ先輩……違っ……これは……」

「ちゅかまえた！　もう逃にがしゃないぞ！」

「や、やめて！　ズボンを引っ張らないで！　い～～～や～～～！」

　ベルトごと引きちぎる勢いでズボンを脱ぬがそうとするアリサに必死に抵てい抗こうする。

　その後、パンツ一丁になったところでカリナがアリサを止めてくれたため、戒はどうにか性転てん換かんの危機を免まぬかれたのだった。







「悪あく魔ま化……？」

「はい……」

　興奮状態だったアリサが落ち着いたところで、カリナは事情を説明してくれた。

「えっと……つまり、カリナは人間とサロマっていう悪魔の混血で、その、性的な興奮を覚えると悪魔の血の方が表に出てきちゃうってこと？」

「そう、です。そして、サロマは魔力が足りなくなると、人間から吸い取ることが、あります……それで、その方法が……えっと、あの……」

「ああ……うん。言わなくていいよ。なんとなくわかるから」

　顔を真っ赤にして、それでも頑がん張ばって説明しようとするカリナを戒が制する。

「じゃあ、さっき僕の身体が言うことをきかなくなったのも……」

「悪魔化した時の目を見てしまうと……身体の自由がきかなくなり、ます。ですから、アリサ先輩……カイ先輩は……」

「わ、わかった。お前も、そういうことならもっと早く言え。それでも男か」

「問答無用でちょん切ろうとしたくせに……」

　責任転てん嫁かしようとするアリサに戒はジト目を向ける。危あやうく明日から女子の制服で通うことになるところだった。いや、そういう問題じゃないだろうけど。

「しかし、そういうことならなぜ話してくれなかったのだ？　知っていれば、カイとて対策を講じることが出来ただろうに」

「……それ、は……」

　アリサの問いかけに、カリナが口ごもる。

「カリナは……ただでさえ、周りに迷めい惑わくをかけている、のに……。その上、悪魔の血が流れてる、なんて知られたら、もっと嫌きらわれちゃう……そう、思って……」

「「…………」」

　その言葉に、戒とアリサは思わず黙だまり込んでしまった。

　混血がゆえに、これまで色々な苦労があったのだろう。時には、いわれなき差別を受けたかもしれない。そう考えると、彼女が話せなかったのも仕方ないように思えた。

（そういえば……）

　そこで、つい先さき程ほどの出来事を思い出す。

「ねぇ、カリナ。もしかして、さっきの本ってさ……」

「はい……。今までは悪魔化しないように、ずっと男の人を避さけてましたけど……もう、そういうわけにもいかないと思って……だから……」

「……そっか」

　あの恋れん愛あい本は、男である自分と接するための彼女なりの努力だったようだ。

　方向性がややズレている気がしないでもないが、その気持ちはとても嬉しい。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ」

　戒はポン、とカリナの頭に手をのせる。

「カリナが悪魔との混血でも、僕もアリサも嫌いになったりしない。だから心配しないで」

「……怖こわく、ないんですか？　カリナ、先輩から魔力を吸おうとした、のに……」

「全然。だから変に気を遣つかわないで、僕にも普通に接して欲しいな」

　なにしろ、魔力がないから吸われる心配は皆かい無むだし。

「カイ、先輩……えへへ……♪」

　少し強めに頭を撫なでると、カリナがくすぐったそうに笑う。

　よかった。少しは元気が出たみたいだ。

「……おい。いつまで撫でているのだ」

　と、ここでアリサからどこか不ふ機き嫌げんそうな声で注意が。

「あ、ああ……ごめん」

「まったく、カリナばかり……私だって……」

「え？　何？」

「な、何でもない！　それより、用がないなら出るぞ！　また何かの拍ひよう子しに悪魔化してしまっては困る」

「そ、そうだね。それじゃあ、そろそろお暇いとまするよ。お茶、ごちそうさま」

「は、はい。あの……カイ先輩。また、来てください……ね？」

「うん。そのうち」

　最後にそう答えると、戒は小さく手を振ふってアリサと共に部屋を後にする。

　結局、人ひと違ちがいで召しよう喚かんされたことは言い出せなかったが……まぁ、避けられていた理由がわかっただけでも今日はよしとしよう。

「そうだ。アリサ、雨には濡ぬれなかった──って、なんで睨にらむの？」

　廊ろう下かに出てすぐアリサに声をかけると、なぜか彼女はこちらに疑いの視線を向けていた。

「……一つ聞きたいのだが、なぜお前はカリナの部屋にいたのだ？」

「なぜって……カリナが本を運ぶのを手伝って、それで……」

「本当だろうな？」

　アリサの目つきがさらに険しくなる。

「……何が言いたいのさ？」

「私が留守にしている間に、お前が良からぬことを企たくらんでいたのではないかと……」

「その疑いまだ晴れてなかったの⁉」

「当然だ。いくらお前が優やさしくても、男は男だからな」

「さいですか……」

　その言葉に、戒はがっくり肩かたを落とす。アリサの信用を得られる日はまだまだ遠そうだった。

「だがまぁ、今回は信用してやろう。カリナのあんな笑え顔がおを見たのは初めてだ。お前に心を許した証しよう拠こだろう」

「そうなの？」

「ああ。悔くやしいが、私達にはカリナの心を開くことは出来なかった。やはりお前は特別な存在なのかもしれないな。さすがは英えい雄ゆうといったところか」

「……いや、それは……」

　屈くつ託たくのない笑顔で褒ほめられ、戒は言葉に詰つまる。

　自分には英雄の力なんてない。もしカリナが心を開いてくれたのだとしても、それは単なる偶ぐう然ぜんに過ぎないだろう。

「ねぇ、アリサ。ちょっと聞いてもいいかな？」

「ん？　何だ？」

「アリサはさ、どうして軍人になりたいの？」

　予想外の質問だったのか、アリサがきょとんとする。

「いきなりだな。どうした？」

「いや、その……アリサにしても、他ほかの皆みんなにしても、どうしても退学になりたくないみたいだから。何か理由があるのかなって思って……」

　戒がそう言うと、ようやく納なつ得とくがいったような顔をするアリサ。

　そして、しばらく返答に迷った後、やがて困ったように苦く笑しようした。

「実はな……。私は、軍人になりたいわけではないのだ」

「え……？」

　予想外の答えに、今度は戒の方がきょとんとする。

「じゃあ、なんで士官学校に？」

「お前と同じだ」

「僕と……？」

　それはつまり、『願いの神樹イグドラシル』の力で叶かなえたい願いがあるということだ。だが……。

「本気で言ってるの……？」

「……？　どういう意味だ？」

「だって、軍人になったら死んじゃうかもしれないんだよ⁉」

　無意識の内に語気が強くなった。

　願いを叶えればこの世界を去る自分と違い、彼女は願いを叶えた後もこの世界に残るのだ。軍人になって戦地に赴おもむくことになれば、当然、命の保障はない。

「……そうだな」

　そう言って、アリサは寂さびしそうに笑う。

「だが、それを承知で私はここに入った。後こう悔かいはしていない」

「死ぬかもしれないってわかってて……それでも叶えたい願いなの？」

「ああ。私にとっては、どうしても〝ゆずれないもの〟なんだ」

　迷いのないアリサの答え。だが、戒には理解出来なかった。

　どうして、そんな風にはっきりと言い切れるのだろう。

「もしかして……他の皆も？」

「どうだろう。ただ、軍人になりたいと思っているように見えないな」

　その点に関しては戒も同意見だった。恐おそらく、他の皆にもあるのだろう。

　アリサと同じように、どうしてもゆずれない何かが。

「……わからないよ」

「わからない……？」

「命を危険に晒さらしてでも叶えたい願いなんて、僕にはわからない。せっかく願いを叶えても、死んじゃったら意味ないよ。だから──」

　そこで、戒は言葉を止める。

　本当はわかっていた。この理り屈くつは、あくまでその願いが自分のためのものであることが前提だ。自分以外の誰だれかのためであれば、その願いを叶える意味はある。

　けれど、それはきっと……口で言うほど簡単なことじゃない。

「まったく……仕方のない奴やつだな」

　そっと、アリサの指先が戒の頰ほおに触ふれる。

「どこかの誰かに異世界から連れてこられて、元の世界に戻もどる方法もわからず……そんな状態で、自分のことより私達の心配か？」

「……そんな立派なものじゃないよ」

　もちろん、アリサ達のことは心配だ。でも、それだけじゃない。

　だから──退学になってもいいじゃない。

　先程、自分はそう言いかけたのだ。ただ、噓うそをついている罪悪感から逃のがれたいがために。

（僕は……卑ひ怯きようだ）

　やはりこのままではいけない。勇気を出して、きちんと真実を話さなければ。

「あ、あのさ……。もう一つ話があるんだけど、いいかな？」

「まだあるのか？　何だ、言ってみろ」

　気軽な調子でそう言って、先を促うながすアリサ。これから知らされる事実など、想像だにしていないのだろう。

　僕が英雄ではないと知った時……果たして、彼女はどんな顔をするのだろうか。

「その……実は、僕──」




「カァァァァァァァァァイィィィィィィィィィィィ……！」




　だがその時。突とつ然ぜん、背後から世にも恐ろしい声が聞こえてきた。

　その声に反応し、戒はくるりと振り返る。そこには、

「きょ、教官……？」

　ナイフとフォークを持ったイレーナが、涙なみだ目めで仁に王おう立だちしていた。

「イレーナさんはずっと食堂で待っていたのだ！　それなのに、イレーナさんを放置してアリサといちゃいちゃしているとはどういう了りよう見けんなのだ！」

「なっ……！　べ、別にいちゃいちゃなどしていません！」

　イレーナの言葉にすかさずアリサがツッコむ。一方、戒は背中に冷や汗あせをかいていた。

　しまった。そういえば、イレーナに頼たのまれてジゼラを呼びに行ったんだった……！

「なんとか言うのだ！　言い訳があるなら聞いてやるのだ！」

「ええっと……実はですね。色々あって、素すで忘れちゃってまして……」

「…………（ぶちっ）」

　あ、なんか今嫌いやな音が……。

「……なるほど。教官の指示を忘れるとはいい度胸なのだ」

　イレーナの両目がギラリと危険な光を放つ。そして、

「それなら……ジゼラの料理の代わりにお前を食ってやるのだ～～～～～！」

　ナイフとフォークを高く掲かかげ、血に飢うえた猛もう獣じゆうのように跳ちよう躍やくした。

「ひっ……⁉」

　飛びかかってきたイレーナを、戒は間かん一いつ髪ぱつのところで避よける。振り下ろしたフォークが床ゆかに深々と突つき刺ささっていた。

　ちょっ……そんなので刺されたら洒落しやれにならないんですけど⁉

「ま、待って下さいよ！　言い訳があるなら言えっていうから言っただけなのに……！」

「言い訳にも限度があるのだ！　どんな言い訳でもいいというわけではないのだ！」

「きょ、教官！　状じよう況きようがいまいち飲み込めませんが、ひとまず落ち着いて下さい！　ナイフとフォークは危険すぎます！」

「うるさいのだ！　邪じや魔まをするならアリサも一いつ緒しよに食べてやるのだ！」

「ちょっ……どうして私まで……！」

「ひぃぃ……だ、誰か助けてぇぇぇええええ！」

　我を忘れて狂戦士バーサーカーと化したイレーナの怒ど声せいと、戒の情けない悲鳴が宿舎に響ひびき渡わたる。

　こうして、この日も結局、戒は真実を打ち明けることが出来なかった。







　第四章　名もなき王の墓前で







　狂戦士化したイレーナからなんとか逃にげ延び、九死に一生を得た翌日の朝。

　戒かいはアリサ達四人と共に宿舎を出て、校舎に向かっていた。

　なんでも、次の試合の組み合わせが発表されるらしい。

（結局、昨日も言えずじまい……。今日こそは言わないと……）

　宿舎からの通学路をとぼとぼと歩きながら、密ひそかにそう決意を固める。

　ふと隣となりを歩くアリサを見ると、普ふ段だんに比べて幾いく分ぶん、表情が硬かたい。

　負けたら退学の大一番。対戦相手によって勝算も違うだろうし、無理もないだろう。

　しばらく無言で歩き続け、校舎前に到とう着ちやく。掲けい示じ板ばんの前には既すでに人だかりが出来ており、制服を着た多数の生徒達ががやがやと盛り上がっていた。

「すまない。ちょっと通してくれ」

　アリサを先頭に人だかりを押しのけ、対戦表が見える位置まで移動する。

　そして、全員で次の対戦相手を確かく認にんし、

「二班……だとっ⁉」

　アリサが真っ先に、驚おどろきとも悲鳴とも取れるような声を上げた。

　声こそ出さなかったが、他の三人も目を見開いて食い入るように掲示板を見つめている。

　この反応は……。

「……あの、さ。もしかして……二班って強いの？」

　恐る恐る、戒はアリサにそう尋たずねる。と、




「来ていたか……。どうだ、退学が決まった気分は？」




　背後から、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「っ……貴様……」

「しかし、傑けつ作さくだな。せっかく編入生を取り込んでわずかな希望を得たかと思えば、最後の相手が俺とは」

　そう言って、クラウディオが心底楽しそうな笑い声を漏もらす。

　最後の相手が俺……ということは、すなわち……。

「試合は五日後か。まぁ、恨うらむなら自分の運のなさを恨め。予告通り、全員潰つぶしてやる。覚かく悟ごしておくんだな」

　散々言いたい放題言った後、踵きびすを返して去って行くクラウディオ。

　アリサは苦々しい表情でその背中を見送っていた。

「ねぇ……二班って、やっぱり……」

「……ああ。奴の所属する班だ」

　戒の質問に、アリサが絞しぼり出したような声で答える。

「ちなみに、これまでの成績は？」

「……一三勝一敗。総合二位だ」

「……マジですか」

　つまり一敗しかしていない班と、一勝もしていない班の対戦ということになる。

　結果なんて、ほとんどわかりきっていた。

「「「「……………………」」」」

　重苦しい沈ちん黙もくがその場を支配する。誰もが口から漏れそうになる弱音を、懸けん命めいに吞のみ込んでいた。

（……最悪だ……）

　まさに絶体絶命。

　それ以外にこの状況を表現する言葉が、戒には思い浮うかばなかった。







　二四班に割り当てられた、校舎に隣りん接せつされた訓練場の一つ。

　その控ひかえ室は、完全な静せい寂じやくに包まれていた。

　アリサも、ジゼラも、ミラも、カリナも。誰一人、声を発しない。ただじっと木製のベンチに腰こしを下ろし、力ない視線を虚こ空くうに向けている。

　耳が痛いほどのその沈黙に耐たえきれず、戒は地面に落ちてしまいそうな重いため息を口から吐はき出した。

　あれから三日。試合に向けて急きゆう遽きよ、練習試合が組まれたのだが……結果は三戦三敗。日を追うごとに、チームの雰ふん囲い気きは悪化している。

　初めのうちはメンバーを鼓こ舞ぶしていたアリサも、今や憔しよう悴すいしきった顔をしていた。

（無理もないかな……。相手はどこも二班より格下だし……）

　アリサ達も決して最初から諦あきらめていたわけではない。この三日間、練習試合以外の時間を使って毎日必死に訓練していた。それは一緒にいた戒自身が一番よく知っている。

　だが、どんなに頑がん張ばっても……これが現実だった。

「…………カイ」

　静まり返った室内に、アリサの弱々しい声が響く。

「明後日あさつての試合……勝てると思うか？」

　わずかな期待のこもった視線。他の三人からも同じ視線が向けられているのを感じる。

　練習試合では二班に手の内を見せないために、魔ま法ほうを使わないよう言われていた。

　だからこそ聞かれたのだろう。お前が魔法を使えば勝てるのか、と。

　勝てる。そう答えられたら、どんなにいいか。

（そんなこと、言えるわけない……）

　それどころか、本来ならば人ひと違ちがいで召しよう喚かんされたことを打ち明けていなければならないはずだ。

　だが、出来なかった。今や、英雄カイは彼女達に残された最後の希望。それを摘つみ取ることが、戒にはどうしても出来なかった。

「それは……」

　どう答えるべきか。その答えを見つけられぬまま、戒は口を開く。

　実のところ、これまでの練習試合で戒自身には二つの収しゆう穫かくがあった。

　一つは、インフィニティエッジの力が予想以上のものだったこと。

　試合で剣けんを握にぎって戦う内に、自分でも怖こわいほど感覚が鋭するどくなってきている。今ではこと接近戦に限れば、誰だれが相手でもそうそう後おくれを取らない自信があった。

　そしてもう一つは、二班と戦うための案を一つ思いついたこと。

　戒が思うに、二四班は一つ大きな問題を抱かかえている。それを解決出来れば、たとえ強敵が相手でも十分戦えるはずだ。

　ただ、その問題を解決する鍵かぎは他ほかならぬ自分が握っている。つまり、戒が役割を果たせなければそこで終わり。だからこそ、迷ってしまう。

　僕に……出来るのか？

「……わからないよ」

　結局、最後まで迷いを捨てることが出来ず。

　戒はただ一言、そう呟つぶやいた。







「どうすればいいんだよぉぉぉぉ～……！」

　木製の風ふ呂ろ椅い子すに腰こし掛かけながら、戒は浴場で一人頭を抱える。

　ニブルヘイム王立士官学校は女子生徒の比率が圧あつ倒とう的に高いため、宿舎もほとんどは女性用。戒の住むこの宿舎もその一つだ。

　となると、問題になるのは当然、トイレと風ふ呂ろ。トイレは二つある内の一つを男用にしてもらったのだが、風呂は残念ながら一つしかない。そこで、戒は特別に朝食前の時間に限って女風呂の使用を許されていた。

　普段はアリサ達が使っているということもあり、嬉うれしいような申し訳ないような複雑な気分になるが、こればかりは仕方がない。まさか風呂に入らないわけにもいかないし。

（って、そんなこと今はどうでもよくて……）

　二班との試合は明日。いよいよ、決断しなければならない。

　人違いであることを黙だまったまま試合に臨のぞむのか。それとも、全すべてを打ち明けるのか。

「はぁ……本当、どうしよう……」

「まったく困っちゃうわよね～……。わたしも退学になったらすごく困るわ～」

「そうですね～……困りますね～」

「うんうん。悩なやみは一緒ね～」

「……ふ～……」

　戒は一つ深呼吸をしてから、腰に巻いた手ぬぐいをもう一度、しっかり巻き直す。

　さて……落ち着いたところで、一つびしっと注意するかな。

「あのですね、先せん輩ぱい。男が入ってる風呂に入っちゃ……ってちょっとぉぉぉおおお⁉」

　注意しようと振ふり返り、瞬しゆん時じに回れ右。

　一瞬視界に捉とらえたジゼラは、肌はだ色一〇〇％。まさしく生まれたままの姿だった。

　ありえねぇぇええええええ‼

「カイくん、おはよう～」

「いや、ここは暢のん気きに挨あい拶さつする場面じゃないですよね⁉　か、隠かくして下さいよ！」

「どうして～？　隠さなきゃいけないような身体からだはしていないつもりだけど～」

「確かにご立派なものをお持ちで……っていやいやそういう問題ではなく！」

　一瞬見えたメロン大の見事な二つの膨ふくらみが頭をよぎり、鼻の奥が熱くなる。

　ダメだ。思い出すな。記き憶おくから消去するんだ！

　デリートデリートデリートデリート……！

「い、いくらなんでも裸はだかで風呂に入ってくるのはやりすぎじゃないですか⁉」

「カイくんのいた世界ではお風呂には服を着て入るの～？」

「いや、そんなことはないですけど……。あ、もしかして僕が入ってるのに気付かなかったとか？」

「もちろん、気付いてたわ～」

「ですよね～！」

　うん、わかってた。この人はこういう人だ。

「ねぇ、カイくん……？」

「な、なんでヒゅかっ⁉」

　思わず途と中ちゆうで声が裏返る。

　あろうことか、背後にいたジゼラは裸のまま、背中にぴったりと身体を密着させてきた。

　背中越ごしに感じるぐにぐにとした生の弾だん力りよくは、これまで感じたものとはまた別次元の柔やわらかさ。直接見えない分、色々と想像力をかき立てられてしまい、かえって興奮が増してしまう。

「あ、あの先輩……」

「ダメよ～。こっち向くの禁止～」

　首だけを背後に振り向けようとしたところで、ジゼラの手で強ごう引いんに押し戻もどされる。

「いくらわたしでも、じっくり見られるのは恥はずかしいわ～」

「なら、こんなことしないでくださいよ！」

「だってカイくん奥手そうだから、こうでもしないとその気にならないと思って～」

「そ、その気って……」

　ジゼラの言わんとしていることを理解し、戒は無意識の内に生なま唾つばを飲み込む。

　いよいよ追い詰つめられた今の状じよう況きようで彼女達が何かしらの行動に出る可能性は予測していたが……まさかここまでするとは。マスターズになりたいというジゼラの思いは戒の想像以上に強いようだ。

「で、でもですね。やっぱりこういうことは好意を持つ相手にだけするものだと思うわけで……」

「あらあら、言ったでしょう～？　わたしはカイくんと一生添そい遂とげる覚かく悟ごだって～」

「うぅ……」

　ぱっと思いついた定番の反論を一瞬で封ふうじられる。

　本気かどうかはわからないが、それを言われてしまうともう何も言い返せない。

（いっそのこと、ここで暴ばく露ろしちゃうか……。そうすればすぐやめてくれるだろうし。多分、風呂どころか宿舎から追い出されるけど……）

　密ひそかにぐっと唇くちびるを嚙かみ、覚悟を決める。

　さぁ、言え。言うんだ、中なか山やま戒！

「先輩、その……実はですね──」

「えいっ♪」

「ひゃぅっ……⁉」

　だがしかし。戒が真実を暴露しようとしたまさにその瞬間、ジゼラは首の後ろから両手を回して、さらにぎゅうっと抱だきついてきた。より圧あつ迫ぱく感を増した背中の弾力と吸い付くような柔やわ肌はだの感かん触しよくに、心臓が止まりそうになる。

「っ～～……も、もう勘かん弁べんして下さい！　冗じよう談だん抜ぬきで理性が飛びそうです……！」

「いいわよ～。そのためにこうしているんだもの～」

　そう言いながら、ムニ、ムニ、とリズミカルに自じ慢まんの双そう丘きゆうを押しつけてくる。

　ヤバい……もう限界だ。このままでは本当に取り返しのつかないことをしてしまいかねない。まだ理性が残っているうちに、きっぱり拒きよ絶ぜつしなければ！

「先輩、いい加減に──！」

　語気を強めて拒絶の言葉を紡つむごうとする。が、

「カイくん……そんなにわたしのことが嫌きらい……？」

「ぅぐっ……」

　ジゼラの悲しそうな声に、思わず言葉を止めてしまった。

　そんな風に言われたら……いや、騙だまされるな。これは演技、間違いなく演技だ……！

「嫌い、なのね……？（涙なみだ声ごえ）」

「そんなことないです！　好きですよ！」

　だが、ジゼラの涙声が聞こえた瞬間、戒は条件反射でそう答えてしまっていた。

　絶対噓うそ泣なきだってわかってるのに……ちくしょーっ！

「それなら、相思相愛だから問題ないわね～」

　予想通り、一転して明るい口調に戻ったジゼラが言う。

　ダメだ。明らかに相手の方が上手。まともに相手しても勝てる気がしない……！

「ぼ、僕もう上がりますから！　失礼します！」

　逃にげるが勝ちとばかりに立ち上がり、強引にジゼラを振り払はらおうとする。が、

「あん♥　カイくん待って～」

　当然、あっさり逃がしてくれるはずもなく、腕うでを摑つかまれ引き留められてしまった。

「っと……わ、わ……！」

　その拍ひよう子しにつるっと浴場の床ゆかで足を滑すべらせる。なんとかバランスを保とうとしたもののそれは叶かなわず、戒は身体を反転させながら床に尻しり餅もちをついてしまった。

「あいたたた……ん？」

　痛むお尻をさすっていると、頭上から白い手ぬぐいが降ってくる。

　……あれ？　この手ぬぐいって……。

「……あ、あらあら～……」

　目の前にいるジゼラが、珍めずらしく本気で困ったような声を漏もらす。

　嫌いやな予感がしてすーっと目線を下げると、先さき程ほどまで戒の下半身を覆おおっていた布が無くなっていた。

　そう。つまり今、戒の下半身の大事な部分が……。

「カ、カイくんったら……その……」

　ジゼラは視線を逸そらしてモジモジしながら頰ほおを染め、

「女の子みたいな顔してるのに……意外と……♥」

「わ～～～～～～～～～～ん‼」

　拾った手ぬぐいで瞬時にあそこを覆い隠し、泣きながら全速力で脱だつ衣い所に向かう。

　うぅ……最悪だ。もうお婿むこにいけないよ～～～～～～！







　身体も満足に拭ふけないまま大おお慌あわてで制服に着き替がえ、戒は脱衣所を出る。

　のんびりしているとジゼラに追いつかれてしまう。ともかく一いつ旦たん宿舎を出て、身の安全を確保してから対策を考えよう。

　一階の廊ろう下かをダッシュし、一目散に玄げん関かんへ向かう。ところが、

「えっ……⁉」

　食堂の前を通過しようとしたその瞬間、いきなり身体が大きく傾かたむいた。

「っと、ちょっ……！」

　そのまま吸い寄せられるように食堂の中に転がり込む。と同時に、パタリと扉とびらが閉じられた。

「いった……」

　何が起きたのかわからないまま、身体を起こして扉の方に視線を向ける。そこには、

「ふぅ……ここまでは計画通りですわ。待ち伏ぶせして正解でしたわね──って、なぜそんなに汗あせをかいていますの？　入浴した帰りではなくて？」

　何やら懐かい中ちゆう電灯のようなものを手にし、こちらを見下ろすミラの姿があった。

　ちなみに、戒の服が濡ぬれているのは汗のせいではなく、きちんと身体を拭くことが出来なかった名残なごりである。

「いや、これには色々事情が……。それより、今何をしたの？　それなに？」

「これは風の力を利用してものを吸い寄せる、ベロワ家に伝わる魔法具アーテイフアクトの一つですわ。多少重いものでも吸い寄せられますから、家具の移動などに重宝しますのよ」

「魔法具……？」

「あら、知りませんの？　古代魔法を封じた道具のことですわ。封じられた魔法の効果しか発揮出来ませんが、古代魔法が失われた今となっては貴重品──って、そんなこと今はどうでもよくてよ！」

　そう言い放つと、懐中電灯のような魔法具を床に置き、腕組みをして扉の前に仁に王おう立だちするミラ。まるで、食堂からは一歩も出しませんとでも言うように。

　……なんだろう。何かとてつもなく嫌な予感がする。

「あの～……それで、僕に何か用？」

「それは、その……あ、あれですわ」

「あれ……？」

「ですから……う、うるさいですわね！　少しは自分で考えなさい！」

「えぇ～……」

　いやいや、なんで無理矢理連れてこられた僕が考えないといけないのさ……。

「そ、それで……どうすればよろしいんですの？」

　頰を赤く染め、そわそわした様子でそう尋たずねてくる。

　もうなんとなく展開が読めた気がするけど……一応、念のために聞いておこう。

「えっと……ごめん。一体何の話？」

「で、ですから、殿との方がたを興奮させるためにはどうすれば良いのか聞いているのですわ！」

「ああ、やっぱり……」

　予想通りの展開に心中で涙する。どうやら二四班のメンバーは相当、精神的に追い詰められているようだった。

　こんな状態では、きちんと話も出来そうにない。真実を打ち明けるにしても、少し時間をおいて冷静になってもらってからの方が良いだろう。

（さて……そうと決まれば……）

　脱だつ出しゆつ路を探すため、素す早ばやく周囲に視線を走らせる。

　出入口の前にはミラが立ちふさがっており、通り抜ぬけは不可能。食堂のすぐ隣となりにあるテラスに出ることは可能だが、ここからでは遠すぎる。テラスに出る前にまた魔法具で捕つかまってしまうだろう。

　ダメだ……どこにも逃げ場がない。

「は、早く教えなさい！　人が来てしまいますわ！」

　ミラが切せつ迫ぱくした声で返答を急せかす。貴族出身の彼女にとって、この状況は耐たえがたいものがあるのだろう。

（……待てよ）

　そこで、ひらめいた。

「そ、そうだね……僕もれっきとした男だし、興奮するには最低でもパンツくらいは見せてくれないと」

「なっ……！　こ、ここで下着を見せろというんですの⁉」

「そりゃあ、そのくらいしてくれないとね。当然でしょ」

　出来る限り偉えらそうな感じでそう言って、肩かたをすくめる。

　こんな恥はずかしい命令を、しかも上から目線の態度で下せば、貴族のお嬢じよう様さまであるミラは耐えられないはず。きっと怒おこってこの場を立ち去るに違ちがいない。

「そ、そんな……そんなはしたないことを……」

　屈くつ辱じよくのあまりか、涙目になってプルプルと震ふるえるミラ。

　なんだかいじめているみたいでとても申し訳ない気持ちになるが、仕方ない。なんとかしてこの場を逃のがれて、一度冷静になって貰もらわないと。

「あの子のため……これもあの子のためですわ……！」

　俯うつむいたミラが小声で何事かをぶつぶつと呟つぶやく。そして、

（えっ……⁉）

　細かく震える両手で、そっとスカートの裾すそを摘つまんだ。

「い、一度だけですわよ……！」

　顔をさらに赤くし、目め尻じりに大おお粒つぶの涙を溜ためながら、ゆっくりと、少しずつ、スカートを持ち上げていく。その下から、すらりと伸のびた美しい足が徐じよ々じよに顔を覗のぞかせ始めた。

　まさか本当にやるなんて……一体何が彼女にここまでさせているんだ⁉

「っ……くぅぅ～……！」

　ぎゅっと目をきつく閉じて羞しゆう恥ちに耐えながら、それでも懸けん命めいにスカートを持ち上げていく。加か虐ぎやく心をそそるその表情に、いけないと思いつつも背筋がぞくぞくしてしまう。

　やがて露あらわになる、すらりとした足とは対照的なむっちりとした太もも。先程のジゼラに比べれば大した露ろ出しゆつではないはずなのに、心音がバクバクと頭の中に響ひびき渡わたる。

　まさか、これがチラリズムの魔ま力りよくというやつなのか……⁉

（ど、どうしよう……）

　このままパンツを見てしまったら、もう男として色々と責任を取らなければいけないような気がする。それはなんとしても避さけなければならない。

　でも、逃げ場はどこにもないし……。

（…………あれ？）

　そこで、ふと気付いた。スカートを持ち上げているミラは完全に目を閉じており、こちらを見てない。

　これ……今なら逃げられるんじゃ？

（……よし、やってみよう）

　抜き足差し足。足音を立てないよう全神経を両足に集中させながらゆっくりと立ち上がり、ミラの側面に回り込む。彼女がこちらの行動に気付く様子はない。

（いけそうだ……！）

　そーっとそーっと、サイドステップの要領でミラの脇わきを抜ける。

　プライドをかなぐり捨ててまでこちらの要求に応こたえている彼女を放置するのは気が引けるが、お互たがいのためにこれが最善なのだと自分に言い聞かせた。

　なんとか気付かれないまま、背後に回り込む。そして、ゆっくりドアノブを回すと、無事食堂の外に脱出することに成功した。

（ミラ……ごめん！）

　最後に両手を合わせて心中で謝罪すると、静かに食堂の扉を閉め、再び走り出す。

　放置プレイがバレて捕まったら、確実に殺されるだろう。一刻も早く逃げないと！







　せわしなく動く両足が、廊下の床を軋きしませる。少し先に見える角を曲がれば、玄関はもうすぐそこだ。

（ここまで来れば、さすがに……！）

　勝利（？）を確信し、戒は心の中で小さくガッツポーズを作る。が、

「あ……せ、先せん輩ぱい……！」

「うぇっ……⁉」

　最後の曲がり角のところで、ばったりカリナと出くわしてしまった。

　危あやうくぶつかりそうになったところをギリギリのところで回かい避ひする。

「ご、ごめんねカリナ！　僕今すごく急いでて……って何その格好⁉」

「あぅぅ……」

　目の前にいるカリナが恥ずかしそうに身を捩よじる。

　彼女が身に着けているのは、制服のブラウスただ一枚。いわゆる裸はだかワイシャツならぬ裸ブラウス状態だった。しかも、ブラウスのボタン上二つが外れており、彼女の小ぶりな胸が今にも見えそうになっている。ただでさえ扇せん情じよう的な格好なのに、そのせいで背徳感が半はん端ぱじゃない。

「こ、これは、その……ジゼラ先輩に、教わって……」

「何教えてるのあの人⁉　と、とにかくまず下を穿はいて！」

「は、穿いてます！　可愛かわいい、ピンクの……！」

「……あ、いや、スカートとかズボンのことなんだけど……」

「…………はぅっ！」

　自分の勘かん違ちがいに気付いたカリナの顔が、ぼんっと爆ばく発はつしたように赤くなる。

「ひどい、です……カイ先輩。そんなこと……言わせる、なんて……」

「今のは僕が悪いの⁉　ああ……ごめん泣かないで。僕が悪かった。後でちゃんと謝るから、とにかく今は僕を行かせて欲しい！」

　目尻に涙を溜めるカリナに手を合わせて謝罪した後、速すみやかにその脇を抜けようとする。

「ま、待って下さい……！」

　だが、もうあと一歩というところで抱だきつかれるようにして左腕うでを摑つかまれ、引き留められてしまった。

　二の腕辺りに感じる、まだ発展途と上じようながらも確かな柔やわらかさを持つ膨ふくらみ。

　カリナ、当たってる……！　当たってるって……！

「あ、あの……先輩に、お願い、が……」

「お、お願い……？　何？」

　二の腕から伝わる感かん触しよくを必死に意識の外に追いやりながら、戒はほとんど上の空で返答する。

　すると、カリナは少しの間モジモジした後、やがて意を決したように顔を上げ、




「い、今からカリナと……その……え、えっちなことしてくれませんか？」




　その口から、衝しよう撃げき的な言葉が飛び出した。

「…………へ？」

　あまりの衝撃発言に、脳が一いつ瞬しゆんフリーズする。

　何この状じよう況きよう。これ何てエロゲー？

（いやいやいや、落ち着け……！）

　冷静に考えてみれば、カリナもさっきの二人と目的は同じだろう。となれば、考えるまでもなく答えはノーだ。

　そう、答えはわかりきっている。わかりきっている……のだが、

「お願い、します……先輩……」

「うぅぅ……」

　恥ずかしさのあまりか、こちらを見つめるカリナの目は涙でウルウルと飽ほう和わ状態。

　そんな捨てられた子犬ような目をされると……ものすごく断りづらい！

（ちょ、ちょっとくらいなら……って、何を考えてるんだぁぁぁぁあああああ‼）

　今すぐ廊ろう下かの壁かべと石頭勝負をしたい衝しよう動どうに駆かられる。

　一瞬でもそんな考えが浮うかぶなんて……僕は最低だ！

「カイくん見～つけた～♪」

「よくもわたくしを放置して逃にげましたわねぇぇぇえええ！」

「げぇっ……！」

　そんな風に戒があれこれ葛かつ藤とうしていると、廊下の向こうから笑え顔がおのジゼラと、鬼おにの形相のミラの姿が。まずいまずいまずいまずい……！

「カリナ、ごめん！」

「あっ……！」

　断腸の思いでカリナの手を振ふり払はらい、再び走り出す。

　そして、ついに玄げん関かんまで辿たどり着いた。

（やった……！）

　大急ぎで玄関の扉とびらを開けようとする。が、

「あ、あれっ……⁉」

　鍵かぎを開けたのに、なぜか扉は開かなかった。何度も試ためしてみるが、やはり開かない。

「ふふ……無む駄だよ～カイくん。昨日のうちに外からしか開かないようにしてあるから～」

「そ、そんな……！」

　してやったりと言わんばかりの顔をするジゼラ。

　まさかそこまで手を回してあるなんて……道理で急いで追ってこなかったわけだ。

「いわゆる一つの〝備えあれば憂うれいなし〟というやつね～。ほら、見て～」

　ジゼラがどこからともなくメモ用紙のような物を取り出す。

「？　なんですか？　それ」

「子供の名前候補よ～♪」

「何の備えですか⁉」

　備えにも限度があると思います！

「くそっ……！」

　玄関からの脱だつ出しゆつを諦あきらめ、再び廊下を走る。三人もすぐに後を追ってきた。気分はまさにゾンビの群れに追われる某ぼうゲームの主人公だ。

「どこに逃げても無駄よ～。マスターキー持ってるもの～」

「往おう生じよう際ぎわが悪いですわよ！　おとなしく死になさい！」

「先輩、待って……！」

「うぅぅ……なんでこんなことに……！」

　泣き言を呟つぶやきながら階段を駆け上がる。

　こうなったら、もう最後の手段を使うしかない！

「いた……！」

　三階に上がってすぐ、運良く目的の人物を見つける。戒は猛もう然ぜんと彼女の元に向かった。

「む……カイ、ちょうどいいところに。今、お前に会いに行こうと──」

「アリサ、助けてぇぇぇぇええええ！」

　見栄もプライドもかなぐり捨て、アリサに泣きつく。自分でも心底情けないとは思うが、もうこれ以外に三人から逃のがれる方法が思い浮かばなかった。

「ちょっ……ちょっと待て！　いきなりどうした⁉」

「追われてるんだ！　貞てい操そうの危機なんだよぉぉぉおお！」

「て、貞操⁉　一体何を……って⁉」

　戸と惑まどいの表情から一転、アリサが目を見開く。

　その視線を追って振り返ると、ちょうど三人がドタバタとすごい勢いで三階に上がってきたところだった。

「い、一体何の騒さわぎです！　今日は休日ではないのですよ！　それにカリナ、その格好は何だ！　いくら宿舎の中とはいえ……いや、なるほど。そういうことか……」

「アリサちゃん、しっかり捕つかまえててね～」

　ジゼラがニコニコしながらこちらに迫せまってくる。満面の笑みのはずなのに、異様に怖こわいのはどうしてなんだろう。

「……まったく、考えることは皆みんな同じというわけか……」

「え？　何か言った？」

「な、なんでもない！　ともかく、ここは一度退たい却きやくだ！」

　そう言うや否いなや、有う無むを言わさず戒の手を引くアリサ。

　そして、がらりと窓を開け放つと、何の躊ちゆう躇ちよもなく飛んだ。

「ア、アリサ⁉　ここ三階……！」

「あの木の枝に足をかけろ！」

　その言葉にとっさに反応し、戒は宿舎の傍そばにあった大木の枝を足場にする。幸い、太くしっかりしていた枝は折れず、二人は無事、地面に着地した。

「グズグズするな！　捕まる前に逃げるぞ！」

「う、うん……！」

　一足先に走り出したアリサの背中を慌あわてて追いかける。

　背後から、ジゼラ達の悔くやしそうな声が聞こえたような気がした。







「……ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶだろう」

　しばらく全力疾しつ走そうした後、ようやく足を止めたアリサが大きく息をつく。戒も胸に手を当てて素す早ばやく呼吸を整えた。

「は～……助かったよ。ありがとう、アリサ」

「礼ならいい。宿舎の外なら、先輩達もあんな無茶は出来ないだろう」

「うん。それにしても、まさかあそこまでするなんて……さすがにちょっとやりすぎだと思わない？　そりゃ、大変な状況なのは僕もわかってるけどさ……」

「あ、ああ……そう、だな……」

　戒が同意を求めると、アリサは珍めずらしく歯切れの悪い返答をした。

　もしかしたら、同じ班のメンバーとして多少、責任を感じているのかもしれない。

「そ、それよりこの後のことだが……どうだ。お前はまだ学校から外に出たことがないだろう？　せっかくだから、私が市街地を案内してやろうか？」

「え……？　でも、授業は？」

「一日くらい休んでもいいだろう。たまには休息も必要だからな」

「たまにはって……アリサ、この間の授業ほとんど寝ねてたじゃん……」

「ね、寝てなどいない！」

「いや、でも明らかに──」

「ね・て・な・い！」

「あ、うん……そうだね。僕の見み間ま違ちがいだったかも……」

　ギンッ、と鋭するどい視線を向けられ、戒はつい日和ひよってしまう。だって怖いんだもん……。

「まぁいい……。それで、どうするのだ？」

「う～ん……アリサは迷めい惑わくじゃない？」

「心配するな。私も買いたい物がいくつかあるから、そのついでだ。まぁ、一いつ緒しよに来るなら荷物持ちくらいはしてもらうが」

「あはは……了りよう解かい。じゃあ、ご一緒させてもらおうかな」

　せっかくのお誘さそいなので、ありがたくその厚意に甘えることにする。

　本当はそんなことをしている場合ではないのかもしれないが、ここ最近は悩なやみ事ばかりで正直、疲つかれていた。たまにはぱーっと気晴らしがしたい。

「うむ。い、一応言っておくが、これはあくまでただの買い物だ。その……デートというやつではないのだからな？」

「うん。もちろんわかってるよ」

「わかってるとはなんだ！　それでも男か！」

「えぇ～……」

　確かく認にんされたから同意したのに……その怒おこり方は理り不ふ尽じんすぎるよアリサ……。

「ふん……もういい！　さっさと行くぞ！」

「あ、ちょっとアリサ！　待ってよ～」

　一人でさっさと先に行こうとするアリサを慌てて追いかける。

　そんなこんなで、戒はアリサと二人で市街地を見て回ることになった。







「それで、最初はどこに行くの？　武器屋とか？」

　裏門から密ひそかに学校を出て、市街地に通じる石いし畳だたみの大きな通りを並んで歩きながら、戒はアリサにそう尋たずねる。

　だが、それを聞いたアリサはたちまち不ふ機き嫌げんそうな目つきになった。

「……なぜ初めに出てくるのが武器屋なのだ？」

「え？　いや、なんとなく……」

「……そうか。お前が普ふ段だん、私をどういう目で見ているのかよ～くわかった」

「あぅ……ご、ごめん」

　慌てて謝るも、ふんとそっぽを向いてしまうアリサ。どうも初めから機嫌を損ねてしまったようだ。

「じゃ、じゃあ、雑貨屋さんとか？」

「雑貨屋で何を見るのだ？」

「えっと……可愛かわいい小物とか」

　同年代の女子と一緒に買い物した経験がほとんどないため、とりあえず一いつ般ぱん的に女性が好きそうな物をチョイスしてみる。すると、

「そ、そんなもの、私に似合うわけがないだろう」

　またしてもアリサはそっぽを向いてしまった。もっとも、先程とは少し感じが違う気がする。なんとなく、本当に嫌いやがっているようには見えなかった。

「まぁまぁ、そう言わず。僕もこの世界の雑貨を見てみたいしさ」

「……し、仕方ないな。私は別に雑貨屋になど用事はないが、お前が見たいのなら……」

　戒が宥なだめるようにそう言うと、アリサは微び妙みように言い訳がましい文句を付けつつも、雑貨屋行きを承しよう諾だくしてくれた。

　無事最初の目的地も決まり、賑にぎやかな大通りを並んで歩く。ただの荷物持ちとわかっていても、女の子と一緒に買い物をするというだけで戒のテンションは上がっていた。我ながら現金なものだと思う。

「ここでどうだ？」

　しばらく歩いた後、一いつ軒けんのお店の前でアリサが立ち止まる。出入口の窓から中を覗のぞき込むと、十数人のお客が店内を見て回っていた。なかなかの盛せい況きようぶりだ。

「いいんじゃないかな？　よく来るの？　このお店」

「いや、ただ前から気になって──じゃない。こ、ここしか知らなかっただけだ！」

「……そ、そうなんだ。じゃあ、とりあえず入ろうか」

　なかなか素す直なおにならないアリサに苦く笑しようしつつ、先に扉とびらを開ける。

　からんからん、と耳に心地ここちよいベル音が二人を出で迎むかえてくれた。

「わぁ……いっぱいあるね」

　店内に入ってすぐ、戒は感かん嘆たんの声を上げる。お店自体はそれほど大きくないのだが、限られたスペースの中に大小様々な雑貨が所ところ狭せましと並べられていた。

「う、うむ。まぁ……そうだな」

　声を抑おさえ、必死に無関心を装よそおうアリサ。だが、目だけはきょろきょろとあちこちを見ていた。別に隠かくさなくてもいいのに……。

「せっかくだから、一通り見て回ろうよ」

「そうかっ⁉　……ま、まぁ、お前がそうしたいと言うのなら付き合ってやろう」

　一いつ瞬しゆんだけ目を輝かがやかせた後、すぐにはっとして再び無関心を装う。興味津しん々しんなのはもう誰だれの目にも明らかなのに……。

（本当、素直じゃないなぁ……）

　再度苦笑を浮うかべつつ、宿舎を出た時とは逆に、今度は戒がアリサを先導して店内を見て回る。商品の雑貨は全すべて手作りらしく、一つ一つ微妙に出来が違う。もちろん、日本にあるような便利な物や複雑な造りの物はなかったが、デザインや機能に色々な工夫が施ほどこされており、見ているだけで楽しめた。

「あ……これ可愛いね」

　そんな中、戒はとある一品に目を留める。首の辺りにピンクのリボンと小さな鈴すずが付いた、白しろ猫ねこのぬいぐるみだった。

「アリサはぬいぐるみとか好き？」

「す、好きなわけないだろう」

「そうなんだ。可愛いのになぁ……」

　若じやつ干かん後ろ髪がみを引かれつつも、ぬいぐるみから視線を外して歩き出す。が、

「……あれ？　アリサ？」

　振ふり返ると、アリサが後をついてきていなかった。先程のぬいぐるみの前で立ち止まったまま、じーっとそれを見つめている。

「……もしかして、欲ほしいの？」

「なっ……！　そ、そんなわけがないだろう！　どうして私がこんなものを……！」

「（ぬいぐるみを手にしつつ）そんな風に言われると悲しいにゃん……」

「ああ……違うのだネコさん、そういうつもりでは……って何を言わせるかーっ！」

　アリサが顔を真っ赤にして怒り出す。しまった。ついからかってしまった。

「でも、いいの？　一個しかないからなくなっちゃうかもよ？」

「う……い、いや、知らん。私には関係ないことだ」

　腕うで組ぐみをして明後日あさつての方向に首を向けるアリサ。だが、視線だけはちらちらとぬいぐるみの方に向けられていた。どう見ても欲しがってるようにしか見えない。

（あ……そういえば）

　そこで、戒はふと思い出す。制服のポケットに手を突つっ込むと、中には一昨日おととい、イレーナからもらった硬こう貨かが入ったままだった。

「アリサ、ちょっとここで待ってて」

「え？　あ、ああ……」

　ぬいぐるみを手に取り、店員の待つカウンターに向かう。そして、ぬいぐるみを見せながらポケット内にある硬貨を全部出した。値札はついているのだが、どの硬貨にどれくらいの価値があるかわからないのだ。

「あの……このぬいぐるみ、これで買えますか？」

「？　えっと……はい。買えますけど……」

　女性店員が不思議そうに首を傾かしげる。戒ほどの年ねん齢れいでお金の数え方を知らない人間など他ほかにいないだろうから、無理もないだろう。

「じゃあ、これください」

　店員の疑問を笑え顔がおで誤ご魔ま化かし、無事ぬいぐるみを購こう入にゆうする。そして、お釣つりを再びポケットにしまうと、すぐアリサの元に引き返した。

「お前……お金を持っていたのか」

　購入する場面を見ていたらしく、アリサが驚おどろいたような顔をする。

「うん。この前、教官が少し恵めぐんでくれたんだ。これ気に入っちゃったから、アリサが買わないなら僕が買おうと思って」

「む……そ、そうか……」

　こちらの言葉に、見るからにしょんぼりと肩かたを落とすアリサ。

　ちょっとした意地悪のつもりだったのだが、どうも本気にされてしまったようだ。

「でも、今日はアリサに助けて貰もらったし、お礼にプレゼントしてもいいよ？」

「いいのかっ……⁉」

「うん。まぁ、アリサがいらないって言うなら無理にとは言わないけど──」

「そ、そんなことは言っていない！」

　差し出したぬいぐるみを引っ込めようとすると、慌あわてて引き留められる。

　ぬいぐるみを両手で持っていたため、まるで手を握にぎられるような格好になってしまった。

（うゎ……）

　不ふ可か抗こう力りよくだとわかっているが、すべすべで温かいその感かん触しよくについドギマギしてしまう。

　決して大きくない僕の手よりさらに小さな手。

　やっぱり、アリサも女の子なんだなぁ……。

「ぁ、う、ぅあ……」

　アリサの方も手を握っていることに気付いたらしく、口元をあわあわさせながらぱっと手を離はなす。二人の間になんともいえないこそばゆい空気が流れた。

「え、えっと……それで、プレゼントは受け取って貰えるのかな？」

「そ、そうだな……断るのも失礼だし、も、貰ってやろう……」

　喜びが顔に出ないよう必死に自制しながら、ぬいぐるみを受け取るアリサ。

　最後の最後まで欲しいと言わないその頑がん固こさに、戒は苦笑を浮かべるほかなかった。







「それで、次はどこへ行くの？」

「少し洋服を見ようと思っている。……一応言っておくが、防具ではないぞ？」

「わ、わかってるってば」

　ジト目を向けてくるアリサに、戒は冷や汗あせ混じりにそう返す。まだ武器屋発言を根に持っているらしい。やっぱり、女の子相手にあの発言は失礼すぎたかなぁ……。

　その後も他愛ない会話をしている内に、目的のお店に到とう着ちやくする。こちらもなかなか盛況だった。

「ここも結構色々あるなぁ……。僕、ファッションにあまり興味ないからいつも適当に買ってたけど、アリサはどういう服が好きなの？」

「動きやすいものだな」

「……単刀直入だね」

「学校にいる間はずっと制服だし、外出する時も長期休きゆう暇か中以外は制服着用が義務づけられている。私服を着る機会自体あまりないから、それほどこだわりもない」

「そうなんだ……」

　その説明に頷うなずきつつ、アリサに続いて店の奥へ。手前側にある服は高価なものが多く、学生が買うようなものではないそうだ。

「ふむ……この辺りか」

　アリサが並んでいる商品の内の一着を手に取る。上が柄がらの入った白いシャツに下が黒のショートパンツという、なんともシンプルな組み合わせだ。

　そこで、ふとアリサと目が合う。すると、

「……ど、どうだ？」

　アリサは手にしていた服を身体からだの前に合わせて、感想を求めてきた。

「あ……うん。いいんじゃないかな？」

「むぅ……適当に答えてないか？」

「そんなことないよ。本当に似合ってるよ」

「そ、そうか……」

　戒が念を押すようにそう言うと、アリサの表情が少し明るくなる。どうやら本心であることはきちんと伝わったようだ。

（それにしても……）

　女の子と買い物に来て服の感想を聞かれるなんて、なんだかすごくデートっぽい。人生で初めての体験に軽い感動すら覚えてしまう。

　いや、アリサにそんなつもりがないことはわかっているけどね。

「お、お前がそう言うのならこれにするか。せっかく一いつ緒しよに来ているわけだし、意見は尊重しないとな……」

　小声で何事か呟つぶやきながら、アリサが手にしていた服を買い物かごに入れる。

　う～ん……それも十分似合ってるけど……。

「ねぇ、アリサはこういうのは着ないの？」

　戒は並んでいる服の中から、赤いフリフリスカートのドレスを手に取った。この辺りにある商品の中では一ひと際きわ目立つ一着だ。

「そ、そんなもの着るわけないだろう！」

　ドレスを一目見て、頰ほおを染めたアリサが答える。

「どうして？」

「私には似合わないからだ！」

「そうかなぁ……」

　確かに活発なアリサにあまりドレスのイメージはないが、さらさらの黒くろ髪かみは遠目にも美しいし、顔立ちも非常に整っている。似合わないなんてことはないと思うのだが……。

「まぁ、そう言わずに一度着てみようよ。案外似合うかもしれないよ？」

「こ、こら押すな！　一体どうしたのだ！　今日のお前は妙みように積極的だぞ⁉」

　そんなことないよ、と答えながらアリサを試着室に押し込む。

　しかし、口では否定したものの、この状じよう況きようにどこか浮かれている自分がいることは紛まぎれもない事実だった。

「仕方ないな……。プレゼントも貰ってしまったし、これ一着だけだからな」

　これ以上の抵てい抗こうは無む駄だと判断したアリサが、渋しぶ々しぶドレスを持って試着室に入る。

「……覗のぞいたら殺す」

　着き替がえる前に一言釘くぎを刺さしておくことも忘れなかった。

　もちろん殺されるのは嫌いやなので、大人しく試着室の前で待機する。

　そして、五分ほど経たったところで、

「お、おい。カイ、そこにいるか？」

　試着室の中から、戸と惑まどったようなアリサの声が聞こえてきた。

「いるよ。着替え終わった？」

「ああ、ほとんど終わったのだが……背中のファスナーだけが上手うまく上がらないのだ。だから、その……手伝ってくれないか？」

「うん、いいよ……って、え……？」

　二つ返事で承しよう諾だくしてから、ふと思い直す。よく考えれば、それはすなわちアリサの背中をじっくり見つめながらの作業になるわけで、男の自分には少々辛つらいものが……。

「で、では頼たのむ」

　だが、戒が店員を呼びに行く前に、アリサはさっと試着室のカーテンを開けてしまった。

　すぐ目の前になだらかな曲線を描えがく、シミ一つない綺き麗れいな背中が現れる。たったそれだけのことなのに、戒の心しん拍ぱく数すうは急激に上じよう昇しようを始めていた。

「は、早くしてくれ。あまり見られると恥はずかしい……」

「ご、ごめん！」

　アリサの声にはっとして、慌ててファスナーに右手を伸のばす。自分でも驚くほど指先が震ふるえてしまっていた。

「い、いくよ……（？）」

「こ、こい……（？）」

　よくわからないやり取りを交かわした後、戒はドレスのファスナーを上げていく。背中に指が当たらないよう、慎しん重ちように慎重を期した作業だった。

　別に指が当たってしまってもアリサは怒おこらないと思う。ただ、足あし跡あと一つないゲレンデのような美しい彼女の背中に自分の指が触ふれることは、何かとてつもない悪行のように戒には思えた。

「お、終わったよ」

「む、そうか。すまなかったな」

　ファスナーを上げ終えると、アリサがフリフリスカートを翻ひるがえし、くるりと半回転してこちらを向く。

「……ふゎ……」

　思わず、口から魂たましいが抜ぬけたような声が漏もれた。

　似合わなくない、なんてものじゃない。これ以上ないほど似合っていた。どこかの国のお姫ひめ様と言われても疑いを持たないレベルだ。

「な、なんとか言え……」

　放心状態の戒を見て、恥ずかしそうに自分の肩かたを抱だいたアリサが言う。その仕草がまたたまらなく魅み力りよく的で、戒の心臓はもはや破は裂れつ寸前だった。

「あ、えっと……き、綺麗だよ」

　どう答えれば良いか散々迷った挙げ句、やっと口から飛び出した感想はたったそれだけ。自分の語ご彙い力のなさを心底呪のろいたくなった。

「本当か……？　私に気を遣つかっているのではないだろうな？」

「もちろん本当だよ！　さっきのよりもっともっと似合ってる！」

「バ、バカ……よせ……！」

「だって、本当に似合ってるから……。舞ぶ踏とう会の会場とかにいても全く違い和わ感ないよ」

「……な、なら、もしお前が舞踏会に行ったら、私に声をかけるか？」

「え……？」

　想定外の質問に、思わず聞き返してしまう。

　あいにく、これまで舞踏会などという洒落しやれたものには縁えんがなかった。当然、ダンスはおろか、礼れい儀ぎ作法もしきたりも知らない。

　とすれば、必然的に会場にいる知人に教えて貰もらわなければならないわけで……。

「うん、もちろん！　誰だれよりも先に（礼儀作法等を聞くために）声をかけるよ！」

「なぁっ……！」

　戒が自信を持ってそう答えると、なぜか心底驚おどろいたような顔をするアリサ。そして、

「い、いきなり何を言うのだ！　それでも男か！　ばかばかばかばか……！」

「あいたっ……な、なんで⁉　どうして叩たたくの⁉」

　急に顔を赤くしたかと思うと、ぽかぽかと戒の頭を叩き始めた。

　それほど力が入っていないので痛くはないのだが、なぜ叩かれているのか全くの謎なぞだ。

「うるさい！　黙だまってこのまま叩かせろ！」

「そんな理り不ふ尽じんな……あ、あんまり暴れちゃダメだって！　その服売り物なんだから！」

　両腕うでを振ふり回すアリサを懸けん命めいに押さえ込もうとする戒。

　その後、暴走気味のアリサが落ち着くまで、しばしの時間を要したのだった。







　結局、初めに見た一着と戒の選んだドレスの二着を購こう入にゆうし、二人は服屋を後にした。

　もう昼時ということもあって、大通りはさらなる賑にぎわいを見せ始めている。
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「そろそろ腹が減っただろう。屋台通りで何か食べていこう」

「屋台通り？　そんなところがあるの？」

「ああ。本来ならきちんとした場所で食事をしたいところだが、思ったより出費がかさんだからな……お前のせいだぞ？」

「あはは……それはごめん」

「まぁ、代わりと言っては何だが食事代は私が出してやる。荷物持ちの礼も兼かねてな」

　荷物持ちと言ってもぬいぐるみと服だけなので今のところ大した労力ではないのだが、所持金の少ない戒は素す直なおにご馳ち走そうになることにする。

　路地を抜けて一つ隣となりの通りに出ると、食しよく欲よくをそそるいい匂においが漂ただよってきた。

　よく考えると今日は朝から何も食べていないので、かなり空腹だ。ジゼラの作ってくれる料理はどれも非常に美味おいしいが、たまには別の料理を食べるのも悪くない。

「何か食べたいものはあるか？」

「えっと……お肉？」

「なんともわかりやすい好みだな」

「アリサは嫌きらい？」

「そうは言ってない」

　にやりと笑ったアリサに戒も笑え顔がおを返す。二人は人混みの間を縫ぬうようにして、通つう称しよう屋台通りに入った。

　通りの両側に等とう間かん隔かくに屋台が並び、軽食や工芸品などジャンルを問わない色々な物が売られている。中には屋台の代わりに大道芸を披ひ露ろうしている者もおり、戒は物もの珍めずらしさのあまり初めて海外旅行に行った子供のように首をあちこちに振り向けた。

「おい、カイ。あまりキョロキョロするな。迷子になるぞ」

「う……ごめん。でも、迷子って……子供じゃないんだから」

「どうかな。今のお前はここにいる子供達とそう変わらないと思うが」

「……アリサだってぬいぐるみ大好きなくせに」

「何か言ったか⁉」

　こちらの呟つぶやきを逃のがさず聞き取っていたらしいアリサに「なんにも」と空とぼけ、はぐれないようしっかりと後に続く。それからしばらくして、二人は目的の屋台に辿たどり着いた。

「うわぁ……」

　目の前でじゅうじゅうと音を立てる骨付き肉に視線が釘くぎ付づけになる。ただ香こう辛しん料りようを付けて焼いただけという実に単純な料理だが、こういうド直球な料理は好きだ。まさに肉を食べているという気になる。

「……おい、涎よだれが出ているぞ」

「あう……ご、ごめん」

　指し摘てきされ、慌あわてて制服の袖そでで口元を拭ぬぐう。

「そんなに腹が減っているのか？」

「ま、まぁね。僕、朝から何も食べてないから」

　そう答えたところで、ぐぅぅ、とお腹なかが鳴る。ただし、

「……そういえば、私も食べていなかった」

　鳴ったのは、アリサのお腹だったが。

「え、えっと……注文お願いしてもいいかな？」

「う、うむ……任せておけ」

　お腹の音を聞かれたのが恥ずかしかったのか、やや早足で屋台の列に向かうアリサ。戒もすぐその後を追って列にならぶ。そして、いよいよ二人の番になると、

「五人前下さい」

　アリサは平然とした顔でそう言った。

「……あ、あの、アリサ？　僕、そんなに大食いでもないんだけど……」

「む？　何を言ってる。ここは一人前でもそれなりに量がある。何人前も食べたら他の物が食べられなくなってしまうぞ？」

　こちらの問いに不思議そうな顔で首を傾かしげるアリサ。どうやら戒の分というわけではないらしい。と、いうことは……。

「そっか。まぁ、育ち盛りだもんね……」

「……待て。何か勘かん違ちがいをしていないか？」

「別にいいと思うよ？　誰でも好きな物はたくさん食べたいよね」

「わ、私が食べるわけではない！　お前には私がそんなに大食らいに見えるのか！」

　顔を真っ赤にして抗こう議ぎされてしまった。どうやらアリサの分でもないらしい。

　だとすると、他の三人へのお土産みやげだろうか。でも、宿舎に帰る頃ころには冷めてしまっているだろうし……。

　戒がそんなことを考えていると、店主から料理を受け取ったアリサはなぜか屋台の裏の方に移動した。そして、そこで物欲しそうに骨付き肉を見つめていた子供達に三人分を手て渡わたす。子供達はアリサに礼を言うと、大喜びでほおばり始めた。

「あの子達の分だったんだ。知り合いなの？」

　戻もどってきたアリサから骨付き肉を受け取り、戒が尋たずねる。

「いや、知らない。ただ、お腹がすいてそうだったのでついな」

「へぇ～……子供好きなんだ？」

　感心したような声でそう言いながらかぶりつく。濃こい味付けとジューシーな肉にく汁じゆうが口の中いっぱいに広がった。う～ん……美味うまい。

「どうだろう……。ただ、私には歳としの離はなれた弟と妹がいるからな。小さな子供を見ると、なんとなく放ほうっておけない」

「アリサ、きょうだいがいるんだ。僕は一人っ子だから、なんか羨うらやましいな」

「今は学校の近所にある教会で預かって貰っている。学生以外は宿舎には住めないからな。月に一度は必ず会いに行くことにしているよ」

「あ、もしかしてこの前、朝から出かけていたのって……」

「そういうことだ」

　一つ頷うなずき、小さな口で骨付き肉をかぷっと咥くわえる。

「……あひゅい」

　すぐに涙なみだ目めになって口を離した。どうやら猫ねこ舌じただったらしい。

「……ぷっ、あはははは！」

「わ、笑うなバカ者！」

　我が慢まんしきれず笑い始めた戒を、アリサが頰ほおを染めながら咎とがめる。

　その後も、夕日が沈しずむ直前まで、二人の市街地巡めぐりは続いたのだった。







　西の空から月が顔を見せ始め、辺りもすっかり暗くなった頃。

　戒は両手に買い物袋ぶくろを提さげ、アリサと共に宿舎に向かっていた。

「重くないか？　どちらか私が持ってもいいが……」

「平気だよこのくらい。今日の僕はアリサの荷物持ちだしね」

　両手の買い物袋を持ち上げ、まだまだ余よ裕ゆうがあることをアピールする。

　楽しい時間は早く過ぎるとはよく言ったもので、半日近くかけたにもかかわらず、アリサとの買い物はあっという間の出来事に感じられた。

（でも、これで終わりってわけにはいかないよね……）

　せっかく二人きりで落ち着いて話せる機会を得たのだ。ここで真実を打ち明けるのが得策だろう。

　たとえ……それでアリサに嫌われることになったとしても。

「なぁ……カイ」

　とその時。不意に、隣を歩くアリサが声をかけてきた。

「ん？　何？」

「その……実は、お前に少し相談したいことがあるのだが……」

「相談……？」

「ああ……。だからこの後、私の部屋で少し話さないか？」

「あ、うん……別にいいけど……」

　予想外の提案だったが、戒はこれ幸いとばかりに二つ返事で承しよう諾だくする。

　どんな相談かはわからないが、とりあえずそれを聞いた後にこちらからも話をしよう。

　宿舎に着くと、他の三人に見つからないよう、こっそりアリサの部屋に向かう。二人で部屋に入るところを見られたら、何を言われるかわかったものじゃない。

「ふむ……誰にも見つからなかったようだな」

　後ろ手に部屋の扉とびらを閉め、しばし耳を澄すませた後、アリサがほっと息をつく。どうやら、誰にも見つからずに済んだようだ。

「なんかごめんね。朝から迷めい惑わくかけっぱなしで」

「いや……気にするな。同じ班の仲間だからな」

「あ……うん」

　その答えに、胸の奥底がわずかに疼うずく。

　アリサはこう言ってくれるけど、僕はずっと彼女を騙だまし続けている。

　いや、アリサだけじゃない。他ほかの皆みんなも……。

「そこに座っていろ。今、お茶を淹いれる」

「え？　いいよそんな……」

「お前がよくても私はよくない。部屋に招いたらお茶くらい出すのが最低限の礼れい儀ぎだ」

　止める間もなく食器棚だなの方に向かうアリサ。仕方なく、戒は指示された通り椅い子すに腰こし掛かけた。

　部屋の広さは自分の部屋とほとんど変わらないはずだが、家具がきちんと揃そろっているので少し狭せまく感じる。もっとも、あるのは生活に必要な最低限のものばかりなので、女の子の部屋としては少々殺風景かもしれない。

「待たせたな」

　そんな風に戒が部屋の中を眺ながめていると、アリサがお茶を持ってきてくれる。もわもわと湯気が立っていて、温かそうだ。

「ありがとう。頂きます」

　両手を軽く合わせて謝意を示してから口を付ける。カリナのところでもらったお茶と違い、すーっと爽さわやかな味がした。ハーブティーに近いかもしれない。

「美味おいしいよ。それにしても、なんだかアリサらしい感じの部屋だね」

　お茶の入ったカップを机に置いてから、戒は改めてぐるりと部屋を見み渡わたす。

「あ、あまりジロジロ見るな……」

「ごめんごめん。でも、ちょっと殺風景かな。お花とか置いたらいいのに」

「……植物の世話は苦手なのだ」

「そっか……。あ、でも、さっき買ったぬいぐるみを置いたら少しはよくなるかも」

　そう言って、買い物袋からぬいぐるみを取り出そうと椅子から立ち上がる。が、

「っとと……？」

　立ち上がろうとした瞬しゆん間かんに立ち眩くらみがして、二、三歩よろけてしまった。

「あはは。今日は一日歩いてたから、ちょっと疲つかれたかな」

　体力のなさを露ろ呈ていしてしまったようで、恥はずかしさのあまり照れ笑いを浮うかべる。

　そして、改めて床ゆかに置かれた買い物袋に向かおうとして、

「えっ……⁉」

　がくん、と膝ひざが折れた。倒たおれないようとっさに床に手を突つくが、まるで力が入らない。

　瞼まぶたが急激に重くなり始め、意識が徐じよ々じよに遠くなっていく。

　眠ねむい。たまらなく眠い。

　でも、おかしい。いくら疲れていると言っても、こんな急に眠気が来るはずが……。

「アリ……サ……？」

　朦もう朧ろうとする意識の中で、どうにか首を動かしてアリサを見る。

「……すまない、カイ。許してくれ……」

　すぐ横に佇たたずんでこちらを見下ろすアリサは、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

（なん、で……）

　その疑問を言葉にすることは叶かなわず。戒の意識は、瞬またたく間に暗くら闇やみの奥に沈んでいった。







「う……？」

　途と切ぎれていた意識が唐とう突とつに繫つながり、戒は短い呻うめき声を漏もらす。

　頭が異常に重く、思考が上手うまく働かない。

　それでもなんとか現状を把は握あくしようと、眼球だけを動かして周囲を確かく認にんすると、

「……目が覚めたか」

　すぐ近く、目と鼻の先にアリサの姿があった。

「アリサ……？」

「まだ薬が効いている。無理に起き上がるな」

　言われて、戒は自分がベッドの上に寝ねかされていることに気付く。と同時に、先さき程ほどまでの出来事が一瞬で脳のう裏りに蘇よみがえった。

　そうだ。お茶を飲んだところで急激な眠気に襲おそわれたのだ。恐おそらく、あのお茶の中に眠気を誘さそう薬を混入させていたのだろう。

「ねぇ、どうしてこんなこと……って、アアアアリサっ⁉」

　次し第だいに意識がはっきりしてきたところで、思わず動どう揺ようした声を上げる。

　腰の上に跨またがってこちらの顔を覗のぞき込んでくるアリサは、制服を上下とも脱ぬぎ捨てていた。手のひらで包み込めるくらいのサイズの胸と下半身の大事な部分を覆おおい隠かくしているのは、見せることなどまるで考えていないごくシンプルなデザインの白の下着。

　色気もへったくれもないはずなのだが、背中だけでも十分すぎるほど魅み力りよく的だったアリサの素す肌はだがほぼ全身くまなく眼前に晒さらされ、あっという間に頭に血が上った。

「カイ……すまないと思っている。だが、もうこうするしかないんだ」

　そう言って、アリサが両手を背中の後ろに回す。ぷちっと小さな音がして、胸を隠していた布地がはらりと──

「うわわわわ……！」

　アリサが何をしたのかを一瞬遅おくれて理解した戒が、大おお慌あわてで目を覆う。

　見てない！　僕は何も見てないよ！

「カイ……」

　呼ばれて目を開けると、すぐ目の前にあったアリサの顔がさらに迫せまってきていた。

　日ひ頃ごろ鋭するどい眼光を宿している瞳ひとみが今は潤うるみ、いつも強気な台詞せりふを紡つむぐその唇くちびるからは艶なまめかしい吐と息いきが漏れる。ベッドのすぐ脇わきにあるランプの灯あかりに照らされたその表情は、普ふ段だん見せる表情とのギャップも相まって、どんな男でも虜とりこにしてしまいそうな魔ま性しようの魅力を湛たたえていた。

「アリサ……ダメだよ、こんなこと……」

　なるべくアリサの方を見ないようにしながら、頭の中に残る理性を総動員してどうにか言葉を紡ぐ。

　どうして、こんなことになっちゃったんだろう。

　薬の影えい響きようにより半ば思考停止した頭の中で、戒は漠ばく然ぜんとそんなことを思った。

「わかっている。だが、仕方ないんだ。次の試合、私は絶対に負けるわけにはいかない」

「だからって……好きでもない人と……」

「そ、そんなことはない。今日一日、一いつ緒しよにいて楽しかったし……だから、私はお前のことが好きだ」

「アリサ……」

　思い詰つめたような表情のアリサをじっと見つめる。

　もしそれが本心からの言葉なら、本当に嬉うれしいけれど、

（違うよ……）

　それは君の本当の気持ちじゃない。自分を納なつ得とくさせるための理由を無理矢理探しているだけだ。今日一日を楽しんでくれたのは本当かもしれないけれど、それくらいで僕を好きになるほど、君の心は安くない。

　芸術的な丸みを帯びた彼女の胸がお腹なかの辺りに押しつけられる。

　服ごしでも下着ごしでもない、直に感じるその柔やわらかさと温かさに、戒は体温が否いや応おうなしに高まっていくのを感じた。

「私は、その……こういうことは初めてなんだ。だから、死ぬほど恥ずかしいし……それに、少し怖こわい……」

　そう答えるアリサの唇はわずかに震ふるえている。

　それが羞しゆう恥ちから来るものか、あるいは恐きよう怖ふから来るものなのか、戒には判別がつかなかった。

「だったら……」

「だが、もうこれしか手は残っていない。考えても、他に方法が思いつかないんだ……」

「そんなことないよ、きっと他の方法だって──」

　そこまで言いかけたところで、そっとアリサの人差し指が唇に押し当てられる。

「頼たのむ、カイ……。今はただ、黙だまって私を受け入れてくれ……」

　普段のはきはきとした声からは想像もつかない、弱々しい囁ささやき声。その声を聞いただけで、戒の脳のう髄ずいは蕩とろけてしまいそうだった。

　アリサがさらにぐっとこちらに体重を預けてくる。ぎしっ、とベッドが軋きしみ、身体からだの密着度もさらに増す。戒は無意識の内に生なま唾つばを飲み込んだ。

　なんとかしなきゃ。

　そう思うものの、さらさらの黒くろ髪かみから漂ただようどこか甘い香かおりが、理性と思考力を奪うばっていく。これ以上少しでも刺し激げきを加えられたら、逆に襲いかかってしまいそうだ。

　もうどこにも逃にげ場はない。この場を逃のがれられるような機転も思い浮かばない。

　そうさ。どうせこの後打ち明けるつもりだったんだ。だったら、黙ってこのまま受け入れてしまえばいい。それで何もかもはっきりするじゃないか。

　だが、そう思う一方で。心の奥深く、とても暗く冷たい場所から囁き声が聞こえてくる。

　──本当に、それでいいのか？

　いつも真まっ直すぐで気高いアリサ。

　男おとこ勝まさりで素す直なおじゃないけど、意外と女の子らしい一面もあるアリサ。

　そんな彼女を、僕のこの手で汚けがしてしまうなんて……！

「カイ……」

　アリサが目を閉じて、薄うすい桜色の唇をそっと近付けてくる。

　そして、二人の唇がまさに重なろうかというその刹せつ那な、

「う……噓うそなんだ！」

　戒はアリサの両肩かたを摑つかみ、強ごう引いんに引き離はなした。

「え……？」

「噓なんだよ！　僕は英えい雄ゆうなんかじゃないんだ！」

　両目をぎゅっと閉じ、ほとんどやけくそになって叫さけぶ。

　ああ……言った。ついに言ってしまった……。

「きゅ、急に何を……」

「確かに僕は異世界から来た。でも調べてみたら、僕には魔ま力りよくがなかったんだ。教官が言うには召しよう喚かんの魔法に欠けつ陥かんがあって、間ま違ちがって召喚されたんだろうって……」

「……まさか、そんなこと……」

「だったら、もう一度検査なりなんなりしてみればいいよ。そうしたら、すぐにわかることだから……」

　いざ白状すると、案外あっけないものだった。

　何もかも終わった。そんな虚きよ脱だつ感が全身を包み込んでいく。

「……本当、なのか……？」

　呆ぼう然ぜんとした声で呟つぶやくアリサに、戒は力なく頷うなずき返す。

　今、彼女はどんな顔をしているのだろう。

　騙だまされていたことに怒おこっているのか。はたまた、最後の希望が失われたことに絶望しているのか。それを確認する勇気はない。

　ただ一つわかるのは、自分にはもう、ここにいる資格がないということだけだ。

「本当に……ごめん！」

　なんとか最後にそれだけ告げると、戒はアリサを押しのけてベッドから抜ぬけ出した。

　そして、押し寄せる後こう悔かいも、胸に去来する幾いく多たの想おもいも、何もかもを振ふり払はらうかのように全力で走り出す。

「カイ！　待ってくれ、カイ！」

　背後からアリサの声が聞こえてきたが、立ち止まることはなかった。

　部屋を出て、転げ落ちるような勢いで階段を下りると、宿舎の外に出る。そのまま行き先も決めずに、ただ、がむしゃらに走り続けた。

「はぁっ……はぁっ……はぁっ……！」

　どのくらい走っただろうか。

　足が疲ひ労ろうでがくがくと震え、もう一歩も前に進めなくなったところでようやく止まる。

　ふと顔を上げると、周囲には見たことのない景色が広がっていた。ここがどこなのかはおろか、宿舎や学校がどちらの方向にあるのかさえわからない。

「……はは、何やってるんだろう……僕」

　自然と口から失しつ笑しようが漏れる。

　一人で勝手に飛び出して、一人で勝手に迷子になって……本当、バカみたいだ。

（これから、どうしよう……）

　途と方ほうに暮れて、視線を遠くに向ける。すると、

「…………ん？」

　ふと、あるものが目に入った。

「灯り……？」

　暗闇の中、小高い丘おかのような場所で何かがぼうっと光っている。だが、ここからは少し距きよ離りがあるので、遠目には何が光っているのかまでは判別出来なかった。

「……行ってみるか」

　どうせ、どこにも行く宛あてはない。

　戒の足は、何かに吸い寄せられるように自然とそこに向かっていた。







「これは……」

　それから歩くこと約一五分。光の正体は、円形に設置された何本もの松明たいまつだった。その中心には、三メートルほどもある大きな石せき碑ひが建っている。

「何かの記念碑……？　でも、それにしては……」

　奇き妙みようなことに、石碑には何の文字も彫ほられていなかった。これでは単なる置物だ。

「まだ作りかけなのかな……」

　謎なぞの石碑を前に、戒がぶつぶつと独り言を呟いていると、

「それはお墓です」

　突とつ然ぜん、背後から透すき通るような美しい女性の声がした。

　反射的に振り返る。そこには長い紅色の髪を夜風になびかせる、少し大人びた顔立ちの少女がいた。その身に纏まとう真っ白なローブが、松明の光を受けて暗くら闇やみの中で映はえる。

「お墓……？」

「はい。ここ、ニブルヘイム王国を建国した初代国王のお墓だそうです」

「いや、でも……何も彫られてないよ？」

「名前もわからない国王様ですからね。それどころか、生まれた場所も、どこでどうして死んでしまったのかもわからないそうです。ですから、こんな噂うわさがあるんですよ」

　少女は戒のすぐ隣となりまでやって来ると、悪わる巧だくみをする子供のような笑えみを浮うかべ、

「彼はこの世界ではない、どこか別の世界から来たんじゃないかって」

　囁くような声で、そう言った。

「それって……」

「そう。あなたと同じ。というより、初めて召喚された異世界人である彼の功績に敬意を表して、以後、あなたのような人を英雄と呼ぶようになったそうです」

「へぇ……って、ちょっと待った！　なんで僕が異世界人だって知って──」

「もちろん、知っています。だって、あなたをこの世界に呼んだのは私ですから」

　………………。
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「はぁぁぁあああああっ⁉」

　戒の人生最大の絶ぜつ叫きようが真夜中の空に吸い込まれる。

　何気ない調子で語られた超ちよう爆ばく弾だん発言に、本気で目玉が飛び出そうになった。

「君が⁉　僕を⁉　何のために⁉　っていうか、何でよりによって女子風ぶ呂ろに召喚するのさ！　おかげで大変な目にあったんだよ⁉」

「女子風呂に……ですか？　ぷっ……あはは……！」

「いや、笑うとこじゃないからね⁉」

「ごめんなさい……召喚される場所まではコントロール出来なくて。でも、まさかそんなところに召喚されるとは思ってもみませんでした」

　そう言って、少女はまたおかしそうに笑う。楽しそうなその姿に毒気を抜かれ、戒はそれ以上怒る気になれなかった。

「まぁ、そのことはもういいや……。それで、君はどうして僕をこの世界に？」

「いきなり直球ですね。せっかくですから、その前に少しお話ししませんか？　例えば、あなたが元いた世界のこととか」

「僕のいた世界のこと……？」

「はい。難しいことじゃなくていいんです。あなたが毎日その世界でどんな生活を送っていたのか、それを聞かせて欲しいんです」

「そんな……別に、大して面おも白しろい話もないし……」

「それでも構いません。知りたいんです、あなたのことが」

　少女の視線が真まっ直すぐ戒に向けられる。顔立ちは大人びているのに、その瞳ひとみはまるで幼い子供のようにキラキラと輝かがやいていた。

「……まぁ、そこまで言うなら……」

　少女が墓の前に並べられた石の一つに腰こし掛かけたのを見て、戒も近くに腰掛ける。そして、日本にいた頃ころのなんでもない日常について語り始めた。

　家庭でのこと、学校でのこと、休日の過ごし方や趣しゆ味みのこと。

　一度話を始めると、堰せきを切ったように次から次へと話題が生まれた。まるで抑よく圧あつされた何かから解放されたかのように、夢中で話し続ける。

　その間、少女は時折相づちを打ったり質問をしたりしながら、ずっとこちらの話を楽しそうに聞いてくれていた。

「──というわけなんだ。本当、あんなことはもうこりごりだよ……」

「そうですか……。それは大変でしたね」

「本当にね。はぁ……さすがに話し疲つかれちゃったや」

　一つ息をついてから、戒は苦笑する。そしてそのまま、しばし口を閉とざした。

「どうかしたんですか？」

　黙だまりこくった戒を見て、少女が首を傾かしげる。

「……ずっと話をしていて、思ったんだ。僕がこれまで生きてきた時間は、すごく薄うすっぺらいものだったんじゃないかって」

「薄っぺらい……？」

「うん。何かに夢中になるわけでも、何かを必死に頑がん張ばるわけでもなく、ただ漠ばく然ぜんと毎日を過ごしてた。いわば、無色透とう明めいなんだ」

　それが悪いことだとは思わない。自分と同じような生活を送っている人は、周囲にたくさんいた。だからこそ、薄っぺらいなどと思ったことは一度もなかったのだ。

　この世界で……彼女達と出会うまでは。

「この三日間、一生懸けん命めい訓練している皆みんなを見て思ったんだ。どうしてそんなに必死になれるんだろうって。それはきっと、彼女達がそれぞれ、誰だれにもゆずれないものを持っているからなんだと思う。まぁ、今日に限ってはちょっとやりすぎだけどさ……」

「あなたにはないんですか？　その、誰にもゆずれないものというのが」

「ないよ。そりゃ、元の世界に戻もどりたいっていう願いはあるけど、それはこの世界にいる間だけのものだし……」

「そうでしょうか？」

　やや力を増した少女の声が、戒の言葉を遮さえぎる。

「あなたは今、こんなにも必死にその彼女達のことを考えているじゃないですか」

「え……？」

「必死になる、という意味では同じことだと思います。気付いていないだけで、本当はあるんじゃないですか？　あなたにも、誰にもゆずれないものが」

「……そう、なのかな？」

　確かに、これまで他人のことでここまで悩なやんだことはなかった。

　いや、自分のことでさえ、ここまで真しん剣けんに悩んだことはなかっただろう。

「……だとしても、意味ないよ。どんなに考えたって、僕は彼女達に何もしてあげられないんだから」

「どうしてです？」

「どうしてって……もしかしたら、君は気付いていないのかもしれないけどさ。僕は間ま違ちがって召しよう喚かんされただけの──」

「いいえ。違います」

　きっぱりとそう言い切り、少女が立ち上がる。つられて、戒も立ち上がった。

「間違いなんかじゃありません。あなたがここに呼ばれたのは必然です」

「で、でも、僕には魔ま力りよくがっ……！」

「魔力はないかもしれません。ですが……」

　ゆっくりと差し出される少女の右手。

　戒は意識することなく、当たり前のようにその手を取った。

「あなたには、救いを差し伸のべる手がある。助けを求める者に駆かけ寄る足がある。共に未来を見つめる目がある。そして──道を切り拓ひらくための剣けんがある。それだけあれば、十分でしょう？」

　わずかに首を傾げて、少女が微笑ほほえむ。そして、その微笑みを見た瞬しゆん間かん、

（ああ……そうだ）

　戒はようやく、当たり前で、それでいてとても大切なことに気が付いた。

　そう、僕には魔力がない。だから、彼女達の期待を裏切ってしまう。でも……。




　期待を裏切ることと、何も出来ないことは──決してイコールじゃない。




「あ……ほら、見て下さい」

　その声に反応し、少女の指さした方向を見る。

　東の空から、眩まばゆい輝きを放つ太陽が昇のぼり始めていた。

　暗闇に染まっていた世界が白光に導かれ、徐じよ々じよに色を取り戻していく。

　その幻げん想そう的な光景から、戒は片時も目を離はなさなかった。

　やがて暖かな陽光が身体からだに降り注ぐと、まるで凍こおり付いたかのように力を失っていた四し肢しが再び熱を持ち、力を取り戻していく。心臓の力強い脈動に、全身が震ふるえた。

「きれい……だ……」

　そう呟つぶやきながら、抑おさえきれなくなった体内の熱を吐はき出す。知らず知らずのうちに、固く拳こぶしを握にぎりしめていた。

「……お迎むかえが来たみたいですね」

「え……？」

　唐とう突とつな少女の言葉に、戒は目をぱちくりさせる。少女は二、三歩離れてから振ふり返ると、まるで何かを懐なつかしむような目でこちらを見つめ、

「また会いましょう、カイ」

　その言葉を最後に、まるで太陽の中に吸い込まれるように去って行った。

「……行っちゃった……」

　太陽の眩まぶしさに目を細めながら、少女の去って行った方向を呆ぼう然ぜんと見つめる。すると、

「こんなところにいたのか」

　背後から、聞き覚えのある声がした。

「アリサ……！」

「まったく……捜さがしたぞ」

　アリサは呆あきれたようなため息をついてから、戒のすぐ隣に並ぶ。

「名もなき王の墓か……ここに来るのは中等部の授業で見学して以来だな」

　石せき碑ひ、もとい墓石を見上げながらそう呟く。その声には疲ひ労ろうの色が滲にじみ出ていた。

　きっと、夜通しで捜してくれていたのだろう。

「……この世界に初めて召しよう喚かんされた異世界人、なんでしょ？」

　また迷めい惑わくをかけてしまったことに後こう悔かいの念を抱いだきながら、話を合わせる。が、

「異世界人……？　いや、そんな話は初耳だが……誰に聞いたのだ？」

　アリサは怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せてそう答えた。

「あ……そういえば、名前聞くの忘れちゃったや……」

　おまけに、自分を召喚した理由も聞きそびれてしまった。

　また会いましょうと言っていたが、今度会えるのはいつになることやら……。

「……？　よくわからないが、とにかく宿舎に戻るぞ。この時期の朝はまだ冷える」

　ため息混じりにそう言って、アリサが歩き出す。しかし、戒はその後についていくのを躊躇ためらった。

「……どうした」

　戒がついて来ないことに気付いたアリサが振り返る。

　やや間があった後、戒は意を決して尋たずねた。

「その……アリサは、怒おこってないの？」

　その質問に一瞬、はっとしたような顔をするアリサ。だが、やがて目を閉じると、ゆっくり首を横に振った。

「ああ、怒ってはいない。ただ……後悔している」

「後悔……？」

「お前がこれまで私達の前で魔法を使ったことは一度もない。それなのに、私達は教官の言うことを鵜う吞のみにしてお前を英えい雄ゆうだと決めつけ、一方的に過大な期待を背負わせ……追い詰つめてしまった。そんな私達にお前を責める権利などない。少なくとも私はそう思う」

「アリサ……」

「それにな……。お前が本当のことを言い出せなかった気持ち、私にはわかるのだ」

　アリサは戒から視線を逸そらし、自身の足あし下もとを見つめる。

「以前、私には弟と妹がいると言っただろう？　あれは噓うそだ。いや、二人は実在するし、会いに行ってもいる。だが……私の本当のきょうだいではないのだ」

　アリサ＝マーシュは元々、貴族の家の生まれだった。

　両親はとある理由で実家とは絶ぜつ縁えん状態だったが、それでもアリサは特段問題のない幸せな幼少期を過ごした。

　そんな彼女の人生が一変したのは、一〇年前。

　ムスペル帝てい国こくとの間で戦争が勃ぼつ発ぱつし、魔術師だった両親は兵へい役えきに召集された。

　戦争が始まってしばらくは家で両親の帰りを待っていたアリサだったが、戦いが長引くにつれて身の危険を感じるようになり、やがて教会に向かうことを決意する。何かあったら教会に保護を求めるよう、両親から言われていたのだ。

　市街地で戦せん闘とうが行われる中、幼いアリサは物もの陰かげに隠かくれるようにして教会を目指す。

　そんな時だった。

「呻うめき声が聞こえた気がしてな。声のした方に向かうと、崩くずれた家屋の間に私と同じくらいの歳としの女の子が座り込んでいた。足を怪け我がして、動けなくなっていたのだ」

　女の子はアリサを見ると、抱かかえていた二人の赤子を差し出し、言った。

　どうかこの子達をお願い──と。

「じゃあ、アリサのきょうだいっていうのは……」

「ああ。恐おそらく、彼女は二人の姉だったのだろう」

「そうだったんだ……。でも、よかったね。二人を助けられて」

「よかった……？　バカを言うな。私は、二人しか助けられなかったのだ」

　その言葉の意味するところがわからず、戒は一瞬、眉根を寄せる。

　だが、すぐに気付いた。アリサは、二人の姉を救えなかったと言っているのだ。

「私は二人を預かると、すぐにその場を去った。教会に着くまで、ただの一度も振り返らなかった。私は自分が助かることに必死で、彼女を助けようなどとは微み塵じんも考えなかったのだ……！」

　ぎゅっと目を閉じ、懺ざん悔げでもするかのようにそう話すアリサ。

　その声は自分自身への怒いかりゆえか、か細く震えていた。

「し、仕方ないよ。一人で三人もなんて……」

「彼女は私とそう変わらない体格だった。背負うことは出来たはずだ。仮にそれが不可能でも、教会に二人を預けてから戻るなり誰かに知らせるなりすれば、助けられる可能性は十分あった。だが……私は自分のことばかり考えて、そのことに思い至らなかった」

「でも、アリサはまだ子供だったんでしょ？　二人を助けただけでも十分立派だよ！」

「……お前から見ればそうなのかもしれない。だが、二人から見ればどうだ？　私は、怪我をして動けない姉を戦場に置き去りにした人間ではないのか？」

「っ……それは……」

　違う、とは言えなかった。

　あくまで客観的事実だけをとらえれば、その表現は間違いではない。

「敵軍が撤てつ退たいした後、彼女は見つからず……。両親も戦死し、家族を失った私は二人と暮らすことにした。二人の姉としてな。だが、一〇年経たった今でも、自分が本当の姉でないことは明かせていない。私が実の姉を見殺しにしたと知ったら、二人がどんな顔をするか……それを考えると、どうしても言えなくて……」

「そんな……見殺しだなんて……」

「事実だ。あの時、私は二人の姉を救うことが出来た。もしあの時に戻もどれたら……何度となくそう思ったよ。そして、そんな時だった。どんな願いでも叶かなうという、夢のような話を聞いたのは」

　どんな願いも叶う夢のような話。それはすなわち、『願いの神樹イグドラシル』のことに他ほかならない。

「じゃあ、アリサが士官学校に入った理由って……」

「やり直したいのだ、あの時の選せん択たくを。あの子達の本当の姉を救いたい。そんなことが出来るのは、恐らく『願いの神樹』以外にないだろう。もちろん、そんなものが本当に存在するのなら……だがな」

　そう。『願いの神樹』はあくまで噂うわさの域を出ない。実在する保証はどこにもないのだ。

　それを承知で、アリサは……。

「け、けど、それならさ。別に過去を変えなくても、そのお姉さんを生き返らせればいいんじゃない？」

「それも考えた。だが、二人は当時まだ赤ん坊ぼうだったのだ。姉のことを覚えているとは思えない。仮に生き返って姉だと紹しよう介かいしたところで、二人はそれを信じるだろうか。それに、その方法では二人が姉と過ごすはずだった時間は返ってこない。やはり、過去を変えるのが一番の方法だ」

「だけど、その方法じゃ二人はアリサのことを……！」

「そんなことはわかっている！」

　戒の言葉は、アリサの悲痛な叫さけびに遮さえぎられた。

「本当に……それでいいの？」

「……いいんだ。それが、正しいんだ……」

　必死に自分に言い聞かせるような呟き。だが、その声は今にも泣き出しそうなほど弱々しいものだった。

「カイ……お前はすごいよ」

　不意に、アリサがそんなことを言う。

「すごいって……何が？」

「お前は私を失望させるとわかっていて、それでも真実を打ち明けた。私には無理だ。私には、とても……。なぁ、教えてくれ。私のやろうとしていることは正しいのか？　それとも間ま違ちがっているのか？」

　変わらず顔を俯うつむけたまま、きゅっと拳を胸の前で握りしめるアリサ。その姿は、まるで迷子になって怯おびえている子供のようだった。

　──あなたには、救いを差し伸のべる手がある。

　ふと、先さき程ほど出会った赤あか髪がみの少女の言葉を思い出す。

　戒はゆっくりアリサの傍そばに歩み寄ると、胸の前で握られた拳を包むように、そっと自分の手を重ねた。

「カイ……？」

「ごめん。僕には、アリサのしようとしていることが正しいかどうかはわからない。でも、たとえそれが間違っていたとしても……君がそれを望むなら、僕は力になりたいって思う」

　そこでようやく、アリサが俯けていた顔を上げる。その顔を見つめながら、戒ははっきりとした口調で告げた。




「きっと、生まれて初めてなんだ。こんな風に、心の底から誰だれかの力になりたいって……そう思えたのは」




「…………へ？」

　こちらの言葉に一瞬、きょとんとするアリサ。が、ものの数秒も経たない内に突とつ然ぜん、一八〇度回転し、なぜか背中を向けてしまった。

「あ、あれ？　アリサ……？」

「……禁止だ」

「禁止？」

「お前はしばらく、私の顔を見るのは禁止だ！　むしろ、お前の顔を見たくない！」

「えぇぇ～⁉」

　いきなりの顔も見たくない宣言……なんで⁉

「ど、どうして⁉　理由は⁉」

「り、理由など説明出来るか！　というか、聞くな！　それでも男か！」

「前から思ってたけど、男関係ないよね⁉　ねぇ、こっち向いてよアリサ～！」

「い、嫌いやだ！　向いて欲しかったらモザイクをかけろ！」

「そこまで見るに堪たえない顔なの僕⁉」

　あんまりな言われように涙なみだ目めになる戒。

　結局、アリサの『顔を見るの禁止令』が解除されたのは、それから三〇分近く経ってからのことだった。







「あっ……カイくん！」

「あれ？　ジゼラ先せん輩ぱい……？　それに、ミラとカリナも……」

　アリサに案内され二四班の宿舎に戻る途と中ちゆう、学校の正門前でなぜか制服姿の三人とばったり出くわした。まだ陽ひが昇のぼって二時間も経っていないし、登校するには早すぎるはずだが……。

「私が一いつ緒しよに捜さがしてくれるよう頼たのんだのだ」

　疑問に思っていることが顔に出ていたのか、隣となりにいるアリサがそう説明してくれる。

「まったく……地理もわからないのに一人で出歩くなんて、無む謀ぼうにも程がありますわ」

「でも、何もなかったようでよかったわ～」

「心配、しました……」

　口々にそう言いつつ、ほっとしたような表情を浮うかべる三人。きっとアリサと同じく、夜通し捜してくれていたのだろう。

「すみませんでした……ただでさえ大変な時に、迷めい惑わくをかけてしまって……」

「いいのよ～……というより、謝らないといけないのはわたし達の方」

「え……？」

「アリサちゃんに言われたの。カイくんの力に頼たよることばかりを考えて、カイくんの気持ちを考えていなかったんじゃないかって……その通りだと思う。反省しているわ」

　いつもの間延びした口調とは違う真しん剣けんな口調でジゼラが言う。

「わたくしも……完全に自分を見失っておりましたわ。今後は二度と、あんな真似まねは致いたしません」

「先輩……ごめん、なさい……」

　続いてミラが気まずそうに頰ほおをかき、カリナがペコリと頭を下げる。どうやら三人とも冷静になって反省してくれたようだ。

「それにカイくんだって、あんなに急せかされたらその気にならないものね～♪　いわゆる一つの〝急がば回れ〟というやつかしら～」

　……一人だけ、本当に反省しているか怪あやしい人もいたが。

（まぁ、でも……これでいつも通りかな）

　四人の表情は昨日よりも明るかった。追い詰つめられて重くなっていた空気も、少しだけ軽くなった気がする。皆みんな、いい意味で開き直れたというところだろう。

（それなら僕だって……いつまでも下を向いてるわけにはいかないよね）

　ようやく、迷いはなくなった。

　真実を打ち明けるのは、明日の試合が終わってからにしよう。せっかく良くなったこの雰ふん囲い気きをまた悪くさせるのは避さけたい。

　今はともかく、試合に向けて全力を尽つくして。

　そして、きっと──僕の剣で、彼女達の未来を切り拓ひらいてみせる。







　第五章　ゆずれないもの







「カイ、準備はいいか？」

　対たい抗こう戦の試合会場となる闘技場コロシアムの控ひかえ室。

　試合用の強化制服に身を包み、自分の身長よりもさらに頭一つ分ほど長い槍やりを手にしたアリサは、屈かがんで靴くつ紐ひもを結び直している戒かいにそう尋たずねた。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。問題ないよ」

　靴紐を結び終え、戒はすっと立ち上がる。腰こしの後ろに提さげたインフィニティエッジが、自身の存在を主張するかのようにかちゃりと小さな音を立てた。

「それで、今日はどのような布ふ陣じんでいきますの？」

「ああ、それは……」

　ミラの質問に答えようとアリサが口を開く。が、その時、

「お揃そろいのようだな」

　控え室に突とつ如じよ、招かれざる客が顔を覗のぞかせた。

「……一体何をしに来た、クラウディオ」

「そうピリピリするな。試合前の挨あい拶さつというやつだ。俺は紳しん士しだからな」

「貴様がそんな殊しゆ勝しような真似をするわけがない。さっさと用件を言え」

　刺とげ々とげしい口調のアリサに、クラウディオはやれやれとばかりに肩かたをすくめる。

「今日の試合、負ければ二四班は全員退学だ。つまり、現時点でお前達の退学は既すでに決まっている」

「そんなくだらん嫌みをわざわざ言いに来たのか？　紳士が聞いて呆あきれるな」

「そう焦あせるな。本題はここからだ。もし、お前が後期からうちに来るなら、今日の試合は棄き権けんしてやってもいい」

「なに……⁉」

　予想外の言葉にアリサの顔色が変わる。戒も思わず目を見開いた。

「棄権すれば不戦勝扱あつかいになり、お前は退学を免まぬかれる。もちろん、お前以外のメンバーもだ。悪い話ではないと思うがな」

　そう言って、ニヤリと口元を歪ゆがめるクラウディオ。

　確かに、二班と二四班の戦力差を考えれば魅み力りよく的な提案だ。でも……。

「迷う必要はないだろう。二班うちに来い、アリサ。そいつらではお前を使いこなせない。俺の方がお前を上手うまく使えるからな」

　嘲あざけるようなその一言で、一気に頭に血が上る。

　そう。以前から気に入らなかった。こいつがアリサに向ける、まるで物を見るかのような視線が。

　そして、今確信した。こいつはアリサを単なるゲームの駒こまくらいにしか考えていない。

　そんな奴やつに──アリサを渡わたせるものか！

「必要ないよ」

　クラウディオからアリサを守るように、戒は一歩前に出る。

「そんな取引、必要ないよ。今日の試合に勝てばいい。それだけのことでしょ？」

「その通りですわ」

　背後にいたミラがこちらの肩に手を乗せる。まるで、共に戦う意志を示すかのように。

「そんな卑ひ劣れつな言葉に耳を貸すくらいなら、退学になった方がマシですわ。もちろん、そんな気はありませんが」

「そうね～。あなたみたいなクズ野や郎ろうにアリサちゃんは預けられないわ。いわゆる一つの〝一昨日おととい来やがれ〟というやつね～」

「負けま、せん……！」

　ミラに続いて、ジゼラとカリナも反対の意志を示す。

　負ければ退学というこんな状じよう況きようでも、気持ちは皆同じだ。そのことが、なんだかとても嬉うれしかった。

「ね？　そうでしょ、アリサ」

「……ああ。そうだな」

　ふっと小さく息を吐はいた後、アリサが再び正面からクラウディオを睨にらみつける。

　その表情に、先さき程ほどのような迷いの色は無い。

「聞いての通りだ。さっさと失うせろ」

「いいのか？　これが最後の──」

「失せろと言っている。三度は言わんぞ」

　槍のように鋭するどいアリサの声。もう、どんな甘かん言げんにものせられないという彼女の強い意志が如によ実じつに表れていた。

「……後こう悔かいするなよ」

　これ以上話しても無む駄だと悟さとったのか、クラウディオは怒ど気きをはらませてそう言い残すと控え室を去って行く。それを見送ってから、戒はふーっと大きく息をついた。

「ごめんアリサ。でも、どうしても許せなかったから……」

　振ふり返り、勝手にクラウディオの提案を断ったことを謝罪する。

　すると、アリサはやや顔を俯うつむけながら、胸の前で両手の指をもじもじと絡からませ始めた。

「い、いや、別にそんなことは……その、むしろ嬉しかったというか……」

「え……？」

「だ、だから……えっと……あ、あ、ありが──」

「それにしても、なかなか言いますわね。見直しましたわ」

「本当、惚ほれ直しちゃうわ～」

「カイ先せん輩ぱい……格好いい、です」

「そ、そんな……。大げさですよ」

　三人から口々に褒ほめられ、戒はつい照れ笑いを浮かべる。

　本当に大したことはしていない。自分はあくまで、皆の気持ちを代弁しただけだ。

「あ、ごめん。それで、アリサはさっきなんて──」

「……何でもない」

　こちらの質問にぶすっとした顔で答えるアリサ。明らかにご機き嫌げんナナメの様子だ。

　なんでだろう……さっきまで普ふ通つうだったのに……。

「えっと……なんか、怒おこってる？」

「お、怒ってなどいない。私が怒る理由などないだろう？」

「うん、ないよね」

「うが～～～～～～～～～～‼」

「なんで余計に怒るの～⁉」

　理解不能なアリサの怒いかりに涙目になる戒であった。

「その辺にしておきなさい。それより結局、今日の布陣はどうしますの？」

「あ、ああ。そのことだが……」

　ミラに窘たしなめられ、アリサは一つ咳せき払ばらいをしてから改めて説明を始める。

「いつも通り私が先行する。カイとミラは私のフォロー、ジゼラ先輩とカリナは後方から支し援えんを──」

「あ、待って」

　が、その途と中ちゆう。戒は強い口調でそれを遮さえぎった。

　四人の視線が一いつ斉せいに戒に集まる。

　その視線を感じながら、戒は静かに宣言した。

「今日は──僕が先行するよ」







　五人揃って控え室を出て、いよいよ試合が行われるフィールドに足を踏ふみ入れる。

　その途と端たん、

「うわっ……！」

　三六〇度全方位から、思わず耳を塞ふさぎたくなるような大だい歓かん声せいが響ひびき渡った。

　フィールドの周囲には観客席が設置されており、大勢の観客が試合が始まるのを待ち受けている。軽く見積もっても千人以上いるのではないだろうか。

「うちの学校の生徒、こんなにたくさんいたっけ……？」

「入場料を支払えば一いつ般ぱんの人も観戦出来る。この国では一つの娯ご楽らくだ」

「そうなんだ……。うぅ……なんか緊きん張ちようしてきた……」

　緊張をほぐすため、繰くり返し大きく深呼吸する。

　ちなみに、この対抗戦の収益のおかげで、士官学校の学費は無料になっているそうだ。

「カイくん、試合のルールはちゃんと覚えてる～？」

「あ、はい。大丈夫です」

　ジゼラの質問に頷うなずきながら、昨日、アリサから受けた説明を頭の中で反はん芻すうする。

　対抗戦は攻こう撃げき側と守備側に分かれて行われ、攻撃側は制限時間内に守備側の防衛対象であるクリスタルを破は壊かいすれば勝利。逆に守備側は攻撃側を全ぜん滅めつさせるか、制限時間経過までクリスタルを守り抜ぬけば勝利となる。ちなみに、今日の試合で二四班は攻撃側だ。

　クリスタルにはそれなりの強度があるらしく、物理攻撃の一発や二発で簡単に壊こわれたりはしないそう。一撃で破壊するには、相当強力な魔ま法ほうが必要だろうとのことだった。

「それと、気を付けろ。強化制服の防ぼう御ぎよ結界は魔法の威い力りよくをある程度軽減してくれるが、物理攻撃には無力だ。刃は引びき処理されているとはいえ、直撃を受ければ相当な衝しよう撃げきだぞ」

「まぁ、それは魔法攻撃でも同じことですが。ようするに、怪け我がに気を付けろということですわね」

　二人の説明に「了りよう解かい」と頷き、フィールドに目を向ける。

　全体の至る所に大小様々な柱が乱立しており、それが障害物であると同時に魔法を防御する壁かべにもなっている。柱は特に中央部分に密集しているため、魔法の使えない身としては中央付近で戦うのが理想だ。

　幸い、二班はこれまで防御側でも常に攻撃側の全滅を狙ねらって攻せめ込んで来ているそうなので、中央付近で戦える可能性は高い。クラウディオという絶対的な存在がクリスタルを守っているからこそ取れる戦法だ。

「カイ……その、本当に大丈夫なのか？」

　戒が軽く屈くつ伸しん運動をしていたところで、アリサが心配そうに声をかけてくる。

　恐おそらく布陣のことを言っているのだろう。

「まぁ、絶対大丈夫……とは言えないけどさ。練習試合でアリサの動きを見ていたから、なんとなく感じは摑つかめていると思うよ。こいつのおかげで、接近戦には多少自信あるし」

　そう言いながら、インフィニティエッジの鞘さやを指でとんとん、と軽く叩たたく。

「そ、そうか。だが、無理はするなよ。いざとなったら私が守ってやるからな！」

「いや、中衛の君を守るのが前衛ぼくの役目なんだけど……」

　男気溢あふれるその台詞せりふに、戒はつい冷や汗あせ混じりにツッコんでしまった。

　気持ちは嬉しいけど、それじゃ意味ないんだよね……。

「む……そろそろ時間だな。カリナ、カイに〝加速〟の魔法を」

「は、はい……！」

　アリサの言葉にカリナが頷く。

「加速……？」

「脚きやく力りよくを少し上じよう昇しようさせる補助魔法だ。効果は一〇分ほどしか続かないがな」

「へぇ～……そんな便利な魔法が。なんで練習試合では使わなかったの？」

「……私が使うと後ろと距きよ離りが開きすぎるのだ」

「ああ……アリサ、足速いもんね……」

　そういえば、練習試合でもついていくのが大変だった。短距離走で競走したらきっと完敗だろう。少し情けない話ではあるが……。

「で、では、いきます……」

　やや緊張した面おも持もちで、カリナが戒の足あし下もとにしゃがみ込む。そのまま祈いのるように手を合わせると、やがてその両手が淡あわい白光に包まれた。

　右手を戒の左足に、左手を右足にそれぞれ添そえる。すると、次し第だいに両足がじわじわと温かくなってきた。心なしか、体重が軽くなったような気分になる。

「これが〝加速〟の魔法……。確かに、これなら速く走れそうかも」

「で、でも、あまり過信しないで、ください。あくまで、身体能力の強化……ですから」

「ああ、そっか」

　身体能力の強化である以上、肉体的限界は超こえられない。つまり、速すぎて見えない、なんて漫まん画がみたいなことは起こらないということだ。それでも、接近戦しか出来ない身としてはとてもありがたい。

　闘技場コロシアムの観客席に設置された鐘かねに人が近付く。試合の開始や終しゆう了りようはあの鐘で知らせるらしい。その隣となりには制限時間を計るための巨きよ大だいな時計も設置されていた。

　制限時間は三〇分。その間に相手のクリスタルを破壊出来なければ、二四班の敗北だ。

「鐘の音と同時に走るぞ。いいな？」

「「「「了解！」」」」

　アリサの呼びかけに、四人が同時に応じる。そして、

　──カーン……！

　ついに、試合が始まった。

　五人が一斉に飛び出し、敵てき陣じんに向けて走り出す。〝加速〟の魔法を受けている戒は、いち早く先頭に立った。

（うわっ……何これ……！）

　走り出してすぐに、危あやうく転びそうになった。まるで、足の裏に小さなバネがついているような感覚。走る、というより飛び跳はねていると言った方が正確かもしれない。視界の両側を、普ふ段だんでは考えられないような速度で景色が流れていった。

「カイ、先行しすぎるな！」

　背後からアリサの声が飛ぶ。戒ははっとして足を動かすペースを落とした。

　危ない危ない。後ろと距離が開きすぎて孤こ立りつしてしまったら、万ばん事じ休すだ。

　さらに前進を続けると、次第に行く手を阻はばむ柱の数が増してくる。そろそろフィールド中央が近付いているということだろう。となれば、当然、

（いた……！）

　視線の先に、二班の前衛二人を捉とらえる。二班のメンバーは全員男らしいので、遠目からでも敵味方を間ま違ちがえる心配がなく、好都合だ。もっとも、全員男ということは、それだけ優ゆう秀しゆうなメンバーが揃そろっているということでもあるのだが。

　二人は何やら話し込んでいて、こちらの接近にはまだ気付いていない。いつものように、アリサが正面から突つっ込んでくるものと思い込んでいるのだろう。だったら……！

　相手の視界に入らないよう、柱の陰かげに上手うまく隠かくれながら側面に回り込む。

　そして、残り数メートルまで近付いたところで一気に距離を詰つめた。

「っ……こいつ、いつの間に……！」

　ようやくこちらに気付いた男の一人が右腕うでを突き出す。魔法で迎げい撃げきしようというのだろう。だが、遅おそい！

「はぁッ！」

　インフィニティエッジを鞘から引き抜き、瞬しゆん時じに相手の懐ふところに飛び込む。そして、右足を強く踏み込むと、全体重を乗せた突きを繰り出した。

「ぐぁっ……！」

〝加速〟の魔法で威力を増した突きの威力に耐たえきれず、男はくぐもった声を漏もらす。そして、バランスを崩くずして仰あお向むけに倒たおれると、やがて気を失った。

「て、てめぇっ……！」

　もう一人の茶ちや髪ぱつの男が、両手で持ったメイスをこちらに向けて振ふり上げる。戒は咄とつ嗟さに剣けんを横にして、振り下ろされた銀色のメイスを受け止めた。

「ぐっ……！」

　衝撃で身体からだが大きく傾かたむく。戒は体格が良い方ではないので、当然、パワーもそれほどない。あっという間に押し込まれ、堪たまらず片膝ひざをついてしまう。

　まずい、このままじゃ……！

「カイくん、頭を下げて！」

　瞬間、背後から鋭するどい声。

　その声に反応して戒が頭を下げると同時に、ジゼラの弓から氷の矢が凄すさまじい速度で射うち出された。

「ちっ……！」

　茶髪の男がメイスを引き、間かん一いつ髪ぱつのところでそれをかわす。その隙すきに、戒はすかさず距離を取って体勢を立て直した。

（来るか……⁉）

　予想通り、茶髪の男の右手に小さな火球が生まれる。戒はすぐさま一番近くにある柱の陰に飛び込んだ。

　一瞬遅おくれて、柱に直撃した火球が爆ばく発はつを起こす。辺りに閃せん光こうが弾はじけ、見る者の視界を刹せつ那なの間、奪うばい取った。

　当然、魔法を使った張本人の視界も。

（今だ……！）

　柱の角を片手で摑みながら、ぐるりと一周して加速。柱の陰から飛び出すと、勢いはそのままに思い切り剣を振り抜いた。

「ごぁっ……⁉」

　視界を奪われ、反応が遅れた茶髪の男の脇わき腹ばらに、遠心力を利用した渾こん身しんの一閃が直撃する。男は吹ふっ飛んで地面を二、三度転がると、そのまま動かなくなった。

「ば……バラバラになるな！　固まれ！」

　あっという間に前衛二人を失い、残った三人の内の一人が焦あせった声で指示を出す。予想外の劣れつ勢せいに動どう揺ようしているのだろう。

　確かに、固まってしまえばお互たがいを守りやすくはなる。だが、

「それならば……！」

「まとめてやらせてもらおうか！」

　気合いの入った声が響ひびくと同時に、アリサの右手から炎ほのおが溢れ出し、ミラの生み出した風がさらにその勢いを煽あおる。

　爆発的に膨ぼう張ちようし、まさに濁だく流りゆうと化した炎の海は、一瞬のうちに三人を吞のみ込んだ。

「「「ぐあぁぁああ……！」」」

　二人の魔ま法ほうに灼やかれた三人から苦く悶もんの声が上がる。防御結界のおかげでダメージは軽減されているが、それでも敵を混乱させるには十分な威力だ。

　この隙を逃のがす手はない。戒は剣を構えると、躊ちゆう躇ちよなく三人に向かって突とつ進しんした。

　一人目の腹に剣の柄つかをめり込ませ、二人目はすれ違いざまに首筋を打つ。そして三人目がヤケクソ気味に振り抜いたナイフを弾き飛ばすと、上段からの一撃を顔面に叩き込んだ。

「っ……かっ……」

　悲鳴を上げる間もなく、男が地面に倒れ込む。

　三人とも動かなくなったのを確かく認にんしてから、戒は一つ息をついて剣を収めた。

　これで残る敵は後一人、クラウディオ＝ゼファー。アリサから聞いた話によれば、所属している班だけでなく、個人としての成績も昨年、学年二位だったらしい。

　もっとも、試合はいつも他のメンバーにほとんど任せきりのため、彼自身の能力についてはよくわからないとのこと。わかっているのは、相当な実力者だということだけだ。

「カイ、大だい丈じよう夫ぶか⁉」

　そんなことを考えていると、アリサが慌あわてた様子でこちらに駆かけ寄ってくる。

　続いて、ジゼラ、ミラ、カリナの三人もやって来た。

「うん、この通り。ちょっと手が痛いけど、平気だよ」

　軽く手を挙げて、無事なことをアピールする。

「か、回復、します」

　すると、カリナがすぐに回復魔法をかけてくれた。両手がエメラルドグリーンの優やさしい光に包まれ、痛みがみるみる引いていく。

「どう、ですか……？」

「ばっちりだよ。ありがとう、カリナ」

「は、はい……えへへ……♪」

　お礼に軽く頭を撫なでると、カリナが気持ちよさそうな顔をする。

　以前も嬉うれしそうだったし、どうも彼女はこうして頭を撫でられるのが好きなようだ。

「それにしても、まさかこんな簡単に倒せるなんて思わなかったわ～。カイくんが魔法を使ったわけでもないのに～」

「確かに……。不思議ですわね……」

　ジゼラの疑問にミラが同調する。残り二人もどこか腑ふに落おちないという顔をしていた。

「もしや、お前が前衛を務めたことと何か関係があるのか？」

「う～ん……まぁ、そうなのかな」

　アリサにそう尋たずねられ、戒は軽く肩かたをすくめる。

「どういうことですの？」

「練習試合を見てて思ったんだけど、前衛って相手の侵しん攻こうを食い止めること、ようするに防ぼう御ぎよが中心でしょ。だからアリサが前衛をやっちゃうと、せっかくの強力な魔法が活いかせないんだ。そして、アリサの炎の魔法はミラの風の魔法と合わさることでより強力になる。そう考えると、二人が中衛、僕が前衛をやるのが一番効果的かなって……」

　もっともこの場合、戒が一人で相手の前衛二人を食い止めなくてはならないことになる。

　それが最大の問題だったのだが、幸いにも相手が油断してくれていたおかげで前衛二人をあっさり撃破することが出来た。短時間で残り三人を倒せたのはそのためだ。

「それより、先に進もう。これで試合が終わったわけじゃないでしょ？」

「……そうだな。皆みんな、準備はいいか？」

　アリサの問いかけに、ジゼラ、ミラ、カリナの三人が頷うなずき返す。

　五人は乱立する柱の間を抜ぬけて敵陣深くまで侵しん入にゆうし、そして、いよいよ最後の敵と対たい峙じすることになった。

「来たか……」

　白く輝かがやく全長一メートルほどのクリスタル。その前に立つクラウディオが、幅はばの広い漆しつ黒こくの大剣を気だるげな様子で肩に乗せる。

「まさか一人も欠けずにここに辿たどり着くとは……さすがの俺も予想していなかったぞ」

「そのわりには、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがありそうだな」

「何か焦る理由があるのか？」

　軽く肩をすくめるクラウディオを見て、アリサの表情が険しくなる。

　ナメられている。そう感じたのだろう。

「すぐに焦らせてやる。クリスタルを守りながら私達五人を相手にするのは容易ではないぞ！」

　そう言い放ち、さっと槍やりを構えるアリサ。それを見て、戒もすぐにインフィニティエッジを構える。回復役のカリナもいることだし、防御はあまり考えず攻こう撃げきだけに集中しよう。

「確かに、少しやっかいだな。五人が相手なら、だが」

「何……？」

　怪け訝げんな顔をするアリサに構わず、クラウディオが右腕を持ち上げる。

　魔法が来る。誰だれもがそう思った。

「〝狂気の庭園マツドガーデン〟」

　だが、その右手からは何も生まれず。代わりに手首に装着していた腕輪から濁にごった赤黒い光が発せられる。マグマを連想させるような、ドロドロとした不気味な光だ。

「っ……！」

　咄嗟に身構え、戒は何が起きたのかを確認する。しかし、

「…………？」

　強きよう烈れつな発光がおさまると、後には何も起こらなかった。クラウディオも依い然ぜん、クリスタルの前から一歩も動いていない。

　今のは、一体……？

「あ……ぐっ……」

　とその時。不意に隣となりから苦しげな声が聞こえ、はっとしてそちらに顔を向ける。

　そこには地面に片膝をつき、苦悶の表情を浮うかべるアリサの姿があった。

「アリサ……⁉」

「私は、平気……だ。それより、皆を……」

　言われてようやく気付く。身体に異常をきたしているのは、アリサだけではなかった。

　ジゼラも、ミラも、カリナも、地面に倒れ込んで小さく呻うめき声を漏らしている。慌てて駆け寄ってみるが、既すでに全員、意識を失っていた。

「ほう……まだ意識があるか」

　クラウディオが苦しみながらも未いまだ意識を保っているアリサを見る。

「これは〝狂気の庭園〟と呼ばれる魔法具アーテイフアクトだ。使用者の周囲にいる人間の魔力の流れを乱す効果がある。並の奴やつなら一瞬で意識を失うところだが……さすがは学年三位といったところか。それにしても……」

　アリサに向けられていたクラウディオの視線が、今度は戒に向く。

「お前、何者だ？　編入の時期からして何かあるとは思っていたが、まさか〝狂気の庭園〟が効かないとは……。何かしら特別な力があるということか？」

「…………」

　戒はその問いに答えず四人の前まで歩くと、静かに剣けんを構える。

　実際は特別な力を持っているわけではなく、魔力がないため影えい響きようを受けていないだけなのだが、わざわざ答えてやる義理もない。

　ともかくこうなってしまった以上、なんとか一人でこの状じよう況きようを打開しなければ……！

「待て……カイ」

　だが、戒がそう決意を固めていたその時。

　背後で変わらず苦悶の表情を浮かべているアリサが、予想だにせぬことを言った。

「棄き権けんしろ……」

「えっ……⁉」

　思わず剣を降ろして振ふり返り、アリサの顔をマジマジと見つめる。

「お前一人では、無理だ……。頼たのむ、棄権してくれ……」

「アリサ……」

　真剣そのものといった彼女の口調に、心が揺ゆれる。

　確かに、一対一で勝てる可能性は限りなく低いだろう。そのくらいのことは戒もわかっているつもりだ。だが……。

（僕がここで棄権したら……）

　当然、二四班の負けとなる。そして、彼女達は全員退学。

　今日までの努力も。それぞれが抱かかえている想おもいも。そして、アリサのたった一つの願いも。その全すべてが、無に帰してしまう。

　そんなこと……許せるはずがない！

「……ごめん、アリサ。でも……やっぱり、僕には出来ないよ」

「カイ……！」

　アリサの抗こう議ぎの声を黙もく殺さつし、再度剣を構える。

　観客席から、今日一番の歓かん声せいが飛んだ。

「……いいだろう。まずはお前から潰つぶしてやる」

　そう言って、初めて漆黒の大剣を構えるクラウディオ。以前、教室で感じたものとは比ひ較かくにならないほどの威い圧あつ感が戒を襲おそった。

（落ち着け……何も倒たおす必要はないんだ）

　剣を握にぎる手に力を込こめ、恐きよう怖ふで震ふるえそうになる身体からだを懸けん命めいに鼓こ舞ぶする。

　狙ねらいは、手首に装着されている魔法具。あれさえ破は壊かい出来れば、まだ勝機はあるはず。

「来ないのか？　ならば、こちらから行くぞ！」

　視線を鋭するどくし、すっと身体を沈しずめたクラウディオが一直線に向かってくる。

　速い……けど！

「っ……！」

　左側面に回り込むようにして繰くり出された斬ざん撃げきを、剣でとっさに受け流す。追撃も刃はを合わせて弾はじき返し、その反動を利用して一度距きよ離りを取った。

（いける……！　剣だけなら互ご角かくだ！）

　初撃を受けきり、戒はそう確信する。

　あとは魔法に気を付けながら、どこかで一いつ瞬しゆんの隙すきを突つければ……！

「ほぅ……なら、これはどうだ？」

　再度、クラウディオが向かってくる。今度は右側から。だが、速度は先さき程ほどと変わらない。

　これなら同じように……！

「がっ……⁉」

　しかし、そう思っていたのも一瞬。

　肺の中から呻き声と共に空気が強制的に排はい出しゆつされ、戒は痛みを感じる間もなく地面を転がった。口の中に土の苦い味が広がる。

　防御出来ると思ったのに、どうして……。

　転がった勢いを利用して起き上がるが、すぐさま追撃を受ける。

　まるで殴なぐりつけるかのような、横よこ薙なぎの一いつ閃せん……！

「ぐっ……！」

　とっさに剣を構え、防御しようとする。

　そして、互たがいの剣が交こう錯さくしたその瞬間、

「────え……？」

　信じられないほどあっさりと、インフィニティエッジはへし折られてしまった。

　折れた剣身が高々と宙を舞まい、地面に突き刺ささる。

　今この瞬間。まさに文字通り、戒にとっての唯ゆい一いつの武器が──失われた。

「ぼさっとするな！」

　休む間もなくクラウディオの剣が襲いかかる。

　剣と同時に闘とう争そう心までもへし折られた戒は、反応出来なかった。

　内臓が潰れるのではないかと思うほどの衝しよう撃げきが全身に走り、またも地面を転がる。激痛のあまり、息をするのも忘れてしまいそうだった。

「どうした？　この程度か？」

　うずくまる戒をつまらなそうに見下ろし、クラウディオがゆっくりと足を振り上げる。

　みえみえの蹴けり。今度こそかわさないと……！

「[image: う゛]えっ……⁉」

　自分でも醜みにくいと思う悲鳴を上げながら、まるでサッカーボールのように蹴飛ばされる。

　全身を苛さいなむ痛みで意識が朦もう朧ろうとする中、それでも戒は一つのことを確信した。

「身体が……動か、ない？」

「ようやく気付いたか。正確には、動き辛づらくなっているだけだがな」

　地面に倒れて咳せき込む戒に、クラウディオはゆっくりと歩み寄る。

「光属性が人の身体にプラスの効果を発揮するのに対し、闇やみ属性はマイナスの効果を発揮する。今のお前は俺の魔力で神経を冒おかされ、軽い麻ま痺ひ状態だ」

「魔ま法ほう……？　でも、いつの間に……」

「闇属性は人の影かげに対して魔法を使うことが出来る。だから強化制服の結界も効果がないのだ。見ろ」

　クラウディオの右手から闇色の煙けむりが生まれ、彼のすぐ足あし下もとに伸のびている戒の影に吸い込まれていく。ああして、いつの間にか魔法をかけられていたらしい。

（そうか……！）

　そこで、思い出す。

　初撃の際、クラウディオはわざわざ側面に回り込むようにして攻撃してきた。あれはこちらの身体の向きを変え、太陽を背にさせるためだったのだ。

「しかし、期待はずれだな……。もっと楽しませてくれるかと思えば、この程度か！」

　さらにもう一度蹴飛ばされ、戒は無む抵てい抗こうに地面を転がる。

　魔法のせいか、はたまた痛みのせいか、既に全身の感覚がない。立ち上がろうとしても、どこにも力が入らなかった。

「やめろ！」

　その時。遠くから、アリサの声が聞こえてきた。

「もうやめてくれ！　それ以上は下手をすれば命にかかわるぞ！」

「それがどうした？　潰してやる……そう言っておいたはずだ」

「っ……貴様ぁ……ッ！」

　平然とそう言い放ったクラウディオに、怒いかりで声を震わせるアリサ。

　情けない。あんな状態でも彼女は闘とう志しを持ち続けているのに、唯一戦える状態だった自分はもう、声も出せないくらいボロボロだ。

「ふっ……おい、見てみろ」

　クラウディオに顔を踏ふまれ、強ごう引いんに首の向きを変えさせられる。その先に、

「カイ……もういい、もういいから……」

　両目を真っ赤に腫はらし、ぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだをこぼすアリサの姿があった。

　ああ……違ちがった。声が震えていたのは怒りのせいだけじゃない。泣いていたからだったんだ。

「だがまぁ、そろそろ俺も飽あきてきたところだ。この辺りでやめてやってもいい。ただし……お前が二班うちに来るならな」

「何……だと？」

　クラウディオの提案に、アリサが目を見開く。

「今日の試合は棄権してやる。そうすれば、お前は退学にならずにすむだろう。そして、後期からは二班うちに入れ」

「……なぜだ。なぜ、そこまで私にこだわる？」

「決まっているだろう。あの女を潰すためだ」

　その言葉に一瞬、眉まゆ根ねを寄せるアリサ。だが、すぐに何かに気付いたような顔をする。

「なるほど……学年一位の座を奪うばわれた復ふく讐しゆうか。自身の力では敵かなわぬとわかって他人を利用するとは……つくづく最低の男だな、お前は」

「ごちゃごちゃ喚わめくな。お前はただ、俺に従えばいい。忘れるな。断れば、こいつがどうなるか……」

　未いまだ立ち上がれないアリサの前にクラウディオが歩み寄る。そして、無ぶ遠えん慮りよに顔を近付けた。

「さぁ、言え。二班うちに入り、そして、俺に服従を誓ちかうとな」

　アリサの顎あごを摑つかみ、クラウディオが要求する。

　その光景を見た戒の中で、熱く激しく滾たぎる何かが猛もう烈れつな勢いで暴れ始めた。

「私は……私は──」

　屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがめながら、アリサが答えようとする。戒の中を暴れ回る何かが、さらにその勢いを加速させた。

　ダメだ。その先は、絶対に言わせちゃいけない……！

「やめろぉぉぉおおおお……！」

　身体からだの中で暴れ回る狂くるおしい衝しよう動どうに突き動かされるまま、戒は叫さけぶ。アリサはそこで言葉を止め、クラウディオは憎にく々にくしげにこちらを振り返った。

　言うことを聞かなくなった腕うでに何度も何度も命令し、渾こん身しんの力を込める。奥歯がこなごなになりそうなほど歯を食いしばり、嚙かみしめた唇くちびるから血を滲にじませながら、戒はようやく上半身を起こした。

「よせ……！　もう立つな……！」

　アリサのはっきりとした涙なみだ声ごえ。聞いているだけで胸が苦しくなる。

　何をやってるんだろう、僕は。こんなことをしても、余計に彼女を悲しませるだけじゃないか。

　大体、立ち上がったところでどうなる。こんなボロボロの状態で勝てる可能性なんて、万に一つもない。それこそ、ヘタをすれば殺される可能性だってある。

　そう……理性ではちゃんとわかっているのに。

　どうして、僕の身体は立ち上がることをやめようとしないのだろう。

（ああ……そっか）

　その時、唐とう突とつに理解した。

　そうか。これなんだ。

「死に損ないが……」

　クラウディオがゆっくりと立ち上がる。その表情は憤ふん怒ぬに満ちていた。

　けれど、不思議と恐怖はない。

　がくがくと震える膝ひざを手で押さえ、必死に両足に力を込めながら、戒は顔を上げ、涙で濡ぬれるアリサの瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめた。

「アリサ、ごめん。でも、それは聞けないよ。だって、だってさ……」

　あの時は、君の言葉の意味がよくわからなかったけれど。

　今なら、少しだけわかる気がするんだ。




「僕にも、ゆずれないものがあるから……！」




　クラウディオが少しずつこちらに迫せまってくる。

　戦う力はおろか、戒にはもう武器を構える気力さえ残っていない。

　でも、諦あきらめない。絶対に諦めない。何が何でも食くらいついてやる……！

　そう思い、折れたインフィニティエッジの柄つかを強く握りしめた、その時、

「でも、折れたままのその剣けんで戦えるでしょうか？」

　突とつ然ぜん、すぐ傍そばから声が聞こえてきた。反射的に声のした方に視線を向ける。

　そこにいたのは、お墓の前で出会ったあの赤あか髪がみの少女だった。

「随ずい分ぶんとやられてしまいましたね。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　少女が心配そうな顔で尋たずねてくる。だが、戒は驚おどろきのあまり声も出せなかった。

　こんな近くにいるのに、今までまるで気が付かなかった。

　いや、自分だけじゃない。観客も、アリサも、クラウディオも、誰だれも気付いていない。

　一体、どうなってる……？

「でも、確信しました。やはり、あの人が言っていたのはあなたのことだったんですね」

　少女がじっとこちらの顔を見つめながら呟つぶやく。

　あの人？　誰？　何の話？

「聞かせてください、カイ。あなたは、どうしたいんですか？」

　すぐ目の前に立ったクラウディオが、こちらを睨にらみつけながら剣を振ふり上げる。

　戒は決して視線を逸そらさず、その目を真っ直ぐ睨み返した。

　どうしたいか？　そんなの、決まってる。

　彼女達の力になりたい。そのために、この試合に勝ちたい。

　目の前にいるこのクソ野や郎ろうのすかした面つらに、一発ぶちかましてやりたい！

「そうですか。なら、仕方ありませんね。既に盟約も交わしたことですし……この剣の王が力を貸しましょう」

　少女は満足そうな笑えみを浮うかべ、ぱちんと指を鳴らす。その瞬間、

　ビュオッ──‼

　突とつ如じよ、戒の足下から風が吹ふき上げた。

「えっ……⁉」

　吹き上げた風はさらに強さを増し、旋せん風ぷうとなって全身を包み込む。

　さらに、指先がぼうっと淡あわい光を放ったかと思うと、それは手の平、手首、腕と範はん囲いを拡大し、やがて全身に行き渡わたった。

　熱さでも冷たさでも、痛みでも痺しびれでもない。これまで知覚したことのない、まるで全身の細さい胞ぼうが一いつ瞬しゆんで生まれ変わっていくような未知の感覚──！

「ああぁぁぁああああああああ‼」

　全身を声にして、絶ぜつ叫きよう。

　その声に応こたえるかのように旋風は収縮し、やがて全身を包む銀色の光だけが残された。

「私の加護は授さずけました。あとは武器ですね」

　武器？　でも、僕はこの剣じゃないと──

「いいえ。〝無限の境界インフイニテイエツジ〟は剣の形をしていますが、こちら側とつながるための魔法具アーテイフアクトに過ぎません。剣の腕とは無関係ですし、たとえ折れていたとしても、その役目は果たせるはず」

　少女にそう言われ、不意に悟さとる。

　ああ、そうだった。これはあちら側から剣を引き抜ぬくための媒ばい介かい、いわば鞘さや。

　折れていようが曲がっていようが、問題ない！

「さぁ、剣の召しよう喚かんを。やり方は知っているはずです」

　自然と、身体が反応した。

　片膝をつき、折れた〝無限の境界〟を地面に突つき立てる。

　繫つなげる先はただ一つ。この世の全すべてが存在する、無限の極地。

「神々の黄金宮殿グラズヘイム」

　そう呟くと同時に、突き立てた剣身がどろりと溶とけ出す。溶け出した白銀色の液体はまるで意志を持っているかのように動き出し、周囲に複雑な紋もん様ようを描えがき始めた。

「聖剣、魔ま剣けん、名剣、名刀──全ては……この手に！」

　完成した魔法陣じんが黄金色の輝かがやきを放つ。戒は〝無限の境界〟の柄を固く握にぎり、思い切り引き抜いた。

　途と端たんに、細身の剣身から溢あふれ出る。どんな闇やみをも引き裂さく、眩げん惑わくの白い炎ほのおが。

「闇を祓はらう白はく炎えんの魔剣、クラウ・ソラス。今のあなたにはぴったりの選せん択たくですね」

　赤髪の少女は両手を大きく広げ、詠うたうように言った。

「さぁ、舞ぶ台たいは整いました。あとはあなたの意志と剣の赴おもむくままに、新しいご主人様ソードマスター」

　その言葉に全身が震ふるえる。ボロボロだった身体に力が漲みなぎり、折れかけていた心に再び闘とう志しが燃え上がった。

　そうさ。諦めるなんてあり得ない。

　僕は──まだ戦える‼

「……なんだ？　魔法……なのか？」

　異変を察知して距きよ離りを取っていたクラウディオが、啞あ然ぜんとした顔でこちらを見ている。

　戒は白炎を纏まとう細身の長剣を構え、鋭するどい眼光を宿した瞳でその顔を睨みつけた。

「ふん……やはり普ふ通つうではなかったということか。また期待はずれでないといいがな！」

　そう言い放つと同時に、一気に距離を詰つめてくる。体重に加速度を上乗せした、左上方からの袈け裟さ斬ぎり。あらゆるものを粉ふん砕さいしてしまいそうなその重い斬ざん撃げきを、しかし戒はほんのわずかに身体を傾かたむけることでいとも容易たやすくかわした。

　勢いを殺さない、身体を反転させながらの追撃も頭を低くして回かい避ひ。同時に流れるような動作で剣を振り上げる。クラウディオは刃はを合わせてこれを受け止めたが、その威い力りよくに押され、半ば弾はじかれるように後退を余よ儀ぎなくされた。

「くっ……なぜ動ける⁉　こんなに早く効果が切れるはずが……！」

　言われて、初めて気付く。クラウディオの魔法で鈍にぶくなっていた動きが普ふ段だん通り、いや、それ以上に良くなっている。だが、問われても理由は説明出来なかった。

　答えないこちらに痺れを切らしたのか、クラウディオがまたも間合いを詰めてくる。

　右側面からの横よこ薙なぎの一いつ閃せん。

　戒はすっと左手を上げると、高速で迫り来る刃を親指と人差し指の間で摑み取った。

「なっ……⁉」

　信じがたい光景に、目を剝むいて驚きよう声せいを上げるクラウディオ。

　戒は無造作に右足を持ち上げると、

「さっきのお返しだ」

　がら空きの腹部に強きよう烈れつな蹴けりを見み舞まった。相手の身体からだがくの字に折り曲がり、その喉のどから、ぐぇ、と呻うめき声が漏もれる。

「くっ……そがぁぁああああ！」

　一転して大きく距離を取り、クラウディオが右手を掲かかげる。その手から生まれた何十もの闇色の雷らい撃げきが、我先にと戒の元に殺さつ到とうした。

　だが、戒は動かない。姿勢を低くし、右手で握っていた剣を半分ほど鞘に収める。

　そして、

「つぁッッ────！」

　気合いを声に乗せ、渾身の居い合あい抜ぬき。

　斬線から迸ほとばしった白炎は瞬またたく間に雷撃を吞のみ込み、その全てを跡あと形かたもなく焼き尽つくした。

「……なんなんだ……なんなんだお前はっ⁉」

　じりじりと後ずさりながら、クラウディオがヒステリックな叫さけび声を上げる。戒は素す直なおに答えた。

「……わからないよ」

　そう、何もわからないんだ。それはこの力のことだけじゃない。

　どうして、僕はこの世界に召しよう喚かんされたのか。なぜ、彼女達と出会ったのか。

　その答えを、その意味を。僕は、探しているのかもしれない。

「ふ……ふざけるなぁぁああああ‼」

　漆しつ黒こくの大剣を振り上げ、一心不乱に突とつ進しんしてくるクラウディオ。

　戒も両手で剣を握る。純じゆん粋すいな、力と力の勝負──上等‼

　腰こしだめに剣を構え、全力で走り出す。自分でも驚くほど身体が軽い。先さき程ほどまでボロボロだったのが噓うそのようだ。

　体格、腕わん力りよく、経験、どれをとっても戒が勝まさるものはない、圧あつ倒とう的に不利な勝負。

　それでも、迷わない。この剣は何が何でも振り抜く。

　たとえ──この腕うでが引き千切れようとも！

　ギィィィイイイイイイン──ッ‼

　互たがいの刃が激げき突とつし、甲かん高だかい金属色の悲鳴を上げる。両腕にかかる尋じん常じようでない重圧。少しでも気を抜けば、そのままもぎ取られてしまいそうだ。

　でも、負けられない。負けたくない。こいつだけには……絶対に！

「おおぉぉぉぉおおおおおおおおおッッッ‼」

　肺の中の空気を全て使い切る勢いで叫ぶ。その叫びに呼応するように、全身を包み込む銀色の光がより一層、輝きを増した。

「なん、だとっ……⁉」

　小こ柄がらな戒に押し戻もどされ、クラウディオが驚きよう愕がくに目を見開く。そしてその目の前で、

　ビギィッッ──‼

　彼の持つ漆黒の大たい剣けんが、見るも無む惨ざんに砕くだけ散った。

「……バカ……な……」

　ほとんど放心状態でそう呟くクラウディオ。

　その光景を尻しり目めに、戒は闘技場コロシアムの時計に目を向ける。制限時間は残り三〇秒を切っていた。

　このままでは負けてしまう。一撃で、試合を決めなければ！




「聖なる輝きをもって闇を切り裂く光の眷けん属ぞくよ、剣帝ソードマスターの名において命ずる！　我が意に従い、敵を貫つらぬく槍やりとなせ！」




　口から流れるように言葉が紡つむがれた。

　振ふり抜いた剣を左手に預け、右手をクリスタルに向ける。全身を包み込んでいた銀色の光が右腕に収縮し、その手の中で猛たけり狂くるう渦うずとなった。

　どうしてだろう。初めて知る感覚のはずなのに、どこか懐なつかしい──

「っけぇぇぇぇえええええ‼」

　戒の右手から、まるでレーザーのような白光が音もなく放出される。

　眩まばゆい閃光が闘技場内を埋うめ尽くし、耳をつんざくような轟ごう音おんが辺りに響ひびき渡った。

『…………………………』

　先程までの騒そう々ぞうしさが噓のように、静まり返る観客席。

　やがて光が霧む散さんすると、粉々に砕け散ったクリスタルの残ざん骸がいがその姿を現す。

　──カンカンカン……！

　攻こう撃げき側の勝利を告げる甲高い鐘かねの音が三度、場内にはっきりと鳴り響いた。

（ま……ほう……？）

　何が起きたのか理解出来ず、ついマジマジと自分の右手を見つめてしまう。

　そして、戒が勝利を自覚するより早く。

　地鳴りのような観客席からの大だい歓かん声せいが、闘技場全体を激しく揺ゆるがした。
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　エピローグ







「では、初勝利＆退学の危機を免まぬかれたことを祝って乾かん杯ぱいしましょう～。いわゆる一つの〝祝杯〟というやつね～。といっても、全部カイくんのおかげみたいだけれど～」

「いえ、そんな……」

　グラスを片手に満面の笑えみを向けてくるジゼラに、戒かいは曖あい昧まいな笑みで応じる。客観的に見れば自分のおかげという表現もあながち間ま違ちがってはいないのだろうが、正直、未いまだに実感が湧わかなかった。

「それにしても、クリスタルを一撃で破は壊かいするほどの魔ま法ほう……やはり英えい雄ゆうの魔力は絶大のようですわね」

「見たかった、です……」

　ミラとカリナが残念そうに言う。ジゼラも含ふくめて三人とも、試合が終わるまで気絶したままだったため、勝利の瞬しゆん間かんを見ることが出来なかったのだ。

「まぁ～、それはまた後期に見せて貰もらいましょう。それでは、かんぱ～い！」

「「「「かんぱ～い！」」」」

　ジゼラの乾杯の音頭に従い全員でグラスを合わせ、勝利の喜びを分かち合う。

　宿舎の中なので周囲に配はい慮りよする必要もなく、まさに飲めや食えやの大おお騒さわぎ。

　そうこうしているうちに試合の疲つかれもあったのか、夜になると戒を除く他のメンバーは全員、食堂で眠ねむり始めてしまった。

　唯ゆい一いつ起きていた戒は一通り食器を洗った後、食堂のすぐ横にあるテラスに出る。

　上空には雲一つない見事な星空が広がっていた。

「カイ……」

　その声にふと振り返ると、丁度、アリサがテラスに出てきたところだった。まだ眠いのか、制服の袖そででごしごしと目をこすっている。その仕草がなんだか妙みように可愛かわいらしかった。

「起きた？　あのままじゃ風邪かぜを引いちゃうから、後で他ほかの皆みんなも起こさないとね」

「うむ、そうだな……」

　ふわ、と欠伸あくびをしてから、アリサがすぐ隣となりに立つ。

　夜空を見上げるその横顔はやはりとても綺き麗れいで、あんな奴やつに服従を誓ちかうことにならなくてよかったと、心の底からそう思えた。

「なぁ、カイ……聞いてもいいか？」

「うん。何？」

「お前が使ったあの不思議な力、あれは一体何なのだ？　それに、最後のあの光……あんな魔法は初めて見た。いや、そもそもあれは魔法なのか？」

「やっぱり、そのことか……」

　ついため息混じりの声が漏れる。それは、戒自身も疑問に思っていたことだった。

　試合の後、姿を変えていたインフィニティエッジは淡あわい粒りゆう子しの光を発しながら元の形に戻っていった。折れたはずの剣身も、今は元通りに修復されている。

　また、イレーナに再度、魔力の検査もしてもらったのだが、結果は同じ。最後に使ったあれが魔法かどうかはわからないが、少なくとも自由に魔法を使えるようになったわけではなさそうだ。

　唯一事情を知っていそうなあの赤あか髪がみの少女は、いつの間にか忽こつ然ぜんと姿を消していた。その正体はおろか、名前すらもわからないまま。

　ようするに、ほとんど何もわかっていないのだ。

「そうか……。それで、どうするつもりだ？」

「？　どうするって？」

「他の皆にも話すのか？　その……お前の正体を」

　そこではたと思い出す。そういえば、試合後に人違いであることを皆に話すとアリサに伝えていたのだ。

「うん、そのつもり。このまま皆に噓をつき続けるわけにもいかないし……」

　戒がそう返答すると、アリサはしばし考え込むような仕草を見せ、

「本当に……噓なのか？」

　やがて、戒の顔をしっかり見つめながら問いかけた。

「え……？」

「お前が見せたあの力……あれこそが英雄の力という可能性はないのか？　普ふ通つうの人間にあんなことが出来るとはとても思えない」

「それは……まぁ、そうかも」

　その意見には一理あった。人違いで召しよう喚かんされただけの普通の人間に、あんなことが出来るとは思えない。以前、赤髪の少女が言っていたように、この世界に自分が召喚されたのは単なる偶ぐう然ぜんというわけではないのだろう。

「それにな。お前は気付いていなかったかもしれないが、同じ班に英雄がいるという事実は少なからず私達に二班と戦う勇気を与あたえてくれた。だから……」

「そっか。じゃあ、ひとまずこの件は保留……ってことでもいいかな？」

「うむ、それがいいだろう。……と、ところで、話は変わるが」

　心なしか緊きん張ちようした様子でアリサが一つ咳せき払ばらいをする。

「もしもだぞ。もし、元の世界に戻ることが出来なかったら……どうするつもりだ？」

「え？　う～ん、どうしよう……まだ決めてないけど……」

　思わぬ質問に、戒は腕うで組ぐみをして考え込む。

　出来ればそうなって欲しくはないが、その可能性もないとは言えないだけに、今のうちから考えておいた方がいいかもしれない。

「も……もし、そうなったらな？　その時は、その……私と、ずっと一いつ緒しよに……」

「へ？　私と……何？」

「だ、だから、私と……け、けけ、けっ──」

「あらあら～。こんな時間に二人っきりで何をしているのかしら～？」

「「うわぁっ⁉」」

　と、その時。すぐ傍そばの窓から、ジゼラがひょっこりと顔を覗のぞかせた。

　いきなりのことに、二人してつい仰のけ反ぞってしまう。

「せせせ先せん輩ぱい……起きて……！」

「アリサちゃんってば、意外と抜ぬけ目ないのね～。でも、抜け駆がけは感心しないわ～」

「い、一体何のことです？　私はただ、今日の試合についてカイと話を……」

「ですが、わたくし達に隠かくれて二人で話をしていたのは事実ですわね」

「アリサ先輩……ずるい、です……」

「なっ……二人とも、いつの間に……！」

　ジゼラの横から顔を出したミラとカリナにアリサが驚おどろく。どうやらジゼラだけでなく、二人にも一部始終を見られてしまっていたようだ。

「まぁいいわ～。それで、アリサちゃんは最後に何を言おうとしていたのかしら～？」

「えっ……⁉　そ、それは……！」

　ジゼラの質問に、アリサはなぜか顔を紅潮させて激しく狼ろう狽ばいする。

「そういえば、何か言おうとしてたよね？　何？」

「うっ……だ、だから、その……」

「その？」

「つ、つまりだな…………い、いい言えるかぁぁぁぁぁあああああああ‼」

　突とつ如じよ大きな声でそう叫さけび、テラスにあったデッキブラシを振り回すアリサ。戒は間かん一いつ髪ぱつのところでそれをかわした。

「ちょっ……い、いきなり何するのさ⁉」

「うぅぅぅぅ～……許せん！　皆の前で私を辱はずかしめようとしおって……！」

「そんなことしようとした覚えないんだけど⁉　っていうか、なんで怒おこってるの⁉」

「うるさい！　黙だまれ！　そこになおれ！　それでも男か～～～～～～～～～！」

「だから、男関係ないってば～～～～～～！」

　テラスの柵さくをひょいっと飛び越こえ、慌あわてて逃にげ出す戒。そんな戒を、アリサは鬼おにの形相で追い回し始めた。

「あらあら～。始まっちゃったわね～」

「まったく……あれではまるで子供ですわ」

「……でも、ちょっとだけ楽しそう、です……」

　三人が一瞬、顔を見合わせる。そして、一いつ斉せいにテラスに飛び出した。

「カイ、往おう生じよう際ぎわが悪いぞ！　大人しくこのモップの錆さびになれ！」

「カイくん、待って～♪」

「アリサより先にわたくしが捕つかまえますわ！」

「カリナも、頑がん張ばり、ます……！」

「ええっ⁉　な、なんで皆して追いかけてくるの～～～⁉」

　情けない男の悲鳴と少女達の歓かん声せいが満天の星空に吸い込まれていく。

　中なか山やま戒の女難創世記ハーレムロードは、まだ始まったばかりであった。







　あとがき







　読者の皆みな様さま初めまして、あるいはお久しぶりです。著者の稲いな葉ば洋ひろ樹きです。

『剣けん帝ていの女難創世記ハーレムロード』一巻はいかがでしたでしょうか。

　既すでに中身を読まれた方はおわかりでしょうが、本作の主人公は割とまともです。私の場合、前作の主人公がかなりアレな感じだったので、書き始めの頃ころは文章が少し混乱しました。慣れって恐おそろしいですね（笑）

　しかし、そんなまともな主人公がゆえに、ヒロイン達には押されっぱなしに……。可愛い女の子達に囲まれていても、色々と苦労が絶えない不ふ憫びんな子です。

　いつかはヒロイン達と対等に渡わたり合える日がくる……のかなぁ……（汗あせ）

　彼の性長……じゃなかった、成長に乞こうご期待です。

　さて、それではそろそろ謝辞に移らせて頂きたいと思います。

　まず、本作のイラストを描えがいて下さったあゆや先生、ありがとうございました。先生の素晴らしいイラストのおかげで本作の魅み力りよくは三倍増しです。特にエロが（力説）

　続いて、担当の編集様、ありがとうございました。こういうタイプの作品を書くのは初めてのことだったので、戸と惑まどったり迷ったりする部分が多かったのですが、その度たびに様々な指導・助言を賜たまわり、大変心強かったです。

　その他、本作の作成に関わった全ての皆様に厚く御お礼れい申し上げます。

　そして最後に、この本を手に取って下さった読者の皆様。本当にありがとうございました。少しでも楽しんで頂けたことを祈いのるばかりです。

　それでは、本日はこの辺りで。





二○十三年六月　稲いな葉ば洋ひろ樹き
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